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第一章　生還者の責任









「令れい音ねさん。──明日、俺と、デートしませんか？」




　天てん宮ぐう市上空、高度一万五〇〇〇メートル。

　そこに浮ふ遊ゆうする巨きよ大だいな空中艦かん〈フラクシナス〉の中で、五いつ河か士し道どうは意を決してその言葉を発した。

　目の前に立っているのは、〈ラタトスク〉の軍服を纏まとった二は〇た歳ちくらいの女性である。ぞんざいに纏められた髪かみに、生白い面おもて。目の下を飾かざる分厚い隈くま──

　それらの特とく徴ちようだけを列挙すれば、彼女を不治の病に冒おかされた病人か何かと思う者もいるかもしれなかったが、それを考こう慮りよに入れた上でなお、彼女はため息が出るほどに美しかった。整った鼻び梁りよう。どこか憂うれいを帯びた双そう眸ぼう。むしろ前述の特徴さえ、彼女の儚はかなげな雰ふん囲い気きを醸じよう成せいするのに一役買っているような気がしてならなかった。

　──村むら雨さめ令音。

　精せい霊れいを保護する組織〈ラタトスク〉の解かい析せき官かんにして、士道のクラスの副担任。

　そして──全すべての精霊の元となった始原の精霊・崇たか宮みや澪みお。

　そう。今から三十数時間後、精霊たちを皆みな殺ごろしにした精霊である。

「…………」

　士道の言葉を聞いて、令音は微かすかに目を細めながら、こちらを見つめてきた。

「……驚おどろいたな。急に何を言い出すんだい、シン」

　そしてしばしのあと、言うほどには驚いた様子もなく、静かな声でそう返してくる。

　応ずるでも、断るでもない。恐おそらく士道の意図を測りかねているのだろう。

　とはいえ、無理もあるまい。親しい間あいだ柄がらとはいえ──否いな、だからこそ、か──突とつ然ぜんそんなことを言われたなら、驚くのが普ふ通つうだろう。仮に士道が令音の立場だったとしても、似たような言葉を返すに違ちがいなかった。

　けれど令音の場合、胸中に生じる感情はそれだけではないだろう。士道は、こちらの思考を探さぐるかのような令音の目を見つめ返しながら、ごくりと息を吞のんだ。

「駄だ目めですか？　明日──いや、日付はもう変わってるから正確には今日ですけど、ＤＥＭの襲しゆう撃げきまでにはまだ丸一日あるはずです」

「……それはそうだが、そんなときに訓練をする必要はないだろう？　しっかり身体からだを休めるか、何か好きなことをして気晴らしでもしておいた方が──」

「訓練なんかじゃありません」

「…………」

　令音の言葉を遮さえぎるように士道が言うと、令音は無言になったのち、一いつ瞬しゆん視線を逸そらした。士道の目を見ていられなくなったというよりは、辺りに誰だれかがいないかを確かく認にんするように。

「……こんなところで冗じよう談だんを言うものではないよ、シン。誰かに見られたりしたら、君も困るだろう？」

「冗談で言ってるつもりもありません。──令音さん、今言いましたよね。何か好きなことをするといいって。俺は、決戦を控ひかえた今このときだからこそ、あなたをデートに誘さそいたいんです」

「…………」

　士道の言葉に、令音が再び無言になる。

「……このことは皆みなには？」

「もちろん、言ってません。みんなには内ない緒しよの、秘密のデートです」

「……一応、聞いてもいいかな。なぜ私なんだい？」

「嫌いやですか？」

「……そうは言っていないよ。けれど、もしデートをしたいのであれば、もっと他ほかに相手がいるはずだ。皆、君からの申し出なら喜んで受けてくれるだろう」

「それじゃあ、駄目なんです。俺は、令音さんとデートがしたいんです」

「…………」

　三度の、沈ちん黙もく。

　そうして数瞬の間何やら考え込むような仕草をしたのち、令音は小さく息を吐はいてきた。

「……ずるいな、君は」

「え……？」

「……そんな言い方をされては、断りようがないじゃあないか」

「！　じゃあ──」

　士道が目を見開くと、令音は小さくうなずいてみせた。

「……時間を空けておこう。どこへ行けばいいのかな？」

「ありがとうございます……！　じゃあ明日朝一〇時、天宮駅前でお願いします」

「……わかった。……では、失礼するよ。それまでに残務を片付けておかねば、琴こと里りに怒おこられてしまうからね」

　そこで、士道はハッと肩かたを揺ゆらした。令音にそう言われてようやく、前日どころか当日の深夜にデートの誘いをするという自分の行動の非常識さに気づいたのである。

　否、正確に言うならば、その不ぶ躾しつけさに思考が及およばなかったわけではない。ただ、数瞬前までの士道に、それを気にするような余よ裕ゆうがなかったのだ。……いや、ならば今は余裕があるのかと問われれば、それもまた首を横に振ふらざるを得ないのだけれど。

「すみません。急に無理を言って」

「……いいさ。立場上あまり大きな声で言うわけにはいかないが、私も君に誘ってもらえて、嬉うれしくないわけではないよ。──話が話なだけに、琴里に仕事の融ゆう通ずうを利きかせてもらいづらいのは確かだけれどね」

「は、はは……」

　士道が額に汗あせを滲にじませながら苦く笑しようすると、令音は小さく手を振ってから〈フラクシナス〉の廊ろう下かを歩いていった。

　やがて令音が角を曲がり、その背が見えなくなる。

「ふはっ──」

　それを確認した瞬しゆん間かん、士道はまるで水の中から顔を出すかのような調子で大きく息を吸った。

　じっとりと背中が濡ぬれている。微かに指先が震ふるえている。勢いと覚かく悟ごによって押し込められていた極度の緊きん張ちようが、身体中から一気に噴ふん出しゆつしたかのようだった。

　士道はよろめくように廊下の壁かべに背を付けると、そのままずりずりと床ゆかにしゃがみ込んでいった。

「……とりあえず、第一関門突とつ破ぱ……かな？」

　そして誰にも聞こえぬくらいの小さな声こわ音ねで、そう呟つぶやく。

　ひとまず、令音をデートに誘うことには成功した。無論ここからが本番であるため、気を抜ぬいてはいられないが、安あん堵どの息を吐くくらいは許されてもいいだろう。

　とはいえ、この成功はある程度予測していたことではあった。

　令音が士道の──否、澪が真しん士じの誘いを断るはずがないことは、士道にもなんとなくわかっていたのである。

　だからこそ士道は、デートに誘うには乱暴に過ぎるタイミングと自覚していながらも、この強行に及ぶことができたのだ。

「…………」

　だが。士道は気合いを入れ直すように両手で頰ほおを張った。

　明日のデート本番はもちろんだが、それまでにまだやらねばならないことが残っているのだ。

　相手は始原の精霊。これをやっておけば安心、などというものは存在しない。ならば限られた時間の中で、自分に打てるだけの手を打っておく他ないだろう。

　しかしながら、問題は順番だった。万が一にも、士道の目的を令音に勘かん付づかれてはならない。その瞬間に、計画は瓦が解かいする。ならば、最初に打つべき手は──

「──！　そうだ、まずはあいつだ」

　士道はしばしの思考ののち、足にグッと力を入れ、その場に立ち上がった。

　そしてそのまま廊下を歩いていき、艦かん内ないに設しつらえられた男子トイレの個室へと足を踏ふみ入れる。

〈フラクシナス〉艦内には無数のカメラやマイクが備え付けられているが、さすがにトイレの中まで記録されているということはないだろう。ここならば、余よ程ほど大声で話さない限り、会話ログが残ることはない。

　士道は個室の扉とびらに鍵かぎを掛かけると、ポケットからスマートフォンを取り出して、『Ｍ』と書かれたアプリのアイコンをタップした。

　するとスマートフォンの画面に、『ＭＡＲＩＡ』の五文字が表示され、スピーカーから聞き覚えのある声が聞こえてきた。

『──アプリケーションの立ち上げを確認。何かご用ですか』

　鈴すずを鳴らすような少女の声音。今士道が乗っている空中艦〈フラクシナス〉の管理ＡＩ、マリアである。

　そう。士道のスマートフォンには、マリアと直接通信を行うことができるアプリが（士道が知らぬ間に）インストールされていたのだ。これを使用すれば、艦内の機器を通さずにマリアと意い思し疎そ通つうを図はかることが可能だった。

「ああ、話があるんだ、マリア」

『どうかしましたか。決戦前に女教師をデートに誘う、五河・節操なし・士道』

「…………」

　どことなく不ふ機き嫌げんそうな色を帯びた声音で言われて、士道は思わず無言になった。

　……どうやら先ほどのやり取りも記録されていたようである。確かにあのシーンだけを切り取られたなら、そう取られてしまっても不思議はなかった。

「……いや、あのだな、マリア」

『いえいえ、別に非難するつもりはありませんよ。恐らく今度の戦せん闘とうは過去最大級のものになります。無論士道を死なせるつもりはありませんが、後こう顧この憂いを断ち切っておくのは決して悪いことではありません。それに、生命の危機に瀕ひんした際に種の保存を考えるのは生物として至し極ごく当然の本能です。令音ならば初めての相手としても申し分ないでしょう。きっと優やさしく手て解ほどきしてくれるはずです。士道が年上好きとは知りませんでしたが。参考までに、具体的にどういった点が決め手になったのかお教え願えますか？　包容力ですか？　胸ですか？　安心感ですか？　胸ですか？　それともやはり胸ですか？　ちっ』

「ま、マリア？」

『いくら大きいとはいえせいぜい九五センチ程度ですよ。わたしの艦体ボデイの胸部に当たる部分は二五〇メートルを超こえます』

「いや胸部に当たる部分ってどこだよ!?　……じゃなくて、とりあえずまずは話を聞いてくれ……！」

　士道が懇こん願がんするように言うと、ようやくマリアが気勢を収め、言葉を促うながすように無言になった。

「……いいか、マリア。信じられないかもしれないが、落ち着いて聞いてくれ。俺は今から三十数時間後──二月二〇日からやって来た。いや、正確には二月二〇日の俺の意識だけが、今の俺に戻もどってきたんだ」

『ほう』

　士道の言葉に、マリアは笑うでも呆あきれるでもなく、静かに返してきた。

『それは、狂くる三みの〈刻々帝ザフキエル〉が使用された──ということでしょうか？』

「……ああ、そうだ。理解が早くて助かるよ」

『過去の事例から類推するに、そうとしか考えられません。──無論、令音との逢おう瀬せを知られた士道が、苦し紛まぎれに壮そう大だいな言い訳をしているという可能性を除けば、ですが』

「お、おまえなぁ……」

『冗談です。ユーモアは心の緩かん衝しよう材ざいですよ。窮きゆう地ちに陥おちいっているときこそ、軽快な冗じよう句くを飛ばせるくらいの余裕を持っていただきたいものです』

「……善処するよ」

　士道は苦笑しながら首しゆ肯こうした。……なんとも頼たのもしい人工知能である。最初に事情を話す相手にマリアを選んだのは、情報の管理と統制を目的としてのことであったけれど、図らずも𠮟しつ咤た激げき励れいまでされてしまった気分だった。

『──ともあれ、まずは続きを聞きましょうか。安心してください。この会話は記録に残りません。わざわざこんな場所を選んだということは、それが目的なのでしょう？』

「ああ……」

　士道は深くうなずくと、話を始めた。

　──ＤＥＭとの戦いの最中、狂三の胸を突つき破って始原の精せい霊れい・澪が現れたこと。

　令音こそが澪の仮の姿であったこと。

　精霊たちが次々と倒たおされ、その霊結晶セフイラを奪うばわれたこと。

　澪の力を奪った十とお香かまでもが消し去られたこと。

　そして、士道の身体からだに封ふう印いんされていた【六ヴのア弾ヴ】を使って、決戦前々夜まで舞まい戻ってきたことを。

『……なるほど』

　士道が説明を終えると、マリアは細く息を吐くような音を伴ともなってそう言った。無論ＡＩは吐と息いきなどしないはずなのだが、芸の細かいことである。

『状じよう況きようは理解しました。──士道』

「ん、なんだ？」

『よく、生き残ってくれました』

「……っ」

　マリアの短い一言に、思わず涙なみだが滲にじみそうになってしまう。だが、こんなところで泣いてはいられない。士道は服の袖そでで目元を拭ぬぐうと、努めて明るく振る舞ってみせた。

「……ああ、みんなのおかげさ」

『そうですね。皆みな、よく頑がん張ばりました』

　マリアはそう言うと、思案するように小さくうなったのち、言葉を続けてきた。

『──さて、となるとこうしてはいられません。明日のための準備をしなければ。──まずは琴里の協力を仰あおぎましょう。わたしから連れん絡らくをしておきますので、士道は先に琴里の執しつ務む室へ向かってください。詳くわしい話はそこで』

「ああ、そうだな。まずは……琴里に話を通さないとな」

　士道は重苦しい調子で言葉を零こぼした。

　五河琴里は、士道の妹にして、〈ラタトスク〉の司令官である。〈ラタトスク〉を巻き込んで何らかの作戦行動を起こそうとしたなら、彼女の協力は欠かせない。

　だが、琴里は件くだんの令音と特に親しい。それこそ親友といっていい間あいだ柄がらだ。そんな琴里に真実を告げねばならないのは、正直胸が痛かった。

『はい。心苦しいですが、それは必ひつ須すです。──万一令音が記録を参照しても大だい丈じよう夫ぶなように、艦内の会話ログ及び映像には細工を施ほどこしておきます。とはいえ無論、令音も〈フラクシナス〉の中にいる以上、それだけで安心はできません。直接会話を聞かれることだけはないよう注意してください』

「わかった。執務室でいいんだな？」

『はい。本来なら家に戻っていただいた方が会話を聞かれるリスクは少なくて済むのですが、今の状況で琴里が艦から離はなれるのは不自然に過ぎます。できるだけ、令音に疑いの種を持たせたくありません』

「なるほどな。了りよう解かいだ、先に待機してる」

『はい。──しかし、記録が残らないからといって琴里の部屋で椅い子すのクッションに頰ずりしたり、替かえの靴くつ下したをくんかくんかするのはよくありませんよ』

「おいおい……」

　と、士道は言いかけて、先ほどのマリアの言葉を思い出した。

「そいつは残念だ。お気に入りのカップにキスするくらいにしておくよ」

『ふふ──まあ、上出来としておきましょう』

　士道がわざとらしい動作で肩かたをすくめながら言うと、マリアは楽しげに笑い声を漏もらした。




　　　　◇




「むう……目が覚めてしまったな」

〈フラクシナス〉の廊ろう下かを歩きながら、十香は「んん……」と軽く背筋を伸のばした。その動作に合わせて、長い夜色の髪かみがさわさわと背を撫なでる。

　時刻は既すでに〇時を回っていた。いつも早はや寝ね早はや起おきの十香にしては、なかなかの夜よ更ふかしと言える時間である。

　とはいえ、別に十香も、好きで艦内を徘はい徊かいしているわけではない。もともと他ほかの精霊たちとともに仮か眠みん室で眠ねむっていたのだが、隣となりに寝ていた美み九くのダイナミック過ぎる寝ね相ぞうに起こされてしまったため、仕方なく温かい飲み物でも飲もうと艦内の休きゆう憩けいエリアに行っていたのである。

　だが、休憩室には予想外の先客がいた。──士道だ。

　いや、別に士道がいたこと自体は何もおかしくはないのだ。確かに驚おどろきはしたものの、彼だって夜に飲み物くらい飲みたくなることもあるだろう。むしろその偶ぐう然ぜんの邂かい逅こうに、嬉うれしささえ覚える十香だった。

　しかし、その士道が十香の姿を認めるなり、感極きわまった様子で抱だきついてきたというのなら、また話は変わってくるのだった。

「夢……か」

　十香は抱ほう擁ようの感かん触しよくを思い出すように、自分の手で自分の肩をぎゅうと抱きながら、ぽつりと言葉を零した。

　そう。士道は夢を見たと言っていた。──明日の戦闘で、皆がやられてしまうという夢を。

　それはきっと、もの凄すごく恐おそろしい夢だったのだろう。何しろ、士道をあそこまで怖こわがらせてしまうのだ。仮に十香が同じ夢を見たなら、きっと涙で枕まくらを濡ぬらしながら飛び起きてしまうに違ちがいなかった。

　だが──いや、だからこそ。

「…………」

　十香は、肩を抱く手にぐっと力を入れた。

「その夢の通りになど、させはしない」

　そして、その決意を身体中に滾たぎらせるように、力強く言葉を発する。

　士道の話によれば、夢の中の十香は士道を守るために大活かつ躍やくしたとのことだ。──夢の中の存在なれど、なんと誇ほこらしいことではないか。

　ならばこの身が、夢の中の自分に負けるわけにはいくまい。十香は「よし」と気合いを入れるように頰ほおを張ると、少し歩調を早くして仮眠室へと戻っていった。

　来たる決戦のために今十香がすべきは、十分な休息を取ることだろう。まずはじっくり睡すい眠みんを取って──

　と。

「…………む？」

　仮眠室に戻ってきたところで、十香は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

　とはいえそれも当然ではあった。仮眠室の入り口付近に、二人の小こ柄がらな少女の姿があったのである。

　一人は、左手にウサギのパペットを着けた少女。もう一人は、地面に触ふれるのではないかと思えるほどの長い髪を結ゆわえた少女だった。──十香と同じ仮眠室に寝ていたはずの精霊、四よ糸し乃のと六む喰くろである。今は二人ともぱっちりと目を覚まし、何やら戦せん慄りつした様子で仮眠室の奥を見つめていた。

「何をしているのだ、四糸乃、六喰」

「……！　十香さん！」

「おお、無事じゃったか」

『やー、もう食べられちゃったのかと思ったよー』

　十香が声をかけると、四糸乃と六喰、そしてウサギのパペット『よしのん』は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように肩を震ふるわせてから十香の姿を認め、安あん堵どしたように息を吐はいた。

「……？　何かあったのか？」

「じ、実は……」

　十香が問うと、四糸乃は恐る恐るといった様子で、部屋の奥を指さした。

「む……？」

　四糸乃の指先の示す方向を見やる。すると、照明の落とされた部屋の奥に、何か蠢うごめくものがあることがわかった。

　やがて目が慣れてきて、その正体に気づく。それは──

「あ、あああ……」

　床に仰あお向むけに横たわり、力なく喉のどを震わせる七な罪つみと、

「ふすー……、ふすー……」

　その七罪のお腹なかに、んぢゅぅぅぅ……と吸いつく美九の姿だった。

「な……なんだこれは……」

　目の前に広がった意味不明な光景に、表情を困こん惑わくの色に染める。するとそれに合わせるかのように美九が身じろぎし、七罪が苦しげに「んぐあああ……！」と、呻うめきと叫さけびがミックスされたような声を漏らした。

「な、七罪さん……！」

「に、逃にげて四糸乃……こいつが私に構っている間に……でないと、もう保もたない……」

「そんな、七罪さんを置いて逃げるなんてできません……！」

　などと、何やら四糸乃と七罪が盛り上がっている。十香は頰に汗あせを垂らしながら、完全にモンスター扱あつかいされている美九に視線を向けた。

「美九、何をしている！　七罪を離すのだ！」

「無む駄だじゃ、十香。よく見よ」

「何……？」

　六喰に言われて、美九をよく観察する。

　すると、美九が目を閉じたまま、何やらむにゃむにゃとくぐもった声を発していることがわかった。

「……むにゃ……ええっ……本当に全部いただいてもいいんですかぁ……？　お腹いっぱいになっちゃいますよぉ……」

　その様を見て、十香は戦慄に目を見開いた。

「な……！　まさか美九──」

「むん……信じがたいことじゃが、美九はまだ眠っておる。つまりあれは──寝相じゃ！」

　六喰が美九をビシッと指さしながら叫ぶ。すると、まるでそれが聞こえてでもいるかのように、美九がびったんびったんと手足を蠢かせた。

「んー……ふー……」

「ギャ────────ッ！」

「七罪さん！」

『うわぁーお、情熱的ぃ』

「参ったの……このままでは七罪が美九に精気を吸い尽つくされてしまうのじゃ」

　七罪が絶ぜつ叫きようを上げ、四糸乃と『よしのん』、六喰が、途と方ほうに暮れたように声を上げる。

「むう……」

　そんな光景を見て、十香は意を決するようにうなずくと、四糸乃と六喰の肩に手を置いてから、仮眠室の中へ足を踏ふみ入れた。

「！　十香さん……？」

「危険じゃ、十香。眠っているとはいえ、奴やつは鼻が利きく。近づけば七罪の二の舞まいじゃぞ！」

「大丈夫だ。──前に二に亜あから、こういうときの対処法を教わったことがあるのだ。任せてくれ」

　十香は力強くうなずきながらそう言うと、履はいていた靴下を片方脱ぬぎ、その端はしを摘つまんで、虫笛を鳴らす要領でブンブン振ふり回し始めた。

「よしよし、森へ帰るのだ、美九。るーるるるー」

「……、……！」

　すると、それに気づいたかのように、美九がピクッと顔を上げる。
















　そしてそのまま七罪のお腹からちゅぽん、と口を離し、十香の靴下に引き寄せられるように、のそのそと床ゆかを移動してきた。

「……すぴー……すぴー……」

「──とりゃっ！」

　美九が十分近づいてきたところで、十香は靴下を壁かべに向かって勢いよく投げつけた。

「……！」

　すると、美九はそれを追いかけるようにぴょんと跳ちよう躍やくし──

「──あひゅっ!?」

　そのまま、ごず、と鈍にぶい音を立てて壁に激げき突とつした。

「は……っ!?　こ、ここは一体……」

　顔面から壁に突つっ込んだ美九が、我に返ったようにハッとした様子でぱちりと目を開ける。

　どうやら、ようやく目が覚めたらしい。今し方強したたかに打ち付けた額をさすりながら、美九が辺りをキョロキョロと見回す。それを見てか、四糸乃と六喰が安堵の息を吐き、七罪のもとに駆かけ寄った。

「七罪さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「な、なんとか……」

「むん……お腹が蛸たこの吸きゆう盤ばんに吸い付かれたようになっているのじゃ……」

　二人の手を借り、七罪がよろよろと身を起こす。

　するとその様を見た美九が「きゃーっ!?」と驚きよう愕がくの声を上げた。

「どうしたんですか七罪さん、そのあられもないお姿はっ!?　ずるいですぅ！　私が寝てる間に皆みなさんで何をしてたんですかぁ！」

『…………』

　美九の言葉に、皆が無言で視線を注ぐ。さすがに美九もその違い和わ感かんに気づいたのか、やがて汗をひとすじ垂らして皆の顔を順に見てきた。

「え、えーっと……どうしたんですかぁ、皆さん。なんだかお顔が怖いんですけどぉ……」

　美九が頰をぽりぽりとかきながら言ってくる。どうやら本当に何も覚えていないらしい。その様子に、七罪がもの凄く疲つかれたようにため息を吐ついた。

「……美九、あんた一体どんな夢見てたの。……ホテルのバイキングにでも行ってた？」

「え？　夢ですかぁ……？　あっ、そういえば見てました。いい夢でしたよー。七罪さんや四糸乃さん、六喰さん、十香さんたちと一いつ緒しよの部屋に寝るっていう内容なんですけどぉ……」

「あんたホントに夢見てた!?　ていうかなんでその夢であの寝ね言ごとと寝ね相ぞうが出てくるの!?」

　美九の回答に、七罪がたまらずといった様子で悲鳴じみた声を上げる。

　と──

「──何をしているの？」

　皆がわいわいと騒さわいでいると、廊ろう下かから仮か眠みん室に差し込む明かりに、ぬっと何者かの影かげが現れた。

「む？」

　見やると、部屋の入り口に、一人の少女が立っていることがわかる。肩かた口ぐちをくすぐる髪かみに、人形のように表情のない面おもて。──隣となりの仮眠室で寝ているはずの精せい霊れい・鳶とび一いち折おり紙がみだ。

「おお、折紙。すまん、起こしてしまったか？」

　十香は折紙の姿を認めると、小さく頭を下げた。物音に敏びん感かんな折紙である。すぐ隣の部屋でこんな騒ぎを起こされたなら、目が覚めてしまっても仕方あるまい。

「…………」

　けれど折紙は、十香の言葉に対して否定を示すようにかぶりを振ってみせる。十香は不思議そうに首を傾かしげた。

「む……ではどうしたのだ？」

　十香が問うと、折紙が静かな、しかし裡うちに熱を秘めたような調子で言ってきた。

「全員起きているのならちょうどよかった。──大事な話がある。来て」

「……？」

　折紙の様子にただならぬものを感じながら、十香はこくりとうなずいた。
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「……………………、そう」

　──長い、長い沈ちん黙もくのあと。

　琴里は、その短い言葉に、胸の裡に蟠わだかまる汚お泥でいを乗せるかのように吐き出した。

　士道がマリアとの通信に成功してから、およそ二〇分後のことである。マリアの指示に従い、執しつ務む室で琴里と落ち合った士道は、鉛なまりのように重い気分をどうにか振り払はらい、琴里に未来の出来事を説明した。

　そして──零こぼされたのが、先ほどの一言である。

　ごく短い、しかし琴里の心中を察するには十分に過ぎる二文字。

　本当ならば、叫びたくてたまらないだろう。泣きたくてたまらないだろう。士道の胸むな倉ぐらを摑つかみ、噓うそだと喚わめきたくてたまらないだろう。

　だがその激情を無む闇やみ矢や鱈たらに撒まき散らさないだけの強さを──幸か不幸か──琴里は備えてしまっていた。黒いリボンで二つ結びにされた髪と、肩かた掛かけにしたジャケットの裾すそを揺ゆらしながら、沈しずんでいた顔をふっと上げてみせる。

「ありがとう。辛つらかったでしょうに、よく話してくれたわね」

　琴里が優やさしい調子で言ってくる。しかしその語調とは裏腹に、その表情には痛ましさが見て取れた。

　しかしそれも当然だ。琴里が部下の中でもっとも信を置いていた令音が始原の精霊であり──五年前琴里を精霊にした張本人だったというのだから。

　しかも、この世界ではまだ起こっていないとはいえ、琴里を含ふくむ全すべての精霊を殺した、という特大のおまけ付きだ。如い何かに琴里とて、堪こたえないはずがないだろう。

「……すまん」

「なんで士道が謝るのよ。むしろ、そんな土ど壇たん場ばでよく機転を利かせてくれたわ。士道がいなければ、私たちの運命は決していた。本当に──ありがとう」

　そう言って、琴里が微笑ほほえんでみせる。

「琴里──」

『──さて、では対策を練りましょうか』

　と、琴里の悲痛に過ぎる様に、士道が思わず声を上げそうになった瞬しゆん間かん。それを遮さえぎるように、二人の間に置かれた小型端たん末まつからマリアの声が響ひびいた。

「……っ」

　士道は小さく息を詰つまらせると、一瞬の逡しゆん巡じゆんののち、こくりとうなずいた。

「ああ……そうだな」

　そして琴里に悟さとられぬようポケットからスマートフォンを取り出し、マリアに向けて『すまん、助かった』とメッセージを入力する。するとすぐ画面に『そんな、お礼なんて……スパコン三台でいいですよ』という文字が表示された。

　琴里が無理をしているのは明らかである。けれど琴里はそれでも、強い司令官であろうとしている。ならば士道が、それを無駄にするようなことを口走るわけにはいかなかった。

　無論、感情を吐と露ろした方がいいことだってある。年相応の少女らしく弱音を吐はいた方がいいときだってある。

　けれど、きっとそれは今ではないのだ。

　今はまだ──何も終わっていないのだから。

「…………」

　全てが終わったあと、力一いつ杯ぱい琴里を抱だきしめ、思い切り泣かせてやろうと心に決め、士道は話を続けた。

「とにかく、令音さんをデートに誘さそうことには成功した。問題はここからだ」

「ええ。朝までにデートの内容をある程度考えておかないとね。もちろん、最低限の仮眠時間も確保した上で」

　それに、と琴里が指を一本立てながら続ける。

「並行して、対ＤＥＭ戦の準備も進めておかないと。仮に令音──澪の封ふう印いんに成功したとしても、そのあとＤＥＭにやられちゃったんじゃあ目も当てられないわ。向こうにとってはまさしく漁ぎよ夫ふの利りってやつよ」

「はは……まったくだな」

　士道は乾かわいた笑みを浮うかべながら肩をすくめた。

　確かに士道は、時の天使〈刻々帝ザフキエル〉の力によって、絶望的な結末から舞まい戻もどってきた。既すでに決してしまったはずの歴史を、もう一度やり直す機会を得た。

　しかしそれは同時に、その未来において成し遂とげたこともまた、なかったことになってしまったということである。

　士道たち〈ラタトスク〉は、来たる二月二〇日、ＤＥＭ──デウス・エクス・マキナ・インダストリーと総力戦を行う。

　そして激戦の末、敵の首しゆ魁かいであるアイザック・ウェストコットを討うち果たすことに成功するのだが──今回も同じように上う手まくいくとは限らなかった。

　そもそもウェストコットが最前線に出てくるというイレギュラー自体が、澪が戦場に現れたことに起因するのである。もしも戦せん闘とう前に士道が澪の力を封印していたとしたなら、相手の出方も大おお幅はばに変わってくるだろう。目下の最優先事じ項こうが澪であることは変わらないが、こちらも、決して油断ができる相手ではなかった。

　琴里が話を進めるように、ふむ、とあごに手を当てる。

「──クルーへの情報共有のタイミングは悩なやましいところね。サポートをする以上知らせないわけにはいかないけれど、令音が艦かんにいるうちに教えてしまっては、勘かん付づかれる可能性があるし……」

『確かにその通りですが、そこまで心配する必要はないかと。令音はもう個室に移動していますし、明日早朝は、急な仕事が入る可能性を嫌きらってあちらからクルーとの接せつ触しよくを避さけてくれると考えられます』

「なるほどな……って、そんなに朝から急な仕事って入るものなのか？」

『令音は優ゆう秀しゆうですから。仕事が終わらなかったクルーが泣きつくのは日常茶さ飯はん事じです。その点においては、日ひ頃ごろ仕事そっちのけで内職に精を出している中なか津つ川がわや幹みき本もとには感謝せねばなりませんね。本当に、何が役に立つかわからないものです』

「ははは……」

　素す直なおに評価していいやら悪いやら。士道は曖あい昧まいな表情で頰ほおをかいた。

　まあ、澪の攻こう略りやく準備にＤＥＭへの対策と、今はいくら手があっても足りない。令音に勘付かれないよう、できるだけ事情を把は握あくした味方を増やすのは急務である。……まさか、中津川のフィギュア製作や幹本の私用電話がここにきて意味を持つとは夢にも思わなかったが。

　と──そこで士道は、ぴくりと眉まゆの端はしを揺らした。

　クルーたちと同様に、令音のことを教えねばならない者たちがいたのである。

　そんな表情の変化から、士道の考えを察したのだろう。琴里が難しげに腕うで組ぐみしながら息を吐いてくる。

「──精霊たちのこと？」

「……ああ。伝えなきゃならないことなんだろうけど──やっぱり少し、気が重くてな」

　琴里と令音ほど付き合いが長いわけではないとはいえ、精霊たちは皆令音の世話になっている。恐おそらく、士道や琴里を除けば、もっとも彼女らと触ふれ合っている機関員は令音だろう。

　そんな頼たよれるお姉さんが皆みなを殺したと告げねばならないのは、仕方のないこととはいえ士道の心に重くのしかかった。

「そうね……でも、乗り越こえてもらわないと」

「……そうだな」

　士道は、未来の世界で令音がその正体を現したときのことを思い出しながら首しゆ肯こうした。

　精霊たちは皆、戸と惑まどいながらも冷静に事態を受け止めていた。もちろん戦っている最中に狼狽うろたえてなどいられないという理由もあっただろうが、彼女らは──士道が思うよりもずっと強いのだ。

　確かに〈ラタトスク〉は精霊を庇ひ護ごする組織だが、彼女らの心の強さを侮あなどり、情報を隠いん匿とくすることは、かえって侮ぶ辱じよくに当たるだろう。

　彼女らなら、きっとこの真実を乗り越えてくれる。そんな確信とともに、士道はもう一度首を前に倒たおした。それに応こたえるように、琴里もまたうなずいてくる。

「とはいえ、今はもうみんな眠ねむっているわよね？　本当ならデートプランの作成に意見をもらいたいところだけれど、ＤＥＭ戦の要かなめである精霊たちのコンディションを崩くずすわけにも──」

　と、琴里がそう言いかけたところで、不意に士道のスマートフォンが震ふるえ始めた。

「ん……？」

　一瞬マリアかと思ったが──すぐに頭の中で否定する。マリアならば端末を通して話せばよいし、士道にだけ何かを伝えたいのならば、先ほどのようにメッセージを送ってくればいい。わざわざ音声通話をしてくる必要はないだろう。

　不思議に思って画面を見てみると、そこには『鳶一折紙』の名が表示されていた。

「折紙……？」

　首を傾かしげながら通話ボタンを押す。すると電話口から、静かな声こわ音ねが響いてきた。

『──話は聞かせてもらった』

「へ……？」

　突とつ然ぜんの言葉に、間の抜ぬけた声を発する。しかし折紙は気にする様子もなく、淡たん々たんとした調子で続けてきた。

『デートプランの作成には私たちも協力する。ブリーフィングルームの使用許可を』

「ちょ……ちょっと待った。一体何でそれを──」

「ちょっといいかしら？」

　士道が困こん惑わくしていると、琴里がぬっと手を伸のばしてきて、士道の手からスマートフォンを奪うばい取った。

　そしてそれをテーブルの上に置くと、画面に表示された『スピーカー』のアイコンをタップする。

「ハロー、折紙。今どこにいるのかしら？」

『第二仮か眠みん室』

　琴里の質問に、折紙が簡潔に答えてくる。

　否いな、それだけではない。折紙の返答に続くように、背後から幾いくつもの声が響いてきた。

『──私たちもいるぞ！』

『呵か々か、闇やみの帳とばりは我が揺り籠かごである！』

『請せい願がん。夕ゆ弦づるたちにも協力させてください』

『なーにー、知らない間に熱い展開になっちゃってるじゃないのよさー。二亜ちゃん嫌きらいじゃないよーそういうの』

　などと、わいわいと精せい霊れいたちが声を上げてくる。しかもやはり皆、令音の正体──というか士道と琴里の話していた内容を把握しているようだった。一体何が起こっているのか把握できず、困惑に眉まゆ根ねを寄せてしまう。

　だが、そんな士道に対して琴里は何かに気づいたようで、半眼を作りながら唇くちびるを開いた。

「……で？　一体どこかしら？」

『第二ボタン』

　折紙が答えると、琴里は士道に──正確には士道の着ているシャツのボタンに、ジッと視線を注いできた。

「！　まさか──」

　そのやり取りで、ようやく気づく。

　士道はバッと顔を下に向けると、自分の着ていたシャツのボタンを検あらためた。すると第二ボタンだけ、微び妙みように他ほかのボタンと様子が違ちがうことがわかる。具体的に言うと他のものより微かすかに重く、裏面に小さな穴が空いていた。

　平たく言うと──まるで盗とう聴ちよう器きのようである。

「まったく……やってくれたわね、折紙」

『まさかこのような古典的な手段で情報が漏もれてしまうとは。艦内の映像及および会話ログを精せい巧こうに偽ぎ装そうしたわたしの苦労は一体』

　琴里がやれやれとかぶりを振ふりながら息を吐き、マリアが端末のスピーカーから、どこか悔くやしそうな声を響かせる。

　するとそれに応ずるように、折紙が淡々と続けてきた。

『シンプルな方法は、最後の最後で効いてくる。村雨先生が同じ手段を取っていたならこの時点でゲームオーバーだった。気を付けて』

「いや令音さんはボタンに盗聴器とか仕し掛かけないからな!?」

『先入観や思い込みは非常に危険。それを言うなら、そもそも彼女が始原の精霊だとは誰だれも思っていなかった。常に最悪の事態を想定しておくべき』

「ぐ……」

　折紙に言われ、言葉に詰つまる。……確かにその通りではあった。

　が、それを否定するように琴里がブンブンと首を横に振ってくる。

「いや誤ご魔ま化かされちゃ駄だ目めよ士道。確かに先入観は危険かもしれないけど、それと折紙が盗聴器を仕掛けてた件はまったく別の話だからね？」

『それは誤解。私はあくまで注意喚かん起きのために』

「……じゃあもちろん、他の服には仕掛けてないのよね？」

『全部ではない』

「仕掛けてるじゃないの！」

　琴里はテーブルをバンと叩たたきながら叫さけびを上げると、「まったくもう……」と頭をかきながら椅い子すに腰こし掛かけ直した。

「……それで、もうみんな事情は理解しているのね？」

『そう』

『はい……！』

『むん』

　と、電話口の向こうから思い思いの肯こう定ていが返ってくる。琴里はやれやれと、しかしどこか嬉うれしそうに息を吐はき、士道の方を見てきた。

　士道はそれに首肯を以もつて答えると、スマートフォンのマイクに向かって声を発した。

「わかった。みんなの力を貸してくれ。俺たちの戦争デートを──始めよう」

『──おおっ！』

　精霊たちが、一いつ斉せいに答えてくる。士道は琴里と目を合わせると、どちらからともなく苦く笑しようしあった。

「……さて、じゃあさっそく動きましょう。ブリーフィングルームに集合よ。令音は仕事中だから廊ろう下かで鉢はち合あわせる可能性は低いと思うけど、万一のとき言い訳が効くように、念のため一人ずつ移動してちょうだい」

『了りよう解かい。では、後ほど』

　琴里の指示に短く答えて、折紙が通話を切る。それを確かく認にんしてから、士道はスマートフォンをポケットにしまい込んだ。

「さ……じゃあ私たちも順に向かいましょうか。私のいない執しつ務む室から士道が一人で出るのも不自然だし、先に行ってくれる？」

「ああ、了解だ。でも──」

　と、士道は椅子から立ち上がったところで言葉を止めた。琴里が、不思議そうな顔を向けてくる。

「何、どうしたの？」

「──みんなが集まるまで、少しかかるよな。先に済ませておきたいことがあるんだが……いいか？」

　士道は、表情に緊きん張ちようを滲にじませながらそう言った。それを感じ取ったのか、琴里が微かに眉根を寄せる。

「先に済ませておきたいこと……？」

「ああ……成功するかはわからないし、これが本当に正しいのかどうかもわからない。でも──これだけは、やっておかなきゃならないと思うんだ」

　琴里の問いに、士道はぐっと拳こぶしを握にぎりながらそう答えた。




　　　　◇




　吸い込まれそうな星空──という表現は、壮そう大だいな美しさへの感動や憧どう憬けいを表すものであるけれど、その根底には一ひと握にぎりの恐きよう怖ふが存在するのではあるまいか。

　天宮市の外れにある高台の公園で空を見上げながら、士道は何とはなしにそんなことを思った。

　毎晩のように目にしているはずなのに、その先に何があるか一いつ切さいわからない。そんな、身近に過ぎる未知。巨きよ大だいな化け生しようの腹の底。もし一歩でも足を踏ふみ入れたなら、もう二度と戻もどってこられないのではないか──という、漠ばく然ぜんとした畏おそれである。まあ、そもそも畏い怖ふしているからこそ、人はそれを美しいと感じるのかもしれなかったが。

　雲一つない冬の夜空には幾つも星が瞬またたき、なんとも幻げん想そう的な光景を形成している。己おのれの周囲もまた黒一色で塗ぬりつぶされているからか、うまく距きよ離り感かんが摑つかめず、そのまま注視していると、本当に空へと落ちていってしまいそうですらあった。

「────」

　──別に合わせたわけでも図はかったわけでもないのだけれど、なんとも彼女に相応ふさわしい時刻と場所ではないか。士道は自じ嘲ちよう気味に肩かたをすくめた。

　そう。士道が貴重な時間を割さいてまで、一いつ旦たん〈フラクシナス〉から地上に降ろしてもらった理由はそれだった。

　士道には艦かんにいるクルーや精霊たちの他にもう一人、真実を伝えておかねばならない相手がいたのである。

　士道は空を仰あおいでいた顔を下ろすと、公園を舐なめるように視線を巡めぐらせた。

　別にそこに誰がいるわけでもない。時刻はもう深夜一時になろうとしている。駅前などならまだしも、こんな郊こう外がいの公園に人がいるはずはなかった。──だからこそ士道は、〈フラクシナス〉から転送される場所にここを選んだのではあるが。

　実際、場所にこだわりがあったわけではない。ひとけがなく、影かげのできる地上ばしよであれば、どこでもよかったのだ。

　──彼女は、常に士道のことを見ているに違いないのだから。

「話がしたい。──いるんだろう、狂三」

　士道は夜闇に向かってそう言った。特に声を張り上げたつもりはなかったのだけれど、しんと静まりかえった公園にとってそれは大層な騒そう音おんだったのだろう。じわりと染しみ渡わたるように、公園中にその呼び声が響ひびいていく。

　すると数秒後、士道の目は、奇き妙みようなものを捉とらえた。

　公園外がい縁えんに点在する街灯の一つ。その根元に落ちた頼たよりなげな明かりの中心に、小さな黒い点が現れたのである。

　その点は徐じよ々じよに面積を広げていくと、水たまりのように大きな影になり──やがてその中から、一人の少女を出現させた。

　闇のように黒く艶つややかな髪かみと、それに対するように白い面おもて。身に纏まとうドレスもまたその二色で以て構成されており、髪飾かざりと胸むな元もとにあしらわれた薔ば薇らの意い匠しよう、そして妖あやしい笑えみを形作る右目だけが、街灯の光を浴びて赤々と輝かがやいていた。

「──あら、あら」

　少女──狂三が、名家の令れい嬢じようのように、あるいは戯おどけた道化のように、恭うやうやしく礼をしてみせる。

　そう。最悪の精霊・時とき崎さき狂三。

　時の天使〈刻々帝ザフキエル〉を持つ精霊であり、士道の時間遡そ行こうにおける最大の功労者。彼女と会うことが、士道の目的であったのだ。

「珍めずらしいですわね。士道さんからわたくしを呼んでくださるなんて。──もしや、わたくしに霊れい力りよくをくださる気にでもなりまして？」

　冗じよう談だんめかすような調子で狂三が言ってくる。士道は小さく肩をすくめながら返した。

「残念ながらそれは、おまえが俺をデレさせられたら、って約束だ」

「うふふ、そうでしたわね」

　狂三も最初から、士道がそんな用件で自分を呼び出したなどとは思っていなかったのだろう。軽い調子で笑ってみせる。

　士道は改めて、彼女を観察するように視線を這はわせた。長い髪は括くくっておらず、もっとも特とく徴ちよう的な左目は、医い療りよう用の眼帯で覆おおい隠かくされている。

　──間ま違ちがいない。彼女は、時崎狂三であって時崎狂三ではなかった。

　狂三の天使〈刻々帝ザフキエル〉、その【八ヘのツ弾ト】で以て再現された分身体──狂三の過去の姿の一つである。

　しかもその特徴的な装よそおいは、かつて見まみえた五年前の狂三のそれであった。

　さすがに本体が士道の監かん視しをしているはずはないと踏んでいたが、まさか彼女が出てくるとは。士道は奇妙な感かん慨がいを覚えながら言葉を続けた。

「……念のため聞いておきたいんだが、今ここにいるのはおまえだけか？」

「うふふ、どうですかしらねぇ」

　士道の質問に、狂三がはぐらかすように答えてくる。まあ、彼女の立場からすればわざわざ士道に手の内を晒さらすようなことはしないだろう。

「頼たのむ。答えてくれ。──本物の狂三は、この会話を聞いているのか？　もし聞いていない場合、今俺が話すことを、本物の狂三はどうやって知る？」

「……不思議な質問をされますわね、士道さん？」

　士道の奇妙な質問を訝いぶかしんでか、それともただならぬ雰ふん囲い気きを察してか、狂三が微かすかに目を細める。

　そして数すう瞬しゆんの間士道の目を見つめたのち、根負けしたかのように、ふうと吐と息いきした。

「──本物の『わたくし』は今、ここにはいませんわ。そしてわたくしが本物の『わたくし』に情報を伝えるとしたら、口頭か、脳内の情報を共有するか──あとはまあ、時間コストがかかるためまずやりませんけれど、【一〇の弾ユツド】を使うか、ですわね」

「ふむ……って、脳内情報の共有なんて便利なことができるなら、わざわざ口頭で伝える必要なんてあるのか？」

　士道が問うと、狂三は大おお仰ぎような仕草で肩をすくめた。

「もちろんですわ。分身体とはいえわたくしたちにもプライバシーがありますもの。いくら未来の自分が相手とはいえ、何でもかんでも丸まる裸はだかにはされたくありませんわ」

「そ、そういうものか……」

　それに、と狂三が続ける。

「口頭での伝達ならば、情報の取捨ができますわ。わたくしたちの数は膨ぼう大だいですもの。全すべての情報を共有していては、いくら本物の『わたくし』とはいえ脳が保もちませんわ」

「なるほどな……」

　言われてみれば道理である。というか、プライバシー云うん々ぬんは狂三なりの諧かい謔ぎやくであり、こちらが本来の理由なのだろう。

「脳内の情報共有……か。それならあるいは……いや、一体どこまで──」

　と、士道があごに手を当てて思考を巡らせていると、狂三が不満そうに唇くちびるを尖とがらせてきた。

「何を一人でぶつぶつ言っておられますの？　まさか、お話というのはそれだけでして？」

「あ、いや、すまん」

　士道は小さく頭を下げると、狂三の目を見ながら続けた。

「今から話す内容を、本物の狂三に伝えて大だい丈じよう夫ぶかどうか、俺にはわからない。だから──頼む。おまえが聞いて、判断してくれないか」

「随ずい分ぶんと勿もつ体たいぶりますわね。一体なんですの？」

　狂三が腕うで組ぐみをし、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめながら先を促うながしてくる。士道は呼吸を整えるように吐息をしてから、その言葉を発した。

「二月二〇日……、狂三の本体は──死んでしまう」

「…………、あら、あら」

　士道の言葉に、狂三は一いつ瞬しゆん目を丸くし、しかしすぐにその言葉の意味するところを察したように表情を歪ゆがめた。

「まるで──見てきたかのように仰おつしやいますのね？」

「……ああ、お察しの通りだ」

　士道が言うと、狂三は全てを理解したのだろう、小さく肩をすくめてみせた。

「【一二の弾ユツド・ベート】……いえ、【六ヴのア弾ヴ】ですかしら？　でも一体、『わたくし』が誰だれに討うたれたと仰いますの？　仮にエレン・メイザースが相手だとしても、そう易やす々やすとやられるような『わたくし』ではございませんわよ？」

　狂三があごに指を一本触ふれさせながら問うてくる。

　士道は、微かな緊張を覚えながら、その名を告げた。

「──崇宮、澪」

「────────」

　狂三の表情が一瞬呆ほうけたように弛し緩かんし──すぐに、憎ぞう悪おと戦せん慄りつとが入り交じったものに変へん貌ぼうする。

「士道さん、今、なんと仰いまして？」

「澪──だ。始原の精せい霊れいが、狂三を殺す。いや……正確に言うなら、もう既すでに、狂三の中に澪はいるはずだ。戦場で突とつ然ぜん、狂三の中から澪が現れた」

「…………」

　士道が言うと、狂三は何か思い当たることがあったのだろう、汗あせをひとすじ垂らしながら表情を険しい色に染めた。

「……なるほど、あのときですの。──呆あつ気けなさ過ぎるとは思っていましたけれど、やってくれますわね」

　そしてしばしの間考えを巡らせるように黙だまり込んだのち、細く、長く吐息をした。

「……情報、感謝いたしますわ。確かにあの澪さんが『わたくし』の中で生きているとしたなら、『わたくし』の感覚器を通して外の情報を得ている可能性がありますわね。士道さんの判断は正しいですわ」

「どうだ……？　澪に悟さとられないように狂三にこの情報を伝えることは可能か？」

「恐おそらくは。──ただ、それを知ったからといって、体内に敵を抱かかえた状態から生せい還かんできるかどうかは別の話ですけれど」

　ふっと苦く笑しようめいた笑みを浮うかべながら狂三が言う。士道は息を詰つまらせると、ぐっと拳こぶしを握にぎり込んだ。

「そう……だよな」

「うふふ、そう暗い顔をしないでくださいまし。確かに絶望的な状じよう況きようではありますけれど──士道さんのおかげで、『わたくし』は選せん択たく肢しを得ることができましたわ」

　狂三はそう言うと、スカートを翻ひるがえすようにくるりと身体からだを回転させた。

「──では、未来よりの忠言、確かに『わたくし』に伝えますわ」

「ああ。ありがとう、狂三。──本当に」

　士道がその背に向かって深々と頭を下げると、狂三はそれをちらと見て、可お笑かしそうに笑った。

「うふふ、いくらなんでも大げさですわよ。そんな──」

　と、そこで士道の言葉の意味を察したのだろう。小さく眉を揺ゆらし、顔を背そむける。

「──士道さん。未来のわたくしは、務めを果たすことができまして？」

「…………、ああ。最高に格好良かったよ」

「そうですの」

　士道が言うと、狂三はニッと微笑ほほえんで、そのまま影の中へと消えていった。




　　　　◇




「…………」

〈フラクシナス〉内の個室で端たん末まつのコンソールを叩たたいていた令音は、一通りの作業を終え、椅い子すの背もたれをぎしと鳴らした。

　ちらと、モニタの端はしに表示されている時刻を見やる。──午前一時三〇分。まあ、比ひ較かく的てき早く終わった方だろう。

　令音は端末をスリープ状態にすると、椅子から立ち上がり、軽く伸のびをした。

「……デート……、か」

　そして、その言葉を反はん芻すうするようにぽつりと零こぼす。

　まさか、このタイミングで士道が自分をデートに誘さそってくるとは思っていなかった。

　令音が精霊であることが知られているとは考えづらい。だとすると──

「…………」

　令音は、思考を振ふり払はらうように小さく頭を振った。

　士道に如い何かな思おも惑わくがあるにせよ、関係ない。

　──令音が彼の誘いを断ることなど、あるはずがなかったのだから。

「……さて」

　令音はふうと息を吐つくと、下着と部屋着が入った袋ふくろと、化け粧しよう水や乳液が収められたポーチを携たずさえ、部屋を出ていった。目指すは、〈フラクシナス〉改修の際新造された大浴場である。

　今日はもう遅おそい。明日のこともあるし、簡単に汗を流して就しゆう寝しんしてしまうが吉きちだろう。

　無論厳密に言うならば、精霊たる令音にそういった作業は必ずしも必要ない。シャワーで身体の汚よごれを落とす程度のことはするにしても、入浴後、肌はだに化粧水や乳液を馴な染じませることなどせずとも、身体の状態は適切に保たれている。令音にとってそれは、時間と費用の浪ろう費ひに過ぎないといっても過言ではなかった。

　なのになぜそのようなことをするのかといえば、その理由は単純なもので、それが二〇代の女性の標準的な行動であるから、に尽つきる。

　自分が精霊であることを勘かん付づかれないために、令音は細心の注意を払って生活を送っていた。無論一人でいるときはそれらを省いても問題ないのだが、習慣というのは気を抜ぬいたときにこそ出てしまうものである。万一のことを考え、令音は可能な限り『人間の行動』を心がけていたのだ。──まあ、あまりにそれらを徹てつ底ていし過ぎるとかえって人間離ばなれしてしまうため、身体の疲ひ労ろう度に合わせて、それらの習慣を意図的に省略することはあったけれど。

　そういう意味では、就寝もその一つだ。令音はおよそ三〇年の間、一度も眠ねむったことがなかったが、毎夜ベッドに入り、朝まで目を瞑つぶっている。

　否いな──一度も、というのは語ご弊へいがあるだろうか。正確には幾いく度どか睡すい眠みんを試みたことがあった。眠らなくとも行動できるとはいっても、毎夜睡眠を取っていた方がエネルギー効率がよいことは令音も理解していたし、意識を保ちながら数時間もの間何をするでもなく横になっているのは、単純に退たい屈くつという苦痛を伴ともなうのである。

　けれど、眠るたび──令音は同じ夢を見てしまうのだ。

　未いまだ忘れ得ぬ、三〇年前の光景。

　シン──崇宮真士が、目の前で死んでしまう、絶望の光景を。

　そのたび、令音は涙なみだと悲鳴、そして強きよう烈れつな心身の疲ひ弊へいと憔しよう悴すいを伴って跳はね起きることになってしまった。

　令音にとって夜は休息の時間ではなく、睡眠は安息ではなかったのである。

　と──

「む……っ!?」

「……ん？」

　そんなことを考えながら大浴場への道を歩いていると、廊ろう下かの角を曲がったところで、令音はぼすん、と何者かとぶつかってしまった。

　見やると、それが仮か眠みん室で眠っているはずの精霊・十香であることがわかる。寝ね間ま着きの上にカーディガンを引っかけ、足にはサンダルを履はいていた。

「れ、令音……!?」

「……ああ、十香。どうしたんだい、こんな時間に」

　令音が問うと、十香はあからさまに慌あわてた様子で目を泳がせた。

「い、いや、そのだな……」

「…………？　ああ……」

　その落ち着かない様子に、令音はぴくりと眉を揺らした。

「……夜食なら、食堂か休きゆう憩けいエリアにいくといい。ただ、時間も時間だからほどほどにね。それと、眠る前に歯は磨みがきを忘れないように」

「……！　う、うむ……気を付けるぞ」

　令音の言葉に、十香がビクッと肩かたを震ふるわせてからうなずいてくる。深夜の飲食を発見されただけにしては少々緊きん張ちようし過ぎな気がしないでもなかったが……まあ、そういったことに羞しゆう恥ちを覚えるのもまた、彼女が獲かく得とくした社会性の一つなのだろう。そう判断して、令音は歩みを再開した。

「……令音！」

　と、それから数歩歩いたところで、背に十香の声がかけられる。

「……ん？　何かな、十香」

「…………」

　その場で振り向いて令音が問うと、十香はしばしの間無言でジッと令音の目を見つめたのち、唇くちびるを開いてきた。

「令音は……シドーのことが好きか？」

「……？」

　突然そんなことを問われて、令音は小さく首を傾かしげた。

「……、それは、どういう──」

「いいから……！　答えてくれ。頼たのむ」

「…………」

　令音はしばしの間無言になった。十香らしからぬ質問。……また何か二亜や美九から吹ふき込まれたのだろうか？

　理由はよくわからなかったが、その眼まな差ざしは真しん剣けんそのものであった。

　であれば──答えは決まっている。令音は静かに唇を動かした。

「……ああ、好きだよ」

「────、そうか。うむ……」

　令音が答えると、十香は真しん摯しな表情のままうなずいた。

「……私もだ！」

　そして元気よくそう言って、そのまま廊下を歩いていく。

「…………」

　もちろん皆みなのこともね、の一言を追加するまえに去られてしまったが……まあ、何やら納なつ得とくしていたようであるし、とりあえずよしとしておこう。令音はそう判断して、止まっていた足を動かそうとした。

　が、ふとそのとき、とある可能性が頭を掠かすめる。もしや十香は、士道が令音をデートに誘ったことを知っているのではないか、と。

　──だとするならば、今のは十香なりの宣戦布告のようなものだったのだろうか？

「……いや、考えすぎか」

　令音は十香の背を見送ると、自分もまた目的の場所へと歩いていった。








第二章　『二度目』のデート









　二月一九日、朝。空は快晴であった。

　とはいえ、既すでに一度この日を経験している士し道どうとしては、特段今日の天気を心配してはいなかった。如何に人の行動によって歴史が変わる可能性があるとはいっても、天候までもが様変わりするということはあるまい。

　朝の天てん宮ぐう駅前には、既に幾いく人にんもの人々が行き交かっている。今日が休日であるからか、これから遊びに出かける様子の家族連れや、普ふ段だんであれば学校に行っているであろう年代の少年少女の姿も多く見受けられた。

　時刻は午前九時五〇分。待ち合わせの時間まであと一〇分である。士道はちらと駅前広間の時計を確かく認にんしながら、緊張に喉のどを濡ぬらした。

「……いや、いや」

　そんな自分の心境に気づき、呼吸を整えるように胸むな元もとに手を置く。シャツとニット、そして厚手のコートを通してなお指先に微かすかな震しん動どうが感じられるくらいには、心臓が激しいリズムを刻んでいた。

　緊張するのは仕方ない。けれどそれは戦せん慄りつによるものではなく、あくまで令れい音ねとのデートへの期待と不安でなければならないのだ。

　確かに令音──澪みおは、未来の世界で精せい霊れいたちを皆みな殺ごろしにした。その絶望の未来を書き換かえることこそが、士道の目的である。

　だが、令音とのデートが、ただの手段となってしまうのは避さけねばならなかった。

　士道は今日、心から令音とのデートを楽しみ、令音に士道とのデートを楽しませねばならない。もっと言うならば、士道に惚ほれさせる──とまではいかずとも──心を開いてもらわねばならない。

　そのためには、彼女への疑念や恐おそれを一いつ切さい廃はいさねばならなかったのである。

『──そろそろ時間ね。さっき令音も〈フラクシナス〉を出たわ。もうすぐそちらに着くはずよ。──準備はいい？』

　と、そんな士道の心境を見み透すかしたようなタイミングで、琴こと里りの声がどこかから響ひびいてくる。

　とはいえ、今士道の右耳に、精霊攻こう略りやく時じに装着しているインカムの姿はない。

　精霊ならまだしも、今まで攻略に参加していた令音には気づかれてしまうやもしれないということで、最新式の骨伝導型通信機を、首元に張り付けていたのである。

　そんな便利なものがあるならもっと早く使っておけばよいのでは……と思わなくもない士道だったが、確かに少々使用感は異なるし、何よりそのおかげで令音の裏がかけるのだから、結果オーライと言っていいだろう。

「……ああ」

　士道は囁ささやくような声でそう返すと、ほうと息を吐ついた。

　確かに、恐おそれていないと言えば噓うそになる。

　とはいえ──令音とのデートを心から楽しむこと自体は、さほど困難なことではないかもしれないと思えたのである。

　士道の中には今、澪に呼び起こされた崇たか宮みや真しん士じの記き憶おくがある。

　そして真士は、澪のことが好きで好きで仕方ないのだ。

　身を焦こがす恋こいとはこのことか、と思えるほどの慕ぼ情じよう。強烈な親愛。それは怒ど濤とうのような感情の波となって、士道の恐きよう怖ふ心を吞のみ込みつつあった。

　否──とはいえ正しく言うのならそれだけではない。士道はふっと目を伏ふせると、村むら雨さめ令音との出会いを思い起こした。

　確かあれは今からおよそ一〇ヶ月前。初めて士道が精霊と対したあとのことだ。〈フラクシナス〉の医務室で目を覚ました士道のすぐ隣となりに、令音は立っていた。今思えば、あのとき夢の中で聞いた声こそが、彼女のものだったのだろう。

　初対面の印象は──『変な人』である。三〇年間寝ねていないと嘯うそぶき、常に目の下に隈くまを蓄たくわえ、なぜかポケットにクマのぬいぐるみを忍しのばせていた。言動もどこかぼうっとしており、眠ねむたげで、時折何の前まえ触ぶれもなく地面に倒たおれ込む。

　けれどそれ以上に──綺き麗れいな人だとも、思っていた。

　単に顔立ちや姿容のみを言っているわけではない。先の特とく徴ちようを差し引いてなお滲にじむ、気品に溢あふれた雰ふん囲い気き。理知的な立ち居い振ふる舞まい。そして時折その表情に滲む憂うれいの色。

　真士が澪に感じているそれとは比べるべくもなかったし、恋れん慕ぼと呼ぶにも少々毛色の違ちがうものなのかもしれなかったけれど──士道は確かに、憧あこがれのようなものを令音に抱いだいていたのである。

　だから──こんなことを零こぼしたなら不ふ謹きん慎しんと言われるやもしれなかったが──士道はきっと心のどこかで、今日のデートを楽しみにしていたのだ。

　それを自覚すると、段々と心しん拍ぱくが落ち着いていく。士道は細く息を吐きながら、閉じていた目を開けた。

　と。

「……やあ、待たせたね」

「うひぁっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、目の前に令音の顔が現れて、士道は素すっ頓とん狂きような声を上げながら身体からだを震わせた。

「れ、令音さん……!?　いつの間に……!?」

「……ん。今来たところだよ。何やら考え事をしているようだったので、邪じや魔まをしてはいけないと思ってね」

「そ、そうですか……」

　士道はどうにかそう返すと、気を取り直すように咳せき払ばらいをした。

　すると改めて、令音の装よそおいが目に映る。

　彼女は今、普ふ段だん艦かん内ないで着ているような軍服でも、学校で身につけているような白衣でもなく、白のワンピースにコートという出いで立ちだったのである。

　日ひ頃ごろ大おお雑ざつ把ぱに纏まとめられている髪かみは綺麗に結ゆい上げられており、唇にも、うっすらとだが普段塗ぬらないようなリップが引かれている。

〈ラタトスク〉の協力者として目にする秘ひ匿とく機関員のそれとも、生徒として目にする教師としてのそれとも異なる──女が、男に見せる装い。

　普段の令音からは連想しづらいその姿に、士道はしばしの間目を釘くぎ付づけにされてしまった。

　いや──きっと士道が目を奪うばわれた理由はそれだけではない。

　彼女がコートの中に着た、白のワンピース。

　季節が違うため生き地じも厚いし、袖そでも付いている。裾すそも膝ひざを隠かくすくらいには長い。足回りは素す足あしにミュールではなく、黒のタイツにブーツという組み合わせだ。

　相そう違い点てんを上げればきりがない。けれどそれは明らかに、澪が真士とのデートの際着ていた服を意識した装いであった。

「……、……」

　深い感かん慨がいが肺はい腑ふを満たす。士道の中に息づく真士の記憶が、思わず声を発しそうになる。

　彼女があの日のデートのことを覚えていてくれたことが、嬉うれしくて仕方なかったのだ。

　彼女が今日この日に、その装いを選んでくれたことが、有り難がたくて仕方なかったのだ。

　と──

『──道……、士道！　ちょっと、聞いてるの!?』

「……っ！」

　士道が、目に涙なみだが滲にじみそうになるのをどうにか堪こらえていると、首筋から琴里の声が伝わってきた。

『まったくもう……何ファーストコンタクトでボーッとしてるのよ』

「…………」

　すまない、という意志を込こめて通信機を小こ突づく。すると琴里はやれやれといった様子でふうと吐と息いきしてきた。

『まあ、いいわ。ちょうどこっちも選せん択たく肢しが出たところよ。──みんな、準備はいい？』

　すると、それに応こたえるように──

『──おおっ！』

　通信機から、〈フラクシナス〉クルー以外のものが混じった声が響いてきた。







〈ラタトスク〉空中艦、〈フラクシナス・エクス・ケルシオル〉。

　その艦かん橋きようには今、常時よりも多くの人ひと影かげがあった。

　二段になった艦橋の下段部分に控ひかえるは、お馴な染じみ〈フラクシナス〉のクルーたち。無論、既に令音の説明は済ませている。皆、同どう僚りようの正体に大層驚おどろいていたが、相手が精霊ならばやることは変わらないと、気合いを入れて攻略に参戦してくれていた。

　そして、その上層。艦橋の上段部分に急造された予備席には──幾人もの精霊たちの姿があった。

　琴里の座る艦長席を囲うようにして、十とお香か、折おり紙がみ、四よ糸し乃の、耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、美み九く、七な罪つみ、六む喰くろが。そして皆みなから一歩引いた位置に設しつらえられた解かい析せき官かんの席に、二に亜あが腰こし掛かけている。皆真しん剣けんな表情で、メインモニタに映し出された士道と令音の姿を、そしてパーソナルモニタの選択肢を見つめていた。

　通常であればあり得ない光景。艦橋にて選択肢を選び、士道のデートのサポートをするのはクルーたちの役目であり、精霊たちがそれに参加することは、少なくとも今まで一度もなかった。士道が他ほかの精霊を攻略しているところを見せるのは、精霊によい影えい響きようを与あたえるとは言い難かったからである。

　だが──今。精霊たちの強い要望によって、このサポート態勢は実現していた。

　皆、耐たえ難かったのだ。

　自分たちの命運を握にぎるデートを、士道のみに任せてしまうことが。

　自分たちのために戦う士道の奮ふん闘とうを、知らずにいることが。

「…………」

　艦長席に腰掛けた琴里は、眼球運動のみで艦橋の精霊たちをぐるりと見み渡わたすと、一いつ瞬しゆんふっと口元を緩ゆるめ──しかしすぐに司令官の顔に戻もどって、モニタに表示された選択肢に視線を向けた。

　①すみません、令音さんに見とれてました。

　②いつもと髪型が違いますね。素敵です。

　③その服ってどうやって脱ぬがせればいいんですか？

「総員──選択！」

『はっ！』

『おおっ！』

　琴里の号令に、クルーと精霊たちの声が響く。

　ちなみに折紙や七罪たちのコンソールはクルーとほぼ同様のものだが、十香や六喰には少々操作が難しいかもしれないということで、ボタンが三つだけ付いている簡易的な操作盤ばんに改造してあった。

　数秒と待たず、モニタに集計結果が表示される。もっとも多いのは──①。

「①か……順当なところね」

　琴里が言うと、①を選択したらしい精霊たちが同意を示してきた。

「はい。やっぱり無言って不安になると思うんです。でも、こう言われれば、嬉しいかなって……」

「……えっ何その気き遣づかい。女め神がみ？　女神なの？　まずはこの辺で様子を見るべきでしょって理由で選んだ私って一体……」

「うむ、これならば令音も納なつ得とくしてくれるはずだ！」

　四糸乃たちの言葉に、琴里はこくりとうなずいた。確かに不用意に空けてしまった間の言い訳としても申し分ないだろう。

「むん……むくは②も悪くないと思うのじゃが、まあ仕方ないの」

「然しかり。神は細部に宿る。小さな変化に気づくのは重要である。だが──」

「補足。人によっては、いつもの髪型がいまいちという風に捉とらえてしまうかもしれません。ますは安全策で様子を見るべきかと」

　六喰に八や舞まい姉し妹まいも、そう言って同意を示してくる。

　琴里はそれらの意見を聞いたのち、ちらと左方を見やった。

「……で、そちらの三人は？」

　琴里が半眼を作りながら言うと、左方の席に座っていた二亜、美九、折紙は、

「いや、明らかに③でしょここは！　純じゆん朴ぼくっぽい少年からこんな不意打ち喰くらったら、今から夜のこと考えておねーさんもう大興奮っしょ！」

「ですー！　令音さんは大人の女性ですしぃ、これくらいのウィットは受け入れてくれますってぇー！」

「ここの映像は録画されているの？　あとでコピーさせてほしい」

「せめて言い訳くらいしなさいよ折紙!?」

　琴里は三者の（特に折紙の）回答に悲鳴じみた声を上げると、やれやれとため息を吐ついた。

「あのねぇ……私たちの未来がかかってるんだから、真ま面じ目めにやってくれる？」

「わかっている。だからこそ、自分が言われて一番嬉しい選択肢を真面目に考えた」

「…………」

　ぐぅの音も出ない回答であった。たらりと頰ほおに汗あせを垂らす。

　とはいえ、皆が皆そんな急展開に好反応を示すというわけではあるまい。琴里は気を取り直してマイクを引き寄せた。

「──士道、①よ。ここは素直にいきましょう」







　琴里の指示が通信機を通して聞こえてくる。士道は小さくうなずいたのち、令音に言葉を投げた。

「や……すみません。普ふ段だん、そういう格好を見たことがなかったから、なんていうか……令音さんに見とれてました」

「……ふむ？」

　士道が言うと、令音が眠ねむたげな双そう眸ぼうを微かすかではあるが見開いた……ように見えた。

「……そうか。ふむ。そうか」

　そして何やらあごに手を当てながら、小さな声を口の中で転がすように呟つぶやく。表情にはあまり変化が見受けられなかったが、心なしか喜んでいるような気がした。

「……それならば仕方ないね。君の装いも素敵だよ」

「あ……ありがとうございます」

　予想外の反はん撃げきを喰らい、士道は思わず頰を染めた。

　実は今日の士道の装いは、昨晩精せい霊れいたちが意見を出し合って選んでくれたものである。褒ほめられて気き恥はずかしかったというのもなくはないが、どちらかというと、皆の努力が結実してくれたという喜びの方が大きかった。

「……さて、それで、シン。今日はどこへ行くんだい？　随ずい分ぶん大荷物のようだが……」

　令音が、士道の携たずさえたキャリーバッグを見ながら問うてくる。

　とはいえ無理もあるまい。士道の荷物は、まるでこれから小旅行に出かけようとでもしているかのような大きさであった。少なくとも、総力戦を明日に控えている者の支し度たくとは思えない。

「ああ、安心してください。別に、戦いを恐おそれて逃とう避ひ行こうしようってわけじゃありませんから」

　士道が冗じよう談だんめかしてそう答えると、令音は「……ふむ？」と小首を傾かしげてきた。

「……そうなのかい？　それは残念だ」

「へ？」

　予想外の返答に、士道は目を丸くした。

「……逃避行の相手に私を選んでくれたのなら、光栄だと思ったのだが。君が逃にげたいというのなら、私はどこにでも付いていくよ」

「え、ええと……令音さん？」

　士道が狼ろう狽ばいしながら言うと、令音は数すう瞬しゆんののち、ふっと目を伏ふせてきた。

「……君の冗じよう句くに返したつもりだったのだが」

「え？　あ──そういう!?」

　言われて、士道は声を裏返らせた。……いや、冷静に考えれば冗談に決まっているのだが、状じよう況きようが状況だけに焦あせってしまったのである。

　士道は気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをすると、あとを続けた。

「今日行くところは……まだ内ない緒しよです。令音さんを驚かせたくて。──俺を信じて、付いてきてくれますか？」

「……ああ、もちろん。では行こうか」

　士道の言葉に、令音が微かな逡しゆん巡じゆんもなくうなずき──何かに気づいたように小さく眉まゆを揺ゆらす。

「令音さん？　どうかしましたか？」

「……これは一応、デートだったね？」

「はい。──一応、ではないつもりですけど」

「……ふむ。なら──」

　令音は士道の方を見ると、至し極ごく自然な動作で手を伸のばしてきた。

「……手くらい、繫つないでおいた方がいいかな？」

「──！」

　突とつ然ぜんの提案に、士道は内心どきりとした。令音の細く白い指先が、士道を誘さそうようにその腹を向けてくる。
















　けれど、士道はどうにか平静を装よそおうと、ふっと微笑ほほえんでみせた。

「そうですね。デートですから。──でも、失敗したな」

「……失敗？」

「はい。それは俺から言おうと思っていたのに」

　士道が言うと、令音は一瞬きょとんとするように目を丸くしたのち、士道と同じように小さく笑った。

「……そうか。それは悪いことをしたね」

「いえ。令音さんのレアな表情が見られたのでよしとしておきますよ」

　士道は冗談めかすようにそう言うと、差し出された令音の手を優やさしく握った。

　想像よりも小さく、力を入れれば折れてしまいそうな危あやうさのある令音の手。少しひんやりとしたその感かん触しよくは、二月の寒空のためなのか、もともと彼女の体温が低いのか、それとも──興奮と緊きん張ちように士道の手が熱を帯びてしまっているからなのか。正直、今の士道には上う手まく判別できなかった。

　けれどどうにかそれを顔に出すことはないようにしながら、令音の手を引いて街を歩いていく。

　──精霊たちの、そして士道の未来を賭かけた戦争デートの、始まりであった。







「…………」

　艦かん橋きようのメインモニタを眺ながめながら、琴里は口にくわえたチュッパチャプスの棒を小刻みに上下させていた。

　画面の中央には、士道と令音の姿が映し出されている。二人は今駅前でタクシーを拾い、目的の場所へと向かっている最中だった。

　無論、これもプラン通りの動きだ。タクシーも偶ぐう然ぜん拾ったように見せてはいるものの、万一のことを考え、運転手は〈ラタトスク〉の機関員である。令音に面の割れていない機関員を探すのには少々苦労したが。

　今のところ士道の動きに問題はない。ただ──

「……ふむん？　どうしたのじゃ、琴里」

　するとそんな琴里の様子を不思議に思ったのか、右方に座った六喰が首を傾げてくる。琴里はちらとそちらに目をやると、チュッパチャプスの棒を揺らすのを止めた。

「いえ、令音の好感度数値なんだけど……」

　言いながら、再度モニタに視線を戻もどす。

　士道と令音の映像が映し出された画面の両りよう脇わき。そこには観測装置が読み取った様々な数値が表示されていたのだが──その中の一つ、令音の士道に対する好感度を示す数値が、あまり見たことのない形を描えがいていたのである。

「なんて不思議な波形なんだろうと思って。今すぐにでも封ふう印いんできそうなほど好意を抱いだいているのに、封印可能の反応が出ていない。感情値の方も極きわめて安定しているけれど……裏を返せば突とつ出しゆつした反応を示していない。──もどかしいわね。喉のど元もとをくすぐられているみたいな感覚よ。摑つかみ所がないったらないわ」

　令音の解かい析せきをしたのは当然これが初めてであったが、まさかこんな波形をしているとは。一体どこから攻せめればよいのか、見当も付かなかった。

　物事を俯ふ瞰かんで見ているとでも言おうか、親愛を抱きながらも一歩距きよ離りを置いている。皆みなが舞ぶ台たいに立っているのを、袖そでから見ているかのような感情値。

　なんと言うのだろうか、それは──

「──母親、って感じ？」

「……！」

　そこで響ひびいた二亜の言葉に、琴里は小さく眉の端はしを揺らした。

「……なるほど、言い得て妙みようかもしれないわね」

　言いながら、渋じゆう面めんを作る。確かにそれは、子を慈いつくしむ母を思わせるような波形をしていた。

　昨晩、士道から聞いた話を思い起こす。──澪。全すべての精霊の生みの親にして、崇宮真士の亡なき骸がらを吸収し、士道として産み直した精霊。それはまさに、母と呼ぶに相応ふさわしい存在なのかもしれなかった。

　ただしそれは──全てを受け入れ抱だき留める慈じ母ぼでありながら、子を吞のみ込み破は滅めつさせる太母グレートマザーであるが。

「……とはいっても」

　琴里は思考を巡めぐらせながらもう一度あごを撫なでた。

　確かに令音と士道、そして精霊たちの関係は、母と子と呼んでもおかしくはない。

　だが、澪と真士は恋こい仲なかであったという話である。普段ならまだしも、こうして一対一で対面していれば、少しくらいそういった反応が出てもよさそうなものだったが──

「目的を成じよう就じゆさせるため、強固なマインドセットを施ほどこしているのか……それとも、あくまで真士と士道は別の存在と認にん識しきしているのか──どちらにせよ、難物であることに変わりはないわね」

　一いつ般ぱん道を抜ぬけたタクシーが高速道路に入るのを見ながら、琴里はペロリと唇くちびるを舐なめた。




　　　　◇




　天宮駅を出発してどれくらい経たった頃ころだろうか。士道たちを乗せたタクシーは、高速道路を走り、山道を越こえ、目的の場所へと辿たどり着いた。

「こちらでよろしいですか？」

　運転手がバックミラー越しに士道の方を一いち瞥べつしながら確認してくる。士道はこくりと首しゆ肯こうしながら、ポケットから財さい布ふを取り出した。

「はい、ありがとうございます」

　そして料金メーターを確認しながら、必要な紙し幣へいを取り出す。と、そこで令音が囁ささやくような声を上げてきた。

「……出そうか？　結構な金額だが」

「いえ、ここは俺が」

「……だが」

「いいんですよ。──少しは格好つけさせてください」

「……ん、そうか。なら任せよう」

　士道が笑いながら言うと、令音は素す直なおに引き下がった。あまりしつこくすると、士道の面子メンツを潰つぶしてしまうと考えてくれたのだろう。

　士道は手早く支し払はらいを済ませると、先に車を降り、令音をエスコートするように手を差し伸べてみせた。

「足元、気を付けてください」

「……ああ、ありがとう」

　令音は士道の手を取って車を降りると、一いつ瞬しゆん木々の間から差し込む陽光に目を細め──

　やがて、そこに聳そびえるものを見て小さく目を見開いた。

「……ここは」

　そこにあったのは、巨きよ大だいな建造物であった。歴史を感じさせる壮そう麗れいな門構え。職人の技量が窺うかがい知れる瓦かわら屋根。入り口は広く、和服姿の女性たちや、半はん纏てんを羽織った男性たちが、士道と令音を出で迎むかえるように並んでいた。

「……旅館、かい？」

「はい」

　令音の問いかけに、力強い首肯で以もつて答える。

　そう。此こ処ここそが、一晩かけて皆で考え抜いた令音とのデート場所であったのだ。

　──皆の総意として、令音に必要なのは何よりも『癒いやし』ではないか、という結論が導き出された。

〈フラクシナス〉内でもっとも働いているのは恐らく彼女であるし、来らい禅ぜん高校の教師としての仕事もある。それを差し引いたとしても、彼女は三〇年もの間、一つの目的のために邁まい進しんしているのだ。如い何かに精せい霊れいといえ、心身共に疲つかれ果てていてもおかしくはない。実際令音の両目には立派な隈くまが認められるし、常にどこか眠ねむたげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　街の喧けん騒そうを離はなれ、温泉を始めとする様々なリラクゼーション設備で以て、令音の溜たまりに溜まった疲ひ労ろうと倦けん怠たいを取り除く。もしそれができれば、頑かたくなな心もおおらかになるのではないか──というのが、士道たちの主な狙ねらいであった。

「…………」

　とはいえ無論、彼女の強固な決意と覚かく悟ごが、たったそれだけで氷解するなどとは士道も思っていない。

　あくまでここは舞台装置。

　重要なのは──ここで士道が何をするかだった。

　と、士道がそんなことを考えていると、令音が旅館の外観を眺めながら、ふと言葉を零こぼした。

「……そういえば、今日のことは精霊たちには内ない緒しよだったね？」

「はい。二人だけの秘密です」

　士道は即そく座ざにそう返した。まあ、本当は知っているどころか、皆上空でこのデートの様子をモニタリングしているのだが。

　すると令音は「……ふむ」と呟つぶやいたのち、ぽつりと零してきた。

「……そうか。なんだか、不ふ倫りん旅行のようだね」

「ぶ……ッ!?」

　これはさすがに想定外だった。令音の言葉に思わず咳せき込む。

「……いや、すまない。ついね」

「い、いえ……」

　士道は頰ほおを痙けい攣れんさせるように苦く笑しようした。……あくまでリラクゼーションが目的ではあるのだが、確かに言われてみれば、令音の感想もわからないではないロケーションだ。

　……令音と、不倫旅行。何やら妖あやしげなその響きに、妙にドキドキしてしまう士道であった。

　とはいえいつまでもそうしてはいられない。気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをし、続ける。

「ま、まあとにかく。明日の戦いまでには帰れるよう、予定を組んであります」

　士道はそう言うと、令音の手を握にぎる手に軽く力を込こめた。

「だから今は──思いっきり、羽を伸のばしましょう」

「…………」

　令音は士道の目を見返すと、

「……そうだね。では、お言葉に甘えるとしよう」

　きゅっと、士道の手を握り返してきた。

「──！」

　士道の力ほど強くはない、しかしこちらへの信しん頼らいと親愛がありありと伝わってくる感かん触しよく。

　士道が令音に感じているものなのか、真士が澪に感じているものなのかはわからなかったが、士道は、思わず彼女を抱きしめたくなるような愛いとおしさを覚えた。

　とはいえ、さすがにここでそんなことをするわけにはいかない。士道はどうにかその衝しよう動どうを抑おさえ込むと、令音の手を引いて旅館へと入っていった。

『いらっしゃいませ』

　女将おかみを始めとする旅館の従業員たちが、恭うやうやしく礼をしてくる。士道はそれに会え釈しやくで返すと、フロントで手続きを済ませ、仲居の案内に従って部屋へと歩いていった。

「大浴場は一階、各種施し設せつはこちらの案内をご覧ください。それでは、ごゆるりと」

　仲居が礼をして、部屋を去っていく。士道はそれを見送ったのち、部屋の内観を改めて見回した。

　二〇畳じようほどの和室である。中央にしっかりした造りのテーブルと座ざ椅い子すが置かれ、行灯あんどんを思わせる形の間接照明や、花の生けられた花か瓶びんが飾かざられている。

　障子に仕切られた部屋の奥には、広ひろ縁えん──いわゆる旅館の謎なぞのスペースである──が広がり、その先にはなんと、この部屋専用の小さな露ろ天てん風ぶ呂ろまでもが付いていた。

　高校生が取るにしては少々豪ごう華か過ぎる部屋である。士道も実際に部屋を見るのはこれが初めてだったため、思わず感かん嘆たんの声を上げてしまった。

「……ん、いい部屋だね」

「はは……そうですね」

　と、士道は笑いながら答えると、部屋に備え付けてあった旅館案内の冊子を手に取った。

　大浴場、岩がん盤ばん浴よく、エステ、マッサージ……パラパラと眺ながめるだけでも、さまざまな施設が館内にあることがわかる。

　まずは何から試ためそうか──と思っていると、それに合わせるようにして、通信機から琴里の声が聞こえてきた。

『──士道、選せん択たく肢しが出たわ』







　士道たちのいる旅館の直上に浮ふ遊ゆうする〈フラクシナス〉のメインモニタに、再び三つの選択肢が表示される。

　①大浴場でゆったりひろびろ。

　②専用露天風呂でリラックス。

　③マッサージでリフレッシュ。

「総員──選択！」

　琴里の声に応こたえ、艦かん橋きよう下段のクルーたちが一いつ斉せいにコンソールを操作する。

　艦橋上段に座った精霊たちも、一瞬その選択肢に戸と惑まどうような様子を見せはしたものの、すぐに気を取り直して選択を完かん了りようした。

　選び出された選択肢は──②。

「ふむ……②ね」

　琴里がチュッパチャプスの棒をピンと立てながら言うと、精霊たちが同意を示すようにうなずいてきた。

「……うむ。シドーが令音と二人で風呂に入るというのは……その、なんだ、もやもやしないでもないのだが、もしも私ならばそれが一番嬉うれしいと思うぞ」

「はい……いっぱいお話できた方がいいと思います……」

　十香や四糸乃が、どこか複雑そうな顔をしながらもそう言うと、折紙が無表情のまま、しかし拳こぶしを小刻みに震ふるわせながら声を発してきた。

「邪じや魔まが入らず、狭せまい浴よく槽そうで二人きり。理想的といっていい条件。大だい丈じよう夫ぶ。私は冷静。私は冷静。私は冷静」

「えっなんで三回も言ったの……」

　七罪が戦せん慄りつした様子で肩かたを震わせると、折紙は機械のように平へい坦たんな調子で言葉を続けた。

「問題ない。士道と二人きりでお風呂くらい私も経験がある。その程度のことで冷静さを欠く私ではない」

「な……っ、あれはおまえが待ち伏ぶせしていたのだろう！　すぐに私たちも入ったではないか！　それを言うなら私だってだな……！」

「ふっ──湯浴みのことならば我ら八舞は外せまいて」

「首肯。夕弦と耶俱矢で士道をサンドイッチしたのはいい思い出です」

「なっ、なんだと……!?」

　などと、艦橋がにわかにお風呂自じ慢まん大会へと変へん貌ぼうする。まあ一部──

「ですですぅ！　せっかく温泉宿に来たんですから裸はだかのお付き合い！　そしてそれなら狭い方がいいですよー！　これっくらいの！　お風呂桶おけに！　だーりんと令音さんをちょっと詰つめて！　世界最高の幕の内弁当じゃないですかぁ！　残さずいただきますぅぅぅ！」

　と、一人盛り上がっている精霊もいたけれど。

「あーもう落ち着きなさいって」

　正直士道とのお風呂のことを言うのであれば、回数が最も多いのは妹である琴里に決まっているのだが、また話が逸それそうなので黙だまっておいた。

　話の流れはともかく、選択肢に関しては琴里の意見も同様である。さすがに突とつ然ぜん混浴となると令音が抵てい抗こうを覚える可能性もゼロではなかったが、念のため荷物の中には水着が用意してあったはずだった。

「──士道、②よ。その露天風呂を使いましょう」

『……了りよう解かい』

　琴里の指示に、骨伝導式通信機でなければ聞き取れないくらいの声で士道が返事をしてきた。







〈フラクシナス〉から指示が下る。確かに攻せめた内容ではあるが──ここで尻しり込ごみしていては何も進展するまい。もし士道が艦橋にいたとしても、同じ選択肢を選んだだろう。

　士道は激しいリズムを刻む心臓を宥なだめるように深呼吸をすると、令音の方を向いた。

「──令音さん。せっかくですから、昼食の前に、そこの露天風呂に入ってみませんか？」

「……ん？　ああ、そうだね。しかし、私は着き替がえを持ってきていないのだが」

「大丈夫です」

　士道はぐっと親指を立てると、持参したキャリーバッグを開いてみせた。

　すると中から、小型のボストンバッグが二つ、顔を出す。

「……、これは」

「一つは俺の、もう一つは令音さんの荷物を用意しておきました。諸もろ々もろの化け粧しよう品に、着替え、下着類、あと混浴用の水着も。サイズも合ってるはずなので──」

　と、そこまで言ったところで、士道は言葉を止めた。

　得意げに披ひ露ろうしてみせたはいいものの、今の自分の言動がなかなかの変態レベルを誇ほこっていると自覚してしまったのである。

「……ええと、誤解しないでください。マリアに事情を話して用意してもらったので、俺が直接選んだとか、サイズを調べたってことでは……」

「……ああ、そうは思っていないよ」

　令音はそう言うと、ふっと息を吐ついた。

「……にしても、マリアに頼たのんだのかい？　小言を言われなかったかな」

「……ああ、はい。それはもうたっぷりと」

　士道は頰に汗あせを垂らしながら苦笑した。……実際、それに関しては噓うそでも偽いつわりでもなかった。

「……さて、では入ろうか。タオルは備え付けのものを使えばいいのかな。温泉は久々だから楽しみだよ」

　言って、令音がおもむろに服を脱ぬぎ始める。

　なんの躊躇ためらいもないその行動に、士道は思わず「わっ！」と目を剝むいた。

「れ、令音さん。ちょっと待ってください。俺向こうに行きますから……！」

「……ん？　別に構わないが……」

　令音はキョトンとしていたが、さすがにそういうわけにはいかなかった。士道は自分の荷物が入ったボストンバッグを摑つかむと、広縁の方に歩いていき、障子をぴしゃりと閉じた。

『今から一いつ緒しよにお風呂入ろうっていうのに、何照れてるのよ』

「いやいや、一緒にって言ったって水着着用だろ……さすがに脱いでるところにいるわけにはいかないって」

　士道は汗を拭ぬぐいながら琴里の声に応えると、バッグの中から水着を取り出し、手早く着替えを済ませた。……自律カメラが映像を撮とっているはずなので、一応、腰こしにタオルを巻きながら。

　するとすぐに、障子の向こうから令音の声が聞こえてくる。

「……シン、開けてもいいかい？」

「あ、はい。どうぞ」

　露天風呂に入るためには、士道のいる広縁を通らねばならない。士道は畳たたんだ服を椅い子すの上に置きながらそう返した。

　するとそれに応じるように障子戸がすす……と開いていき──

「──んな……ッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、士道は目をまん丸に見開き、息を詰まらせた。

　だがそれも無理からぬことではあった。何しろ障子の向こうに立っていたのは、小さなタオル一枚のみを持った、一糸纏まとわぬ姿の令音であったのだから。

　先ほどまでワンピースとコートに覆おおい隠かくされていた令音の白い肌はだが、惜おしげもなく外気に晒さらされている。視線を介かいしてその感触さえも伝えるかのような肌き理めの細かさ。なだらかな、しかし減めり張はりのきいた身体からだのライン。

　美しい。あまりに美しい裸ら身しんであった。興奮や煽せん情じようとかといった感覚よりも先に、畏い敬けいや神こう々ごうしさを覚えてしまうほどに。

　……まあ無論、あくまでそれらが先に来るというだけで、興奮や煽情を覚えないというわけではないのだが。実際、縛いましめから解き放たれた暴力的なその胸部は、硬こう直ちよくする士道の視線を捕とらえて放さなかった。

「……っ」

　士道は声を上げるのも目を瞑つぶるのも忘れ、しばしの間その艶あで姿すがたに見入ってしまった。







「な……」

「こ、これは!?」

　──艦橋が騒そう然ぜんとなる。

　理由は単純。障子戸が開こうとした瞬間、まるで電源でも落ちたかのように、モニタがブラックアウトしたからである。

　とはいえ、〈フラクシナス〉が故障してしまったとか、何らかのトラブルで電波が途と絶だえてしまったということはないようだった。それを示すように、他ほかの機器は正常稼か働どうしているし、スピーカーからは変わらず音声が流れ続けていた。

『れ、令音サン……？』

『……なんだい、シン』

『あの……荷物に水着、入ってませんでした……？』

『……ん？　どうだったかな。なに、二人しかいないんだ。別に構わないだろう？』

『い、いや、あの……』

「……!?」

　艦橋に響ひびく士道と令音の会話に、居並んだ男性クルーたちがざわ……っと色めき立った。

「し、司令！」

「村雨解かい析せき官かんのはだ……いえ、重要な攻こう略りやく画面が見えません！」

「今すぐ復旧を！」

　川かわ越ごえ、幹みき本もと、中なか津つ川がわが揃そろって声を上げてくる。あまり巨きよ乳にゆうに興味のない神かん無な月づきは男性陣じんの中で一人平然としていたが、その代わりと言わんばかりに、美九が「きゃー!?　なんでですかぁ!?　何もしてないのに壊こわれましたぁ！」と悲鳴じみた声を上げ、パーソナルモニタの裏を覗のぞき込もうとしていた。無論、そんなことをしても意味はないのだが。

「──マリア？」

　琴里がそれらの声を無視しながら言うと、それに応こたえるようにスピーカーからマリアの声が響いてきた。

『はい。我々の目的は精せい霊れいをデレさせることですので。霊力を封ふう印いんしたのち、令音が知って不快に思う可能性は潰つぶしておいた方が賢けん明めいかと』

「適切なご配はい慮りよ痛み入るわ」

　相変わらず気の回るＡＩである。琴里は小さく肩をすくめながらそう返した。──ちなみに琴里のパーソナルモニタには、変わらず画面が表示され続けている。何の躊躇ためらいもなく晒された令音の裸体は、同性である琴里をして息を吞のんでしまうほどに美しかった。……なるほど、これは目に毒である。

「しかし！」

「二人の状じよう況きようが音声でしかわからないのでは！」

「判断に狂くるいが生じる恐おそれが！」

　男性クルーたちが諦あきらめず食い下がってくる。すると、そんな反応も織り込み済みというようにマリアが答えた。

『ご安心ください』

　次の瞬間、メインモニタ及および、琴里以外のパーソナルモニタに再び光が灯ともる。

　一瞬、男性クルー、ついでに美九の顔がパァッと明るくなるが……すぐにその頰ほおは引きつることとなった。

　理由は単純。そこに映し出されたのは本来の映像ではなく、二人の動きをトレースした、人型ＣＧの映像だったのである。ちなみにもちろん、服は着ている。

『これで二人の動きは把は握あくできるはずです。引き続き攻略をお願いします』

『…………………………はい』

　なんだかもの凄すごくテンションの下がった男性クルーたちが、肩かたを落としながらうなずく。

　琴里はやれやれとその光景を見てから、未いまだ令音の前であわあわと焦あせる士道に助言をするため、マイクを引き寄せた。







「え、ええと……」

　士道が顔を真っ赤にしながらしどろもどろになっていると、そこで通信機から琴里の声が響いた。

『──怯ひるんじゃ駄だ目めよ、士道。そんなことで令音をデレさせられると思ってるの？』

「……っ！」

　言われて、士道はハッと肩を揺ゆらした。

　確かにその通りである。士道の双そう肩けんには、精霊たちの未来がかかっているのだ。こんなところで恥はずかしがっているわけにはいかなかった。

「──そうですね。二人ですしね」

　士道は覚かく悟ごを決めると、手にしていたタオルをバサッと翻ひるがえし、身体の前に垂らした状態で、一気に水着を脱ぎ去った。

　何やら通信機からガタッという音と、『琴里、やはりＣＧでは不十分なのでは？　映像の開示を要求する』といった声が聞こえてきた気がしたが、士道はとりあえず無視しておくことにした。

「じゃあ、入りましょうか」

「……ああ」

　士道と令音はうなずき合うと、そのまま部屋の外に出た。ガラス戸に遮さえぎられていた冬の寒気が、全身を包み込む。

　風ふ呂ろ桶おけで簡単にかけ湯をしてから湯船に浸つかると、温かい湯が冷えた身体にじわりと染しみ渡わたってきた。

「あー……」

「……ふむ、いい湯だね。それに景色もいい」

「そうですね。雪も残ってて……ッ!?」

　士道は令音の言葉に同意を示しながら辺りの景色を眺ながめようとし──そこでげふんげふんと咳せき込んだ。

　理由は単純なもので、景色よりも先に、令音の乳ち房ぶさが湯船にぷかぷかと浮ういているのを目もく撃げきしてしまったからである。

　士道の視線と反応でそれに気づいたのだろう。令音がゆっくりと視線を下にやり、また上に戻もどす。

「……ああ、すまないね。どうも浮いてしまうんだ」

「いえ……結構なお点て前まえで」

　自分でも何を言っているのかわからなかったし何をしているのかもわからなかったが、士道はとてもありがたいものを目にした気がして、とりあえず手を合わせて拝んでおいた。まあ、すぐに琴里の『うおっほん！』というわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきて、居住まいを正すことにはなったが。

　ともあれ、露ろ天てん風ぶ呂ろに二人きりである。聞こえてくるのは、浴よく槽そうに注がれ続ける湯の音と木々のざわめきくらいのもので、静せい寂じやくといっても差し支えない。二人の間を隔へだてるのは透とう明めいな湯のみ。二人の距きよ離りを縮めるのにこれほど適したロケーションはそうあるまい。まあ、そもそもある程度親密でなければ、二人で温泉になど浸かるまいが。

　士道は動どう悸きを抑おさえながら、努めて何気ない素そ振ぶりで話を始めた。

「──そういえば令音さんって、いつ頃ごろから〈ラタトスク〉にいるんですか？」

「……ああ、そうだね。今から五、六年ほど前になるかな。琴里が司令官に着任したのとだいたい同じくらいだよ」

「そっか。……なんか、ありがとうございます」

「……何がだい？」

　士道が言うと、令音が不思議そうに首を傾かしげてきた。

「いや、琴里をずっと支えてくれていたわけですし。あの頃──琴里、大変だったと思うんで」

　それは、偽いつわらざる士道の本心であった。琴里が〈ラタトスク〉に見み出いだされたのは、琴里が精霊化してしまった直後である。そんなとき、頼たよれる存在ができたというのは大きかったろう。

　……まあ、そもそも琴里を精霊にしてしまったのが他ならぬ澪であるのだから、話はそう単純ではなかったが。

「……大したことはしていないさ。私などいなくても、きっと彼女はいい司令官になっただろう」

「まあ、琴里が優ゆう秀しゆうって点については否定しませんけど」

　士道が冗じよう談だんめかすように笑いながら言うと、通信機の向こうから小さく噎むせるような音が聞こえてきた。

「その前は一体何を？」

「……その前、かい。妙みようなことを聞きたがるんだね」

　士道の質問に、令音がちゃぷ、という小さな水音を伴ともなって、ぼうっとした視線を向けてくる。

　士道はその視線から逃のがれることなく、答えた。

「──はい。もっと知りたいんです。令音さんのこと。俺、よく考えたら令音さんのこと、全然知らないから」

「…………」

　令音は、士道の言葉に数秒の間無言になったのち、ほうと息を吐ついてきた。

「……別に、面おも白しろいことは何もないよ？」

「いいんです。それでも」

　士道が力強くうなずきながら答えると、令音は目を伏ふせながら続けてきた。

「……その前は、普ふ通つうに学生さ。別に特筆すべきこともないが──ある日〈ラタトスク〉からスカウトを受けてね。どうも、私が書いた空間震に関する論文が、〈ラタトスク〉上層部の目に留まったらしい」

「いや、その時点で普通じゃない気が……ていうか学生って、大学ですか？　まさか高校の話じゃないですよね？　そもそも令音さんって今……」

「……女性に歳としを尋たずねるのは野暮というものだよ」

　令音が人差し指を口元に当てながら言ってくる。そう言われてしまっては、それ以上追つい及きゆうもできない。士道は苦く笑しようしながら肩をすくめた。

　まあ、精霊である以上、実じつ年ねん齢れいにさしたる意味がないことは士道も承知している。

　とはいえ今語った令音の昔話が、まったくの出任せでないこともまた、士道にはなんとなくわかっていた。

　令音は頭のいい精霊だ。〈ラタトスク〉に入るために、偽にせの経歴を用意するくらいはするだろう。きっと詳しよう細さいな調査にも耐たえうるよう、戸こ籍せきを用意し、実際に学生生活を送っていたに違ちがいない。

　全すべては、無関係な人間として士道と再び出会うために。

　そして、その側そばで、真士の覚かく醒せいを待ち続けるために。

　──『村雨令音』としての新たな人生を、作り上げたのだ。

「…………」

　その悲痛に過ぎる覚悟に、胸が痛む。士道の中の真士の記き憶おくが叫さけびを上げる。

　自分が死んでしまったあとの澪の悲ひ愴そう。そして歩んだ道程。それらを思うと、思わず目から涙なみだが零こぼれそうになってしまう。士道はそれを誤ご魔ま化かすように、ぱしゃんと顔に湯をかけた。

「……シン？」

「……、もっと聞きたいです。令音さんの──昔の話。教えてくれませんか？」

「……それは、構わないが」

　士道がぎこちない笑えみを浮かべながら問うと、令音は不思議そうな顔をしながらも、滔とう々とうと語り始めた。

　幼い頃両親と死別したこと。少ないながらも仲のよい友だちと過ごしたこと。学生時代は科学部に所属していたこと。常に寝ね不ぶ足そくで青白い顔をしていたものだから、昔のあだ名が吸きゆう血けつ鬼きだったこと──

　多少の冗談や誇こ張ちようも含ふくまれてはいたものの、それは紛まぎれもなく、『崇宮澪』ではない人間の歴史であった。

「……と、まあ、そんなところさ。──退たい屈くつな話だろう？」

「いえ……そんなことはないです。そんなこと……ありません」

　士道はふるふると首を横に振ふった。

　そう。退屈だなんてことは、少しもなかった。むしろもっと、もっと彼女の人生の話を聞きたかった。

　特に──一つ。令音の話には、重要な点が抜ぬけ落ちていた。

「もう一つだけ……いいですか？」

「……ん、なんだい？」

　令音が先を促うながすように言ってくる。士道は令音の目を見つめながら続けた。

「令音さんは──好きな人とか、いたんですか？」

「…………」

　士道の問いに、令音はしばしの間口を噤つぐんだ。

　表情の変化こそ少なかったが、今までと少し様子が異なることがわかる。

　けれどそんな逡しゆん巡じゆんも、時間にすれば数秒のことだった。すぐに先ほどまでの調子に戻って、言葉を続けてくる。

「……あいにく色いろ恋こい沙ざ汰たにはとんと縁えんがなくてね。ただ──」

　令音は一いつ拍ぱく置いたのち、ふっと顔を上げた。

「……そうだね。一人だけ、いたよ」

「────っ」

　令音の言葉に、士道は小さく息を詰つまらせた。

『一人だけ』。その言葉が、『令音』として愛した誰だれかではなく──真士を示しているのだと、容易に理解できてしまったのである。

　自分の死後も澪を縛しばり続けてしまったのだという悔かい恨こんと、ずっと自分を想おもい続けてくれていたのだという複雑な歓かん喜きが、士道の頭の中で渦うずを巻く。

　士道はそんな真士の記憶をどうにか抑え込みながら、震ふるえる声を上げた。

「それって、一体──」

「…………」

　と。

　そこで士道の言葉を遮るように、令音が指を一本、士道の唇くちびるに押し当ててきた。

「へ……っ？」

「……先ほどから私ばかり話しているのはフェアじゃあないな。少し、君の話も聞かせてくれないか？」

「え……は、はあ」

　気勢を削そがれた士道は、目を丸くしながら間の抜けた声を上げた。

　なんだか上う手まくいなされた気がしないでもないが……確かに先ほどから士道が質問をしてばかりだった。令音の言うことももっともである。そう考えて、士道はそれに応ずるように首を前に倒たおした。

「って言っても……俺のことなんて、大体〈ラタトスク〉が調べてるでしょう？」

　乾かわいた笑みを浮かべながら肩かたをすくめる。そう。士道が知らぬ間に、士道の情報は〈ラタトスク〉によって調査され尽つくしていたのだ。もはや士道の辞書にプライバシーという言葉はない。仮にあったとしてもその項こう目もくには「フリー素材の意」と記されているに違いなかった。恐おそらく士道自身が知らないことさえ、〈フラクシナス〉のデータベースの中には存在するだろう。

　だが、令音はゆっくりと首を横に振ってみせた。

「……それはあくまで文字の羅ら列れつ、外面的な事実のみさ」

　事実ならばそれで十分なのでは……と思わなくもなかったが、どうやら令音にとっては違うらしかった。静かな口調のまま続けてくる。

「……私も前から、君の昔の話を聞いてみたかったんだ」

「昔の話……ですか？」

「……ああ。君は──五いつ河か家に引き取られる前のことを覚えているかい？」

「…………！」

　言われて、士道は微かすかに眉まゆを揺ゆらした。

　一いつ瞬しゆん、士道が真士の記憶を保有しているのを悟さとられたのではと思う。

　だが令音の様子を見るに、そういった質問をしているのでないことはすぐに知れた。純じゆん粋すいな興味と好こう奇き心しん、あとは微かな不安感のようなものをその双そう眸ぼうから滲にじませながら、士道を見つめてくる。

「…………」

　だから士道は、真士としての記憶を一いつ旦たん無視し、士道として覚えている範はん囲いでそれに答えた。

「……正直、あんまりはっきりとした記憶はないですね。覚えてるのは、温かい手に抱だかれる感覚と……その手が、どこかへ行ってしまうような喪そう失しつ感かん……ですかね。きっとそれが……俺の母親だったんだと思います」

「…………」

　士道が偽いつわりなく答えると、令音は数すう瞬しゆんの間無言になってから続けてきた。

「……君は、自分を捨てた母親を恨うらんでいるかい？」

「え……？」

　突とつ然ぜんの問いに、目を丸くする。

　だが、もしかしたらその疑問は、当然のことなのかもしれなかった。

　五河士道という人間は、崇宮真士を元に、精せい霊れいの力を付ふ与よされ、産み直された存在である。つまりこの場合の母親とは、他ほかならぬ令音に当たるのだ。無論──令音自身は、士道がその事実に気づいているなど知る由よしもないが。

　士道は一七年に及およぶ己おのれの──五河士道の人生を思い返しながら、言葉を発した。

「恨んでなんて……いませんよ」

「……ほう。そうなのかい？」

　士道の答えに、令音がそう返してくる。その声こわ音ねには興味深げな調子とともに、どこか安あん堵どしたような色が聞き取れたような気がした。

「……はい。確かに今の家に引き取られたばかりのときは、泣いてばかりいた気がします。でもそれは、それだけ母親が好きだったから……なんじゃないかって思います。それに……覚えてるんです。俺を抱く手が、どんなに優やさしかったかを」

「…………」

「──きっと何か、事情があったんだと思います。捨てたくて捨てたはず、ありません。そんな人を……恨んだりなんか、できませんよ」

「…………そうか」

　令音は、そんな士道の言葉を嚙かみしめるかのように目を伏せた。

　士道は「……まあ」と付け加えるように頰ほおをかいた。

「できることなら、もう一度抱いてくれたらと……思わなくはないですけどね。……こんな歳になっておかしな話かもしれませんけど」

「……ふむ」

　令音は小さくうなるように言うと、しばしの間思案するようにあごに手を当てたのち、ちょいちょい、と士道に手招きをしてきた。

「……おいで、シン」

「………………へ？」

　突然の誘さそいに士道が困こん惑わくしていると、令音は士道の手をぐいと引っ張り、自分の元に引き寄せた。

　そしてそのまま、士道の背中に覆おおい被かぶさるように手を回し、ぎゅうと抱きしめる。

「……よし、よし」

　士道の背に、柔やわらかな感かん触しよくが二つ、押しつけられる。士道は顔を真っ赤にしながら喉のどを絞しぼった。

「ちょ……令音さん!?」

「……何もおかしくはないさ。少しくらいいいじゃあないか。──私では代わりにならないかもしれないけれどね」

「令音さん……」

　士道は令音の名を呼ぶと、強こわばっていた身体からだから力を抜いた。

　温かな湯と、優しい抱ほう擁ようが身体を包む。その感触は、まさしく士道の遠い記憶の中にあるものと相そう違いなかった──ような、気がした。

「…………」

　微睡まどろむような感覚の中、士道は小さく唇を嚙んだ。

　やはり──そうなのだ。

　未来の世界で聞いた澪の言葉が、頭の中に甦よみがえる。

　令音と過ごした一〇ヶ月間の記き憶おくが、脳のう裏りを過よぎっていく。

　──澪は、無む慈じ悲ひな虐ぎやく殺さつ者でもなければ、狂くるった殺さつ戮りく者でもない。

　士道を思いやり、精霊たちを慈いつくしみ、自らが犠ぎ牲せいにしてきた人々を悼いたむ心を持っている。彼女の所作は、言葉は、声音は、全すべてが優しさと慈じ愛あいに充みち満ちていた。

　ただ──真士と再び出会う。その目的を達するために、あらゆる犠牲を厭いとわないと決めてしまっただけなのだ。

　嗚あ呼あ、なんて──悲しい。

　彼女の悲ひ愴そうなる覚かく悟ごを、彼女の歩んだ修しゆ羅らの道を思うと、士道は胸が張り裂さけるような錯さつ覚かくを覚えてしまうのだった。

「────」

　けれど──いや、だからこそ。

　もしも彼女を止められる可能性があるとしたら──それに賭かけるしかない。

　士道は、自分を抱きしめる令音の手を握にぎりながら、声を発した。

「──令音さん」

「……ん、なんだい、シン」

　令音が、耳元で囁ささやくように問うてくる。

　士道は意を決して、言葉を続けた。

「あとで……見せたいものがあるんです。付き合ってくれますか？」

「……？」

　令音は不思議そうな顔をしながらも──もちろん、とうなずいた。




　　　　◇




　欧おう州しゆう企き業ぎようの時価総額を上から順に並べれば、年によって微び妙みような変動こそあれど、ＤＥＭ社が両手の指で数えられないことはまずあり得ない。

　ＤＥＭ──デウス・エクス・マキナ・インダストリー。

　兵器製造を始めとし、航空機、車両、船せん舶ぱく、宇宙開発、半導体、電子機器、繊せん維い業や旅行代理店に至るまで、関連企業と展開事業は幅はば広ひろく、欧州諸国に住む人々の半数以上が、何らかの形でその恩おん恵けいに与あずかっているとさえ言われている。

　けれどそれさえも、ＤＥＭの裏の業績──顕現装置リアライザ及びそれに付ふ随ずいするＣＲ‐ユニットの開発、製造を考こう慮りよに入れていない数字であり、いわば氷山の一角に過ぎなかった。

　小国程度であれば丸ごと買い上げられてしまうほどの財と、それを実行することのできる力を備えた民間企業。まさしくその名の通り、圧あつ倒とう的暴ぼう威いを振ふるう鈍にび色いろの巨きよ人じん。それが、魔術師メイガスアイザック・ウェストコットが築き上げた城であった。

　──そんな巨大組織の有する施し設せつの一角。名目上は航空機の格納庫とされている場所で、ＤＥＭ第二執しつ行こう部ぶ部長エレン・メイザースは、ＤＥＭ製のスーツを身に纏まとい、ＤＥＭ製のドリンクボトルを手にしながら、ＤＥＭ製の空中艦かんを見上げていた。

　ＤＳＳ‐０６３〈レメゲトン〉。来たる〈ラタトスク〉との決戦において旗き艦かんを務める、ＤＥＭの新造艦である。

　やや無骨なそのシルエットは、エレンの好みからは少し外れていたが──それは今さほど重要ではなかった。この艦に求められるのは流りゆう麗れいな美しさではなく、腹中に抱くウェストコットを守り切る頑がん強きようさ、そして〈ラタトスク〉の艦を空の塵ちりと化す暴の力なのだから。

　嗚呼──だが、駄だ目めだ。エレンはふっと目を細めながら拳こぶしを握りしめた。

〈ラタトスク〉も、ＤＥＭが総力を以もつて襲しゆう撃げきしてくることを知っている。

　ならば間ま違ちがいなく、あの男も出てくるはずだった。

「…………」

〈ラタトスク〉意思決定機関、円ラ卓ウ会ン議ズ議長エリオット・ウッドマン。あの男だけは、この手で片を付けねば気が済まない。

　そう。かつての同どう胞ほうでありながら、エレンたちを裏切ったあの男だけは──

「……っ」

　瞬しゆん間かん、エレンはじわりと視界が滲むのを感じて、スーツの袖そでで目元を拭ぬぐった。

　ようやく復ふく讐しゆうを果たすことができるとわかって感極きわまったのか、それとも集中しすぎて瞬まばたきを忘れてしまったのか。理由は自分でもよくわからなかったが、こんな場面を部下に見られたなら、あらぬ誤解を受けてしまう。エレンは小さく頭を振ると、手にしていたドリンクボトルを口に触ふれさせ、中に入っていたスポーツドリンクを一気に呷あおった。

「──エレン」

　と。

　そこで不意に名を呼ばれて、エレンはボトルを口から離はなしたのち、振り返った。

　一瞬、空中艦の整備工か魔術師ウイザードかとも思ったが──違ちがう。ファーストネームでエレンを呼ぶ者は、ＤＥＭの社内に二人しかいなかった。一人は、同どう僚りようであるアルテミシア・アシュクロフト。そしてもう一人は──

「アイク」

　声の主の姿を認めて、エレンはその名を呼んだ。

　そこにいたのは、一人の男だった。錆さび付いたような色を映す双そう眸ぼうに、打ち棄すてられた金属を思わせる、くすんだアッシュブロンド。経年、老い、繁はん栄えいの先の終しゆう焉えん──漠ばく然ぜんとではあるが、見る者にそんなイメージを想起させる男であった。

　アイザック・ウェストコット。秘ひ奥おうを受け継つぐ魔術師メイガスの血族にして、ＤＥＭインダストリーを一代で築き上げた傑けつ物ぶつである。

「どうしたのですか、こんなところで」

　問いながらも、エレンはウェストコットが格納庫を訪おとずれた理由に、何となく当たりが付いていた。

〈ラタトスク〉との決戦を明日に控ひかえ、社長室で踏ふん反ぞり返っているのが耐たえられなくなり、自分が乗り込む艦を見に来たのだろう。彼は昔から好こう奇き心しんが旺おう盛せいであった。今や世界に名だたる実業家であるウェストコットだが、そういうところは変わっていないらしい。

　だが──ウェストコットが次いで発した言葉は、エレンの予想とも異なるものだった。

「──準備したまえ、エレン。すぐにだ」

　どこか興奮したような様子で、ウェストコットが言ってくる。エレンは困惑するように眉まゆ根ねを寄せた。

「準備、ですか？」

「ああ、そうだ。状じよう況きようが変わった。いや──奇き妙みような言い方になるが、どうやらこれから変わるようだ」

　ウェストコットは、はしゃぐ子供のような調子で続けた。

「ふ、はは、ははははは。こんなことになると一体誰だれが思う？　まったく、私は本当に幸運だ。初めて私が手にした魔ま王おうが〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉であることを、ここまで運命的だと思ったことはない」

「アイク……？　何を言っているのですか？　それに、準備とは？」

　エレンが問うと、ウェストコットは薄うすい笑えみを浮うかべながら答えた。

「魔ま力りよく炉ろさ。あとは集積呪じゆ符ふも欲ほしいな」

「……っ!?」

　ウェストコットの言葉に、エレンは思わず息を詰つまらせた。

　だがそれも無理からぬことではあった。何しろウェストコットが言ったものは全て、とある術式を行うのに使用するものだったからだ。

「どういうことですか、アイク。一体何があったというのですか」

　困惑を声に乗せてエレンが言うと、ウェストコットは笑みを崩くずさぬまま続けてきた。

「あった、ではなく、これからあるのさ。

　──さあ、エレン。我々もひとつ、未来を変えようじゃあないか」




　　　　◇




「やー……俺ああいう本格的なマッサージって初めてだったんですけど、気持ちいいもんですね」

「……ああ、そうだね。肩かたの凝こりが軽くなった気がするよ。それに、宿の近くで売っていた酒まんじゅうもなかなかの味だった。蒸むし立てというのはああも違うものなんだね」

「ですよね！　十香たちに買っていってあげたら喜びそうです」

「……ふ、今日のことは精せい霊れいたちには秘密ではなかったのかな？」

「あ……そうでした」

　令音の言葉に、士道があははと苦く笑しようし──そこで何かに気づいたように「あ」と続けてきた。

「令音さん、そこ段差がありますんで気を付けてください」

「……ん、すまないね」

　士道の言葉に従い、令音は足を気持ち大きく上げると、地面を確かめるように踏みしめてから歩みを再開した。

　普ふ段だんならばしない、やや慎しん重ちように過ぎる足取り。だがそれも当然ではあった。

　なぜなら令音は今、固く目を瞑つぶったまま、士道に手を引かれて外の道を歩いていたのだから。

　そう。部屋に備え付けられた露ろ天てん風ぶ呂ろのあと、館内の様々なリラクゼーション施設を楽しんだのち、令音は士道に「見せたいもの」とやらの場所へと案内されていたのである。

「……にしても、見せたいものとは何だい？　随ずい分ぶん宿から歩いたようだが」

「それは見てのお楽しみです。でも……きっと気に入ると思いますよ」

「……ふむ、ならば楽しみにしておこう」

　小さくうなずきながらそう答えて、士道の手を頼たよりに歩いていく。

　その感覚に、令音は奇妙な感かん慨がいを覚えていた。

　見せたいものがあるから、しばらく目を瞑っていて欲しい──そのお願いは、三〇年前、初めてのデートの際、澪が真士にされたのと同じものだったのだ。

　真士の記憶が士道の人格に影えい響きようを与あたえているのか。それとも、士道もまた真士である以上、似たような発想をするということなのか。士道にそのお願いをされたとき、表情にこそ出さなかったものの、令音は大層驚おどろいてしまった。

　思えば──今日は驚くことが多い日である。

　深夜、士道にデートに誘さそわれたことに端たんを発する今日の出来事を思い返しながら、令音はふとそんなことを考えた。

　突とつ然ぜんデートに誘われたことはもちろんだが、その行き先が旅館であったのも予想外であったし、士道が令音の過去の話を知りたがったことにも驚いた。

　何か士道に心境の変化でもあったのだろうか。それとも、ＤＥＭとの総力戦を前にして、常つね日ひ頃ごろから抱いだいていた欲よつ求きゆうや疑問を解消したいと思い立ったのだろうか。

　もし前者であったなら、士道の中に眠ねむる真士の記き憶おくが遠因となっている可能性がある。

　既すでに士道は、その身の中に多くの霊結晶セフイラを宿している。残すはアイザック・ウェストコットに奪うばわれた二亜の霊結晶セフイラと、時とき崎さき狂くる三みが持つもののみだ。実際、以前士道が霊れい力りよくを暴走させてしまった際、数すう瞬しゆんとはいえ真士の記憶が表層に現れたことがあった。

　もしそうであったなら理由は単純なものだ。澪が真士を忘れることがないように、真士が澪に惹ひかれないはずはない。この結果は当然のものといえた。

　だが、もしそうでなかった場合。

　つまりは後者──士道が以前から村雨令音に何らかの興味を抱いていたとしたなら、令音としては複雑な思いを抱かざるを得なかった。

　──五河士道は、崇宮真士に至るための仮の人格であり、

　──村雨令音は、崇宮澪の仮の姿であるのだから。

　いわばこれは、贋にせ物ものと贋物の逢おう瀬せ。

　如い何かにこの瞬間が楽しくとも、その先にあるのが幸福な結末でないことだけは明らかであった。

　なぜなら彼が全すべての力を手に入れたなら、士道の人格は完全に消去されるのだから。

　そしてそれを成すのは──他ほかならぬ令音なのだから。

「令音さん」

「──っ」

　と、令音がしばし無言で思考を巡めぐらせていると、それを遮さえぎるように、前方から士道の声が響ひびいてきた。

　一いつ瞬しゆん、令音の思案を察せられたのかとも思ったが──違う。士道は、すぐに次の言葉を続けてきた。

「着きました。もう目を開けてもいいですよ」

「……ん──」

　どうやら目的地に到とう達たつしたらしい。令音はゆっくりと目を開けた。

　そして──

「────」

　一瞬、言葉を失う。

　目の前に広がった、壮そう大だいな光景に目を奪われて。

　まず目に入ったのはなだらかな水平線。そして陽光を浴びて輝かがやく水みな面も。

　白い砂すな浜はまに波が寄せては返し、穏おだやかな潮しお騒さいを奏かなでている。海うみ猫ねこの声。磯いその香かおり。耳や鼻を塞ふさいでいたわけではないのだから、それらの情報から場所を類推することもできたはずなのだが、歩いている間中ずっと思案を巡らせていたためか、気づいていなかった。その景色を構成するあらゆる情報が、一気に令音の感覚器に叩たたき込まれる。

　──海。

　そう。令音と士道は今、海岸線を一望できる場所に立っていたのだ。

　旅館の周囲の景色から、勝手に山やま間あいだと思っていたのだが、どうやら裏手は海岸に繫つながっていたらしい。

　だが──令音が驚いたのはそれだけではない。

「……っ」

　その事実を認にん識しきした瞬間、微かすかに鳥とり肌はだが立つ。

　間ま違ちがいない。間違えようがない。

　今二人がいたのはただの海ではなく──

　三〇年前、真士が澪を連れてきた海岸だったのだ。







　どくん、どくん、と、心臓が激しいリズムを刻む。身体からだが微かに振しん動どうするかのような錯さつ覚かくを覚える、強きよう烈れつな鼓こ動どう。血液が高速で身体中に送り出され、僅わずかに体温が上がるような気さえする。

　とはいえそれも仕方のないことではあった。

　何しろ士道は今──令音を、澪の思い出の海に連れてきていたのだから。

　それは間違いなく諸もろ刃はの剣つるぎであった。この海の景色を見せるということは、士道が真士の記憶を持っている可能性を匂におわせることになるからだ。

　否いな、それだけならばまだいい。もしも士道が、未来の世界から舞まい戻もどってきたことに気づかれてしまったなら、その時点で全てが瓦が解かいしてしまってもおかしくはなかった。実際ここは、〈フラクシナス〉で精霊たちとデートコースの考案をした際、もっとも紛ふん糾きゆうした箇か所しよでもある。

　けれど──それでも士道は、この場所を選んだ。

　このデートは、令音の霊力を封ふう印いんするためのデート。

　つまり言ってしまえば、士道が、令音の中で真士の存在を超こえられるかの勝負なのだ。

　無論、そんな場に、真士との思い出の場所を持ってくるだなんて、一種の自殺行こう為いであるかもしれない。実際会議ではそういった意見も出た。

　だが、士道の考えは違ちがう。

　令音の中で一番の思い出を無視したままでは、きっと士道は、真士を超えることができないのだ。

　否──超える、というのも少し違うような気がした。

　きっと士道が何をしようと、彼女の心の中から、三〇年前の潮騒が消えることはない。

　だから士道は、真士の存在ごと、令音をデレさせなければならないのだ。

「…………」

　これは賭かけだった。一歩間違えば全てが崩ほう壊かいする危険極きわまる賭け。

　だが、皆みなが生き残るためには、これしかないという確信が士道にはあった。

　澪は真士を愛している。それは疑いようがない。その感情はまさに世界を焦こがす恋こい。もはや余人が窺うかがい知ることさえもできない、烈れつ火かの如ごとき愛あい慕ぼである。

　けれど、令音が士道や精霊たちと過ごした時間もまた──噓うそや偽いつわりではなかったはずなのだ。

「…………」

　海を見つめていた令音が、ゆっくりと士道に視線を向けてくる。士道は緊きん張ちように心筋がきつく引き絞しぼられるのを感じた。

「……シン、ここが？」

　だが、令音から発された言葉は、穏やかなものであった。

　彼女が心の中で今の状じよう況きようにどう折り合いを付けたのかは想像することしかできなかったが、とりあえずはこの景色を受け入れてくれたようである。士道は密ひそかに安あん堵どしながらも、それを表情に出さぬようにしながら返した。

「はい。令音さんに見せたかった場所です。──綺き麗れいでしょう？」

「……ああ。綺麗だね。……とても」

　令音が海岸線を眺ながめながら、感慨深げにそう言う。

　士道はこくりとうなずくと、再び令音に向かって手を差し伸のべた。

「少し、歩きませんか？」

「……ああ、喜んで」

　令音は、微かに笑えみを浮うかべると、そう言って士道の手を取った。







「……ん、本当に──綺麗な場所だね。陳ちん腐ぷな表現だが、心が洗われるようだよ」

「あはは、大げさですって。でも、気に入ってくれたなら何よりです」

「……しかし、一体なぜここを？」

「令音さんはこういう場所、好きかなって。何となくなんですけど」

「……そうか。ならば君の勘かんは非常に冴さえているよ」

　そんな会話を交かわしながら、ゆったりとした足取りで海岸を歩く。

　真士と見た、海。

　それは驚きに溢あふれた今日という日の中でも一番の驚きよう嘆たんであった。

　──偶ぐう然ぜん？　必然？　やはり真士の記憶が？　否、士道もまた真士である以上不思議ではないのでは──様々な憶おく測そくが、令音の頭の中を駆かけ巡る。

　だが、今発すべきはそんな言葉でないことは、すぐに理解できた。

　令音はまたしばしの間、砂浜に足あし跡あとを残しながら、士道と会話を交わす。

　話の内容は何くれとないものである。海の話題に始まり、学校のこと、明日のこと、琴里は少々頑がん張ばりすぎではないか、神無月はもう少し頑張った方がいいのではないか、駅前の『ラ・ピュセル』のシュークリームに期間限定の新味が出たらしい、本当ですかそれうわ明日絶対死ねないな……など。本当にどうでもいいような内容も少なくはなかった。

　けれど──令音にはそれが、心ここ地ちよくて仕方がなかった。

　極論を言ってしまえば、話の内容などなんでもよかったのだ。

　思い出の海を彼と二人で歩きながら、言葉を交わす。

　ただそれだけで──よかったのだ。







　──やがて時間が過ぎ、傾かたむきかけていた陽ひが、赤く海を照らし始めた頃ころ。

　令音と士道は、堤てい防ぼうの上に並んで腰こし掛かけながら、さざ波の音を聞いていた。

「……シン」

「はい」

「……ん、いや、何だったかな」

「はは……何ですかそれ」

　士道が笑う。令音もまた、ふっと唇くちびるを緩ゆるめた。

　心地のよい波の音。ひんやりとした空気。しかしそんな中、肩かたと腕うでに感じる士道の体温。そして──確かな、心臓の鼓動。

　それらを感じるうち、令音は不思議な感覚を覚えた。

　なんと表現すればいいのだろうか。思考がぼうっとして、手足を動かすのも段々億おつ劫くうになっていく。しかし決して嫌いやなものではない。まるで温かな手に抱だかれるように心地よく、少しずつ意識が溶とけていくかのような感覚。

「……ん……」

　それが三〇年振ぶりの微睡まどろみであることに気づいたときにはもう、令音の意識は闇やみの中に沈しずんでいた。




　　　　◇




「……令音さん？」

　士道は不思議そうに声を発した。令音が、不意に肩にもたれかかってきたのである。

　見やると、令音が両の目を閉じ、すうすうと寝ね息いきを立てていることがわかる。どうやら眠ねむってしまったようだ。

　まあ、無理もあるまい。朝から遠出し、いろいろと付き合わせてしまったのだ。疲つかれもするというものだろう。

『珍めずらしいわね、令音が人前で眠るなんて』

「そうなのか？」

　と、通信機越ごしに琴里が意外そうな声を響かせてくる。士道は念のため小さな声でそう返した。

　だが言われてみれば、確かに令音が眠っているところを見るのは初めてかもしれない。もしかしたらなかなかレアな光景を目まの当たりにしているのかもしれなかった。

『惜おしいわね。封印可能域に達していたなら、絶好のキスのチャンスなんだけど』

「おいおい……仮にそうだとしても、眠ってる相手にキスなんて、合意がないと駄だ目めなんじゃないか？」

『あら、眠り姫ひめなんて素す敵てきじゃない。女の子は憧あこがれなくもないけどね。──もちろん、相手によるけど』

　冗じよう談だんめかすような調子で琴里が言う。音声のみであるというのに、彼女が口にくわえたチュッパチャプスの棒を小刻みに揺ゆらしながら肩をすくめる様子が目に浮かぶようだった。

　と、そんなやり取りをしていると、士道の肩に微かな揺れが生じた。どうやら令音が目を覚まし、軽く顔を上げたらしい。

「おはようございます、令音さん」

「…………、…………」

　士道が挨あい拶さつをすると、令音は寝ね惚ぼけているのか呆ほうけているのか、不思議そうに目を数度瞬しばたたかせた。
















　そして数秒ののち、ようやく状況を理解したように小さく目を見開く。

「……まさか、今私は──」

「はい。眠ってました。……って言っても、少しだけですけどね。たぶん五分も経たってませんよ」

「…………」

　士道が言うと、令音はしばしの沈ちん黙もくののち、自分の額や頰ほおに触ふれ始めた。──まるで、汗あせや涙なみだの跡あとでも確かめるかのように。

「令音さん……？」

「…………ふ」

　その行動を不思議に思い士道が首を傾かしげると、令音は小さく息を漏もらした。

　そしてその吐と息いきは連続し、徐じよ々じよに大きくなっていく。

「……ふふ、ふふ、あははははは……」

　それは──笑い声だった。

　それ自体は別段珍しいものでもない。可お笑かしさ、楽しさ、嬉うれしさ──あとは照れくささなどが発はつ露ろした、至し極ごく一いつ般ぱん的な感情の表現。

　けれど、士道はその声を聞いて、その表情を見て、しばしの間ポカンとしてしまった。

　理由は単純。令音がこんな風に笑うところなど、士道は今まで一度も見たことがなかったのである。

　それは琴里たちも同様だったらしい。通信機の向こうから、微かすかではあるが息を詰つまらせる音や、感かん嘆たんのような声が聞こえてきた。

「……そうか、私がね。はは……なるほど、これは参った……」

　令音はそんな士道の様子に気づかぬように──否いな、気づいてはいても笑いを止めることができないといった様子で──ひとしきり笑い続けると、やがて士道の肩に手を置いてきた。

「……礼を言うよ。久しぶりに心地のよい眠りにつけた。よほど、君の肩の寝心地がよかったようだ」

　そして、優やさしげな笑みを浮かべながらそう言ってくる。

　士道は小さく息を詰まらせた。もとよりぞっとするほど美しかった令音の貌かおに、柔やわらかな印象が加わり、思わずどきりとしてしまうくらい魅み力りよく的に変へん貌ぼうしていたのである。

　すると、次の瞬しゆん間かん──

『……！　士道！』

　興奮と微かな焦しよう燥そうをはらんだ琴里の声とブザーが、鼓こ膜まくを震ふるわせた。

『令音の好感度及および精神状態に変調あり！　今よ……！』

「……！」

　琴里の言葉に、士道はぴくりと眉まゆを揺らした。

　まさかこんなタイミングでチャンスが訪おとずれようとは。人に寝姿を晒さらすというのは、令音にとって余よ程ほど大きな意味があることらしかった。

　だが、だからといって焦あせりは禁物である。封ふう印いん可能域に達していたからといって、ただ強引に迫せまったのでは、せっかく上がった好感度が下がってしまうやもしれなかった。

　ならば、一体どうやって──

「…………」

　そこまで考えて、士道はふっと息を零こぼした。

　そうだ。ここまではいわば下準備。士道はまだ、令音に対し明確な意志を伝えていなかったのだ。

「──令音さん」

　士道が静かに名を呼ぶと、落ち着きを取り戻もどした令音が、雰ふん囲い気きの変化を察するように視線を向けてきた。

「……ん。何だい、あらたまって」

「いえ……さっきの、露ろ天てん風ぶ呂ろでのことなんですけど」

「……ああ、安心してくれ。皆みなには内ない緒しよにしておくよ」

「そうじゃなくて……いや、内緒にはしておいてほしいですけど……」

　士道は頰をかきながらそう言うと、気を取り直すように続けた。

「令音さんの──好きな人の話です」

「…………、それがどうかしたかい？」

　令音が数すう瞬しゆんの間ののち、そう答えてくる。

　士道は意を決するように令音の目を見つめた。

「──俺じゃあ、駄目なんですか？」

「…………」

　士道の発した言葉に、令音は沈黙で以もつて返してきた。

　しかし、その目に映る色は拒きよ絶ぜつや嫌けん悪おではない。

　逡しゆん巡じゆんと困こん惑わく。そして、ほんの少しの──罪悪感。

　士道は、それらを全すべて吞のみ込むかのような勢いで以て、続けた。

「何も俺が、その人の代わりになれるとか、その人を忘れさせられるだなんて思ってません。でも……俺は俺として、その人とは違ちがう形で、令音さんを想おもうのは……駄目ですか？」

「…………」

　令音は、肯こう定ていも否定もしなかった。

　だけれど、士道が肩に手を置いても、拒絶するような素そ振ぶりは見せなかった。

「令音さん──」

「……シン。私は──」

　令音が、何かを言おうとしてくる。

　だが、士道がゆっくりと顔を近づけていくと、やがて口を噤つぐみ、瞼まぶたを閉じていった。

　互たがいの吐息が交じる。

　互いの鼓こ動どうが聞こえる。

　──二人の唇が、触れる。

　燃えるような夕日に彩いろどられた海で。

　士道と令音は──三〇年前、真士と澪が交わせなかったキスを、交わした。







「──やった！」

〈フラクシナス〉の艦かん橋きようで巨きよ大だいなモニタを見つめていた琴里は、思わずガッツポーズを取っていた。

　モニタには、夕日をバックにキスを交わす士道と令音のシルエットが映し出されている。その光景は、さながら映画のワンシーンのようですらあった。

　琴里と同じく二人のデートを見守っていた精せい霊れいたちもまた、その光景を見て、思い思いの反応を示す。まじまじと見入る十香や六喰、夕弦、視線を逸そらす七罪に耶俱矢、目を覆おおいながらも指の間からしっかり見ている四糸乃、無表情のまま見つめる折紙、パシャパシャとシャッター音を響ひびかせる二亜に美九──

　反応こそ様々ではあったけれど、艦橋に座って士道のサポートをするならば、令音とのキスの光景を見ることになるかもしれない、という通告を事前に行っていたからか、極きよく端たんに取り乱している精霊はいないようだった。……いやまあ、二亜や美九などは、ある意味取り乱しているようなものだったが。

　ともあれ、キスは成功である。琴里はちらと画面端はしの数値に目をやった。好感度は封印可能域。条件は全て揃そろっている。これで令音の霊れい力りよくを封印することが──

「……!?　司令！」

　が、その瞬間。

　けたたましいアラームとともに、クルーの声が琴里の鼓膜を震わせた。







　時間が止まるかのような錯さつ覚かく。脳が弾はじけるかのような多幸感。士道の中の真士の記き憶おくが、令音の肩かたを抱だく腕うでに自然と力を込こめる。

　長かった。あまりに、長かった。こうして澪を抱きしめるのに、これだけの時間を要してしまった。

　そんな、燃える情動をどうにか抑おさえ込む。自分は崇宮真士ではなく、五河士道なのだ。それを強く認にん識しきしなければ、意識を塗ぬり替かえられてしまいそうなほど、真士の渇かつ望ぼうは凄すさまじかった。

　やがて、触れ合った唇くちびるを介かいして、士道の身体からだに温かいものが流れ込んで──

「────」

　──こなかった。

「……っ」

　息を詰まらせる。

　確かに士道は令音にキスをした。経パ路スが繫つながるような感覚もあった。

　けれど、精霊の霊力を封印したときに覚える力の流れが、いつまで経たっても生じなかったのである。

　──なぜだ？　自問する。手順は間ま違ちがっていなかったはずだ。好感度も足りていたはずだ。やはり始原の精霊たる令音から生じた士道に、令音の力を封印することなど不可能だったのか？　それとも──

「…………」

　士道が混乱する思考を巡めぐらせていると、令音がゆっくりと、士道の唇から唇を離はなした。

　そして、微かに濡ぬれた唇を指でなぞるような仕草をしながら、声を発する。




「……なるほど。君は──未来を見てきたのか」




「──ッ!?」

『な──』

　令音の言葉に、ビクッと肩を震わせる。士道の頭ず蓋がいに、琴里の驚きよう愕がくが響き渡った。

　だが令音は、そんな士道に対して至し極ごく落ち着いた様子を崩くずさぬまま続けてきた。

「……何を驚おどろいているんだい？　経パ路スを通って記憶の共有が成されるのは初めてでもないだろうに」

　令音はそう言うと、士道を突き放すでも呪のろいを吐はくでもなく、むしろ慈いつくしむように頭を撫なでてきた。

「……今日一日の不思議な出来事の謎なぞが解けたよ。……ああ、いや、もしかしたら薄うす々うす勘かん付づいていたのかもしれないな。けれど、きっと理解したくなかったんだ。君がデートに誘さそってくれたことが、とても嬉うれしかったから」

　令音は、優しい口調でそう言うと、耳元で囁ささやくように続けた。

「……本当に楽しかったよ。ほんのひととき、辛つらい過去を忘れてしまえるほどに。

　──けれど、夢はいつか覚めるものだ。

　そうだろう──士道？」








第三章　あり得ないはずの戦場









　──泣いて、泣いて、どれだけ泣いたかわからない。

　噎むせび、嗚お咽えつし、それでも涙なみだは尽つきようとしない。

　彼の存在は自分の全すべてだった。自分は彼という存在によって生かされていた。自分は彼と会うために生まれてきたのだと、なんの冗じよう談だんでもなく思っていた。──彼と過ごすうち、いつしかそう思うようになっていた。

　──そんな彼が目の前で死んでしまったというのに、自分はまだこうして生きている。

　それが、彼女にはどうしようもなく耐たえ難がたかった。

　後を追おうとしたこともある。彼と添そい遂とげられるなら、それでもいいとさえ思った。

　けれど、強きよう靭じんに過ぎる精せい霊れいの身体からだは、そんな小さな望みさえも許そうとはしなかった。

　いくら血を噴ふき出そうが、致ち死し性の毒を取り込もうが、身投げをしようが、彼女の身体は彼女の意志とは無関係に生存を選び続けるだろう。

　胸にこの絶望を抱かかえたまま、一体どれだけ続くかもわからない長い長い時を過ごさねばならない。それは彼女にとって、地じ獄ごくと呼ぶにも生なま温ぬるい余生であった。

　けれど──

「……もう、大だい丈じよう夫ぶ。だって、君がいるから」

　少女は、自らの腹部を優やさしく撫なでた。

　まだ微かすかな膨ふくらみにもなっていないが、そこには確かに──一つの命が息づいていた。

　一度死した人間の再組成。恐おそらく相応の時間はかかるだろうが、彼女には無限の時間があった。

　絶望の中に生じたほんの小さな光明。しかし、今の彼女にはそれで十分であった。

「……ふふ」

　少女は頰ほおを伝う涙を拭ぬぐうこともなく微笑ほほえむと、もう一度優しく腹を撫でた。




　　　　◇




『──道どう、士し道どう！』

「……っ！」

　通信機から響ひびく呼び声に、士道は小さく肩かたを震ふるわせた。

　琴こと里りの声の調子からして、幾いく度ども呼びかけられていたらしい。令れい音ねが何かをしたのか、それともただ単純に呆ほうけてしまっていたのか、数すう瞬しゆんの間それに気づかなかったようだ。

「く──」

　士道は改めて状じよう況きようを認にん識しきすると、令音の手から逃のがれるようにその場から飛び退のいた。

　未来の世界での記き憶おく。士道は令音に触ふれられることにより、瞬間移動させられたり、士道としての記憶を消去されそうになったりしていたのである。このまま令音に触れられているのは危険に過ぎた。

「…………」

　令音は、それを追ってくるでも声を上げるでもなく、至し極ごく落ち着いた様子で士道の行動を見送ると、やがてゆっくりと腰こしを上げた。

「……ふむ、嫌きらわれてしまったね。私の所行を思えば仕方のないことだが、君に拒きよ絶ぜつされるのはなかなかにこたえるものだ」

　そして、どこか寂さみしげにそう呟つぶやく。その儚はかなげな様は、指一つで世界を砕くだく精霊などではなく、恋こい人びとと喧けん嘩かをしてしまった少女か何かを思わせた。

「……嫌ってなんかいませんよ。むしろ今すぐ抱だきしめて、もう一度キスしたいくらいです」

　士道は油断なく令音の一挙手一投足に気を払はらいながらそう返した。

　冗談めかした調子ではあるものの、偽いつわることなき本心である。士道の中の真しん士じの記憶は、今このときも令音に手を伸のばそうとし続けていたし、士道自身も、絶望の未来を体験してなお、令音を嫌うことができずにいた。

「……私だってそうさ。君が愛いとおしくてたまらない。君と再会したとき、衝しよう動どうのままに君を抱きしめなかったのを褒ほめて欲しいくらいだ」

「なら、いい方法がありますよ。今ここで仲直りして、俺と、精霊たちと、みんなで一いつ緒しよに暮らすんです。きっと毎日楽しいですよ」

「……ああ、それはとても魅み力りよく的だね。私がシンと出会っていなければ、きっと一も二もなく乗っただろう」

　細く息を吐はき、令音が続ける。

「……だが駄だ目めだ。私はシンと出会ってしまった。私は愛を知ってしまった。シンのいない世界に意味などなく、シンのいない人生に価値などない。──精霊たちのことを好きというのも、偽らざる真実だ。けれど、シンと再び出会うためなら、私はその全てを捨てることができる」

「…………」

　静かな、しかし揺ゆるがぬ強さに彩いろどられた令音の言葉に、ごくりと息を吞のむ。

　令音の決意の強さは知っていたはずだった。未来の世界で、文字通り痛いほどに体感したはずだった。けれど改めてそれを突つきつけられると、肌はだが粟あわ立だつような戦せん慄りつが士道を襲おそうのだった。

　士道は令音を見つめながら、必死に思考を巡めぐらせた。

　作戦は失敗。キスには成功したものの、令音の霊れい力りよくを封ふう印いんすることはできなかった。ここから一体何をすべきか。果たして何ができるのか。相手は愛しき最強の精霊。あらゆる条理が彼女の前では意味を成さない。たとえ何をしたところで、彼女を止める──はできないだろう。しかも最悪なことに、経パ路スを伝って──の未来の記憶が共有──てしまった。もはや不意を衝つく──さえ叶かなわない。もし士道が【六ヴのア弾ヴ】を──て過去に戻──としたところで、彼女がそれを見み逃のがすとは──

「……っ、う、く……？」

　と、士道は不意に眉まゆをひそめ、顔をしかめた。

　まるで士道の思考を遮さえぎるように、鈍にぶい頭痛が断続的に生じたのである。

　一瞬令音が何かをしているのかとも思ったが──違ちがう。令音もまた、士道の急な変調を不思議がっているようだった。

　それに──この感覚には覚えがないではない。

　未来の世界で令音に呼び起こされた真士の記憶。自分のものでない自分の記憶が、脳に染しみ渡わたってくるかのような感覚。今士道が感じているのは、それに非常に近いものであるような気がした。

　だが、真士の記憶は既すでに甦よみがえっているはずだ。ならばこれは一体──

「……っ！」

　と、士道が額に手を置いた、そのときだった。

　けたたましいアラームが、通信機を通して士道の頭ず蓋がいを震しん動どうさせたのは。

　一瞬、士道はそれを、令音の霊力を感知して発された緊急事態通告エマージエンシーコールかと思った。

　だが、違う。すぐに通信機から、琴里の声が響く。

『──士道！　ＤＥＭよ！』

「な……!?」

　その通告から数秒ののち、士道は視界の端はし──空の彼方かなたに、幾つもの小さなシルエットを認めた。

　この距きよ離りからでは朧おぼろ気げにしか見えなかったが、渡り鳥や飛行機の類たぐいでないことはすぐに知れた。そう。それは──

「……ＤＥＭの艦かん隊たい、か」

　令音が士道と同様に空を見上げながら、ぽつりと呟く。

　その声はいつも通り静かで落ち着いたものであったけれど、今の士道には、その底に蟠わだかまる、果てのない負の感情が感じ取れてしまった。

　無理もない。彼女にとってＤＥＭとは、愛しい真士を奪うばった相手に他ほかならないのだから。

「……本来なら決戦は明日だったはず。──〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉か。君たちの行動によって歴史が書き換かわったようだね」

　令音は独り言のように呟くと、ふっと顔を下ろし、士道の方を見つめてきた。

「……さて、どうしたものかな。未来の私は、君を巻き込まないようシェルターに転移させたようだが──」

「……っ」

　令音の言葉に、思わず身構えてしまう。

　それを見てか、令音がふっと息を零こぼした。

「……そう構えないでくれ、というのも無理な話かな──」

　と──その瞬間。

　令音の言葉を遮るように、空間に黒い直線が引かれた。

　地面から令音の頭部へと、インクをたっぷりつけたペンを紙面に力強く叩たたき付けるように、一気に。

「な……!?」

　──士道が、それを影かげの銃じゆう弾だんの軌き跡せきであると認識できたのは、令音が言葉を止め、その頭部が微かに揺れてからだった。

「……ふむ」

　前歯で挟はさみ込むようにして止めた影の弾だん丸がんをぷっと吐き捨て、令音が地面を──正確に言うなら、そこに蟠った影を見下ろす。

　すると次の瞬間、影の中から何発もの銃弾が、令音目がけて放たれた。令音がそれらを避よけるように軽く身を反らし、トンと地面を蹴けって後方へと跳ちよう躍やくする。

　瞬まばたきの間に展開される凄すさまじい銃じゆう撃げき。士道の目と脳は、一いつ拍ぱく遅おくれてその状況を把は握あくした。

　そして、理解する。──令音を襲った攻こう撃げきが、誰だれの手によるものかを。

「狂くる三み……!?」

「──きひひ、ひひ」

　士道がその名を呼ぶと、特とく徴ちよう的な笑い声を伴ともなって、影の中から一人の少女がその姿を現した。

　左右不均等に結ゆわれた漆しつ黒こくの髪かみ。血と影の色で染め抜ぬかれた霊れい装そう。そして、かちりかちりと時を刻む金時計の眼。

　そう。時と影を操あやつる最悪の精せい霊れい・時とき崎さき狂三が、士道と令音の間に立つように出現したのである。

「ごきげんよう、士道さん。お元気そうで何よりですわ」

　狂三がちらと士道の方を振ふり向き、いつもの調子で笑ってみせる。それを見て、士道は思わず喉のどを絞しぼっていた。

「狂三、なんで──！」

　狂三の中には、澪みおがいる。士道は未来の世界で、狂三の胸を突き破って這はい出てくる澪を確かに目もく撃げきしていた。

　そしてその情報は、分身体を通じて本物の狂三にも伝わっているはずだ。狂三は澪に勝てない。どころか、既に敗北していると言ってもいい。ならば、一体なぜ──

「なんで、とはご挨あい拶さつですわね。士道さんの窮きゆう地ちに駆かけつけて差し上げましたのに。そんなことを言われては、悲しくて泣いてしまいますわ」

　言うほどに悲しげでもない調子で、狂三がくすくすと笑う。

　するとそれを見てか、令音があごに手を当て、再び「……ふむ」と息を吐いた。

「……狂三か。──よく来てくれた。歓かん迎げいするよ。君がいるならば話は早い」

「──あら、あら」

　令音の言葉に、狂三は大おお仰ぎような仕草でそちらを向いてみせた。

「相も変わらず尊大で鼻持ちなりませんわね。村むら雨さめ先生──いえ、澪さん？　わたくしとしたことが、まんまと謀たばかられましたわ。まさか、わたくしの仇きゆう敵てきがこんなにも近くにいただなんて」

　そして戯おどけるような、しかし怒ど気きと怨えん嗟さを内包した声こわ音ねで以もつて、続ける。

「あなたをあなたと思って、きちんとお話しするのは久々ですわね。──ごきげんよう。ずっと、ずっと、お会いしたかったですわ。あなたの腐くされた夢とやらのために、あのあと一体幾いくつの屍しかばねを積み上げまして？　わたくしもそれなりのつもりですけれど、澪さんにはまだまだ遠く及およびませんわ。どうか秘ひ訣けつをご教授いただけませんこと？」

「…………」

　皮肉と悪意に塗まみれた狂三の挑ちよう発はつに、しかし令音は眉一つ動かさなかった。──己おのれの罪は、己が一番よくわかっている、とでもいうように。

「……まさか、そんなことを言うためにここにきたわけではないだろう？　君はそこまで短たん絡らく的ではないはずだ」

「さて、どうですかしら。わたくし、あなたの顔を見ると、つい苛いらついて短気になってしまいますの」

「……本当にそうならば、それでも構わないけれどね」

　小さな吐と息いきとともにそう言って、令音が続ける。

「……理由はどうあれ、これでこの場に、ウェストコットが持つものと、君のもの、残る霊結晶セフイラが二つ揃そろう。──シンを覚かく醒せいさせるには十分な舞ぶ台たいだ」

「さて……そう上う手まくいきますかし──らッ！」

　狂三が吼ほえた瞬しゆん間かん、澪の周囲に幾つもの影が生じ、その中から、幾人もの狂三と同じ貌かおをした少女たちが姿を現した。──〈刻々帝ザフキエル〉によって作り出された分身体である。

「きひひひひッ！」

「さあ、さあ、参りますわよ」

「往生してくださいまし──ッ！」

　そして思い思いに叫さけび、両手に携たずさえた二挺ちようの銃じゆうの引き金を引く。漆黒の銃弾が影の軌跡を描えがきながら、四方八方から令音に炸さく裂れつした。

　否いな、着ちやく弾だんの瞬間、令音は地を蹴ると、まるで無重力空間に身を投げ出すかのような軽かろやかさで以て宙を舞まっていた。一瞬前まで令音がいた場所に影の銃弾が集結し、凄まじい炸裂音を伴って弾はじける。

「──きひッ！」

　が、それも狂三の予想のうちだったのだろう。狂三がバッと顔を上げると、その動作に合わせるように、分身体たちのさらに外周にまたも幾つもの影が生じ、新たな分身体たちが現れた。

　そして空中に逃のがれた令音目がけて、先ほどよりも多数の銃弾を一いつ斉せいに放つ。

　それには通常以上の霊力が込こめられていたようだ。無数の弾丸は、精せい妙みよう極きわまるコントロールで以て一点に収束すると、凄まじい爆ばく発はつを引き起こした。

　だが──クリーンヒットを確かく認にんしてなお、狂三は緊きん張ちようを解くこともなければ、令音のいた場所から目を逸そらすこともなかった。

　狂三も理解しているのだろう。あの程度で令音を倒たおすことなどできるはずがないと。

　その予想を立証するかのように、空中に蟠った影の黒こく煙えんが晴れ、ぼんやりとした輝かがやきが辺りを照らし始める。

「あ──」

　それを見て、士道は思わず声を漏もらした。

　そこには、淡あわい光を放つ霊装を纏まとった令音が、静かに浮ふ遊ゆうしていたのである。

　たおやかにして優美な、女め神がみの如ごとき霊装。背に負った翼つばさと、色を失った一〇の星。少々形こそ異なるものの、それは紛まぎれもなく、未来の世界で澪が纏っていたものであった。

　──始原の精霊・〈デウス〉。

　まさに神の名で呼ばれた精霊が、今ここに降臨した。

「……少々順序が逆転してしまったが、まあいいだろう。──返してもらうよ、狂三。君の中にある霊結晶セフイラと、私の半身を」

「──は。お断り……ですわッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、狂三が空に舞まう。辺りに展開した分身体たちもまた、そのあとを追うように地を蹴った。

　無数の狂三と、無数の弾丸が乱らん舞ぶする。如い何かな生物の生存さえ認めない、凄せい絶ぜつなる漆黒の鉄風が辺りに吹ふき荒あれた。

　けれど、令音は先ほどまでとは異なり、弾たまを避けるどころか身を翻ひるがえすことさえせず、ただ悠ゆう然ぜんと空中に佇たたずむのみだった。

　霊装を顕現させた令音にとって、狂三の銃弾など避ける必要さえないのだろう。一いち撃げき一撃が命を狩かるに十分な威い力りよくを有しているはずの弾丸が、全すべて令音の霊装に触ふれる前に空中で静止した。

「……おいで、『私』」

　令音は静かな調子でそう言うと、ゆっくりと手を掲かかげ、手招きをした。

　すると、その瞬間──

「……がッ!?」

　分身体たちの指揮を執とっていた狂三が急に苦しみだしたかと思うと、その胸むな元もとから、白い腕うでがぬっと顔を出した。

「狂三……ッ！」

　絶ぜつ叫きようじみた声を上げ、狂三の名を呼ぶ。

　それは、未来の世界でも目にした光景。最悪の精霊とさえ呼ばれた狂三が、為なす術すべもなく命を奪われる絶望の瞬間。

　士道は歯は嚙がみした。──この事象を起こさないために、自分は過去に舞い戻もどったのに。この光景を見ないために、歴史をやり直したのに。結局、始原の精霊の前には無力でしかなかったのか──

　──だが。

「────きひ、ひ……ッ」

　次の瞬間、自分の胸から突つき出した腕を見て。

　狂三は小さく、しかし確かに──笑った。

「……っ」

　それを目にして、士道は小さく息を吞のんだ。

　狂三の表情から見て取れるのは自じ棄きや諦てい念ねんではない。

　嗚あ呼あ、そうだ。そも、狂三はそのようなものに身を任せて無む謀ぼうな行動を取るほど浅せん慮りよな少女ではなかった。残されたのが微かすかな望みであろうと諦あきらめることなく、幾いく重えにも策を張り巡めぐらせて事を運ぶ。そんな彼女がいたからこそ、士道はこうしてまだ生きていられたのだ。

「待って……いましたわ……この、瞬間を──ッ！」

　狂三は苦しげに、だが不敵にそう言うと、短たん銃じゆうを握にぎる腕に力を込め、叫んだ。

「〈刻々帝ザフキエル〉──！」

　それに応ずるように、地面に蟠わだかまった影が伸のび、銃口に吸い込まれる。

　狂三は微かに震ふるえる手で短銃を持ち上げると、その銃口を令音──ではなく、自分のこめかみに向けて、引き金を引いた。

「な……!?」

　タンッ、と乾かわいた音がして、狂三の頭に銃弾が撃うち込まれる。次の瞬間、狂三の身体からだが一瞬ぶれて見えた気がした。

　だが──それだけだ。他ほかに変わったことは何も起こらなかった。〈刻々帝ザフキエル〉の弾によって力を得た狂三が澪を引きずり出すわけでも、逆に自分の中に澪を押しとどめて令音に殴なぐりかかるわけでもなかった。

　──本当に、イレギュラーであったのは、狂三が自分を撃ったことのみ。

　あとは、士道の知る通りの光景が展開されていった。

　狂三の身体から一糸纏わぬ少女──澪が姿を現し、物言わぬ屍となった狂三は、抜ぬけ殻がらのように打ち棄すてられる。そしてそれに合わせるようにして、狂三の分身体たちもまた、苦しげに身を捩よじって影かげの中へと消えていく。

「…………」

「…………」

　令音と澪は視線を交じらせると、どちらからともなく近づいていき、両手を広げて抱だき合った。

　すると二人の身体が光を帯び、徐じよ々じよにそのシルエットが一つになっていく。

　輝きが収まったあとには、未来の世界で見たのと全く同じ姿をした澪が、そこに君臨していた。

「み、お──」

　士道が呆ぼう然ぜんとその名を呼ぶと、澪はふっと頰ほおを緩ゆるめて微笑ほほえんできた。

「うん。こちらの姿では久しぶりだね。──いや、シンはもう、この姿の私に会っているのかな。少しややこしいね」

　と、そう言ってから、澪が何かに気づいたように小さく眉まゆを揺ゆらす。

「あ──」

　そこで士道も気づいた。──澪が背に負った霊れい装そうの一部。一〇の星が、未いまだに一つも輝きを帯びていないことに。

　朧おぼろ気げな記き憶おくであるが、確か未来の世界では、澪が霊装を顕けん現げんさせた際、既すでに黒い星が一つ、灯ともっていたはずだ。だが、今はそれがない。その現象が何を示すのかはわからなかったが……澪の表情から、予想外の事態であることだけは伝わってきた。

「……狂三が何か細工をしたのかな。さすがは、親愛なる私の友人だ」

　澪は、素す直なおに感心するような調子でそう言うと、小さく息を吐はいて顔を上げた。

「……澪──」

　士道は澪の名を呼んだが──次の瞬間、再び強きよう烈れつな頭痛に襲おそわれ、その場に膝ひざを突いてしまった。

「シン……？」

「が……、ああ……っ」

　視界がチカチカと明めい滅めつする。自分が見ている景色の中、サブリミナルのように知らない光景が混じるかのような感覚。

　士道の記憶ではない。真士の記憶でも──ない。少女の細ほそ腕うで。悲しみ。絶望。慟どう哭こく。僅わずかな希望。撫なでる。お腹なか。きっと、君が──

　そんな断だん片ぺん的な光景のピースが、頭の中で乱れ舞う。一体自分に何が起こってしまったのか、わけがわからなかった。

　けれど、そんなバラバラのシーンを見るうちに──

「……これ、は──」

　士道の脳のう裏りには、とある推測が、そして、とある可能性が生じていった。




　　　　◇




　空中艦かん〈フラクシナス〉の艦かん橋きようを支配しているのは、焦しよう燥そうと狼ろう狽ばい、あとはいくばくかの悲ひ嘆たんと困こん惑わくであった。

　しかしそれも無理からぬことではある。何しろ一時は成功したかと思われた令音の封ふう印いんが失敗に終わり、あまつさえ──

「ＤＥＭ……っ！」

　艦橋下段のクルーが、戦せん慄りつに満ちた声を上げる。

　そう。士道と令音が対たい峙じしていたところに、突とつ如じよとしてＤＥＭの空中艦隊が現れたのである。

「空くう間かん震しん警報無しで襲しゆう撃げき？　随ずい分ぶん思い切った真ま似ねをしてくれるじゃない」

　琴里は表情を険しくしながら、忌いま々いましげに呻うめいた。

　ＤＥＭインダストリー。精せい霊れいを殺し、その力を手に入れることを目的とした琴里たちの仇きゆう敵てきである。

　とはいえ彼かの組織も、大規模戦せん闘とうを構える際には、偽にせの空間震警報を鳴らして人ひと払ばらいをしていた。実際、士道の語った未来の戦闘においても、その手段を取っていたはずである。

　だが、今回はそれがない。ＤＥＭがミスを犯おかしたのでなければ、考えられる理由は二つしかなかった。

　即すなわち、目撃者や犠ぎ牲せい者しやが出るリスクを負ってでも、こちらの隙すきを衝つきたかったか──

　目撃者や犠牲者が出たところで、世界を上書きしてしまえば何も問題ないと判断したかだ。

「ち──」

　琴里はチュッパチャプスに歯を立て、パキリとヒビを入れた。

　とはいえ、苛いら立だちの理由はそれだけではない。

　──そもそも『これ』は、あり得ないはずの襲撃なのである。

　至し極ごく単純な理由。今日はまだ、二月一九日なのだ。

　ＤＥＭが決戦に指定してきた日付は二月二〇日。無論敵であるＤＥＭの発言を鵜う吞のみにしていたわけではないが、未来を見てきた士道の話からしても、一九日にＤＥＭが何かを仕し掛かけてくるということはないはずだった。

　無論士道や〈ラタトスク〉が、元の歴史とは違ちがう行動を取っている以上、ＤＥＭも同じ行動を取るという保証はない。

　だが、この強きよう襲しゆうはいくらなんでも不自然に過ぎた。となれば──

「……予想が当たったのだから、もう少し喜ぶべきかしら？」

　琴里は自じ嘲ちよう気味に肩かたをすくめながら、面おも白しろくなさそうに息を吐いた。

　同様に、解かい析せき官の席に座っていた二に亜あもまた、渋じゆう面めんを作りながらあごを撫でる。

　とはいえそれも道理。──何しろ、もともとそれは彼女の能力だったのだから。

「──〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉……だよねぇ、やっぱり」

　二亜が複雑そうな表情をしながら呻くように言う。

　そう。〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉。二亜の天使〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉が反転した姿であり、ウェストコットに奪うばわれた『魔ま王おう』である。

　巨きよ大だいな書物の姿をしたその魔王は、この世に在あるありとあらゆる事象を『識しる』ことができる。二亜のジャミングによってその検けん索さく精度は低下しているものの、ウェストコットがこちらの動きを察知する可能性はゼロではなかった。

「少年の時間遡そ行こうそのものに気づいてなくても、あたしたちの会話とか覗のぞいたら、ある程度当たりはついちゃうもんねぇ。少しでも不信感を覚えたら、あとは芋いもづる式だし」

　二亜が大おお仰ぎような仕草で肩をすくめる。

　とはいえ、その危険性は琴里も二亜も、もちろん士道も把は握あく済みだった。

　それを理解してなお、士道は皆みなに未来のことを打ち明けたのである。

　令音の攻こう略りやくを行うためには情報の共有と入念な打ち合わせは不可欠であり、それを〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉に知られないよう行うことは不可能であった。

　ならばどちらを選ぶべきか──そんなものは、論ずるまでもなく決まっていた。

　令音の力を封印することができなければ、琴里たちに生き残る目はなかったのだから。

　しかしいくら令音に比べれば優先順位が低いからといって、ＤＥＭの脅きよう威いが薄うすれるということはない。〈ラタトスク〉を遥はるかに凌しのぐ物量と兵力を有した彼の組織は今、その総力を以もつて士道に襲いかからんとしていた。

「とにかく、今すぐ士道を回収して！　一いつ旦たん態勢を立て直すわよ！」

『了りよう解かい……！』

　琴里の指示に、クルーたちが一いつ斉せいにそう応こたえた。







「……シン？」

　狂三の中から現れた分身と融ゆう合ごうを果たし、完全な身体を取り戻もどした澪は、微かに眉まゆ根ねを寄せながら、静かな声を発した。

　前方にいた士道が、小さく、しかし断続的な呻きを上げながら、地面に膝を突つき、頭を押さえて蹲うずくまってしまったのである。

　その様はまるで雷かみなりに怯おびえる子供のようであったけれど、士道が澪やＤＥＭへの恐きよう怖ふで膝を屈くつするような人間でないことは、澪自身が一番よく知っていた。無論、澪を油断させるために下手な仮病を用いるような人間でないことも。

　だが、否いな、だからこそ不可解である。

「一体どうしたの、シン──」

　と、澪が士道に歩み寄ろうとすると、不意に士道の身体からだが淡あわく発光し始めた。

　不ふ可か思し議ぎな現象。だがすぐに気づく。それは、〈フラクシナス〉が艦外の物質を艦内に転送しようとする際に発されるものであった。恐おそらく、琴里が士道を回収しようとしているのだろう。

「…………」

　妨ぼう害がいしようと思えばできないでもなかったが、澪はあえて何もしなかった。

　元より士道は一旦安全な場所に移すつもりであったし、琴里とマリアならば士道の症しよう状じようを見て的確に処置してくれるだろうと判断したのである。

　士道の身体が光に包まれ、一いつ瞬しゆんにしてその場から消え去る。

　それを見送ってから、澪は静かに息を吐いた。

「──無ぶ粋すいな魔術師ウイザードや機械人形に、ここの風景を壊こわされるのも、面白くないな」

　底冷えのするような声こわ音ねで言ってから、澪は再び視線を空に向けた。

「……待っててね、シン。すぐに終わらせてくるから」

　そして、そうとだけ残して空を蹴ける。澪の身体はキラキラという光の軌き跡せきを残しながら、ＤＥＭの艦隊へと舞まっていった。




　　　　◇




　空を埋うめるＤＥＭ艦のうちの一隻せき。その艦橋で、ウェストコットはスピーカー越ごしに響ひびく他艦からの報告を聞いていた。

　最前線の真まっ只ただ中なかにいるというのに、その表情に緊きん張ちようや焦燥といった類たぐいの感情はまるで見受けられない。口元は上じよう機き嫌げんな形に歪ゆがみ、指先は時折ダークスーツの表面をリズミカルに叩たたいていた。まるで休日の昼下がり、お気に入りの曲を聞きながらくつろいでいるかのような様相である。

『──〈ガルドラボーグ〉、戦闘準備完かん了りよう。いつでもどうぞ』

『〈ホノリウス〉、同じく』

『〈アルマンダル〉、こちらもです』

　幾いくつもの報告を全すべて把握し、ウェストコットは大仰にうなずいた。

「──よろしい。各艦、行動を開始したまえ」

『了解！』

　各艦の艦長が一斉に応えてくる。スピーカーを隔へだててなお伝わる熱と奮起が、大きな音波となって辺りをビリビリと震ふるわせた。

「──アイク。本当によろしいのですね」

　と、そこで、近くにいたエレンが、ちらとウェストコットに視線を寄よ越こしてくる。ウェストコットは微かすかな逡しゆん巡じゆんもなく「ああ」と首しゆ肯こうした。

「もちろんだ。全ては予定通りだよ」

「…………」

　ウェストコットの返答に、エレンは一瞬無言になったが、やがて小さな吐と息いきとともに返してきた。

「そうですか。ならば……よいのですが」

「ああ。何も不安がることはない。我らの宿願は、もうすぐ果たされる」

　ウェストコットはどこか芝しば居いがかった調子で両手を広げながら、前面のモニタに目をやった。

　そこには海岸に蹲る五いつ河か士道と、始原の精霊〈デウス〉が映っている。

　辺りに広がるのは、広大な海と森、あとはまばらな宿しゆく泊はく施し設せつや店てん舗ぽ、民家のみ。彼ひ我がを隔てるものなどありはしない。〈ラタトスク〉は、天てん宮ぐう市街の建造物に艦戦用の対空兵器を仕掛けていたようだが、さすがにこの海岸にまで同様の兵装を仕込んでいるということはないだろう。

「──おや？」

　と、ウェストコットはぴくりと眉まゆを揺ゆらした。画面の中の士道が淡く輝かがやいて見えたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、その姿がふっと消え去ってしまったのである。

　恐らく、〈フラクシナス〉の転送装置だ。〈デウス〉とＤＥＭの出現により、一旦態勢を立て直そうと士道を回収したのだろう。

　とはいえ、その行動は予想の範はん囲い内だ。ウェストコットは落ち着いた調子で──ともすれば楽しげに──声を発した。

「せっかく舞ぶ台たいが整ったんだ。逃にげてもらっては困るな。──〈バンダースナッチ〉隊、オペレーションβベータだ。手はず通りに頼たのむよ」

『──はっ』

　ウェストコットの指令に、スピーカーから静かな返答が返ってきた。




　　　　◇




「う……ぐ、あ……っ」

「──シドー！」

　士道が文字通り頭を抱かかえながら地面に蹲っていると、不意に上方からそんな声が響いてきた。

「う、ぁ……？」

　痛みを堪こらえ、どうにか顔を上げる。するとそこに、心配そうな顔をした十とお香かの姿があることがわかった。

　否、十香だけではない。折おり紙がみ、琴里、四よ糸し乃の、耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、美み九く、七な罪つみ、二亜、六む喰くろ──〈ラタトスク〉が保護した精せい霊れい、全員の姿がそこにあった。

　一瞬、皆が助けに来てくれたのかとも思ったが──違う。そこに澪の姿はなく、周囲の景色が、見慣れた〈フラクシナス〉の艦かん橋きように様変わりしていた。どうやら転送装置で、士道を回収してくれたらしい。

　次し第だいに、強きよう烈れつな頭痛が治まっていく。士道はいつの間にか額に浮うかんでいた汗あせを拭ぬぐうと、十香の手を借りながらゆっくりと立ち上がった。

「十、香……みんな……」

「うむ、大だい丈じよう夫ぶか？　澪に何かされたのか……？」

「いや、これは……」

　と、士道が言いかけた瞬間、空の様子を映し出していた艦橋前方のメインモニタが、凄すさまじい光を放った。

「あ──」

　空に巨大な球体が出現し、光の粒つぶを辺りにバラ撒まいていく。

　その姿には見覚えがあった。──〈万象聖堂アイン・ソフ・オウル〉。触ふれたものの命を奪う死の天使。その圧あつ倒とう的な破は壊かい力に、ＤＥＭ艦の巨大なシルエットが次々と瓦が解かいしていく。

　もはやそれに、戦せん闘とうとか戦争とかといった表現は似つかわしくなかった。それは一方的な鏖おう殺さつ。無感動な掃そう討とう。蟻ありの群れと、それを踏ふみ荒あらす子供の方が、まだ戦力差は少ないかもしれなかった。

「……！」

『っひえー……話には聞いてたけどすっごいねー。これにはよしのんもびっくり』

「首肯。まともに相手をするのは悪手です」

「……そうね。ＤＥＭが澪を引きつけてくれているうちに退たい却きやくしないと。マジで」

　皆が表情に戦せん慄りつを滲にじませながら、口々に言う。

　だが、士道は掠かすれた声を上げた。

「だ……め、だ……」

「む？」

「どうしたのじゃ、主ぬし様さま」

　士道の言葉に、精霊たちが不思議そうに目を丸くする。

　士道は、痛みが引くのを待ってから、皆みなの顔を見み渡わたした。

「……駄だ目めだ。俺はまだ……逃げられない。まだ、何も終わっていないんだ」

　そう。──駄目だ。

　もしも士道の推測が正しいとするならば──士道はまだ、逃げるわけにはいかなかった。

　だが、その言葉は精霊たちにとって意外なものだったのだろう。皆の当とう惑わくと琴里の声が、鼓こ膜まくを震わせる。

「何を言ってるのよ士道！　誰だれがどう見ても作戦は失敗よ！　気持ちはわかるけど、意地を張っても状じよう況きようは好転しないわ！」

「そんなつもりじゃない。でも……駄目なんだ──」

　──と。

　士道がそう言った瞬間、ピピピピッ、というアラームのような音が艦橋に響いた。

「何この音。シリアスなシーンなんだからケータイ切っといてくんないロボ子ちゃん？」

『漫まん画が家かにしてはあだ名のセンスがありませんね、二亜。──と、常時泥酔者フルタイムドランカーに構っている場合ではありませんでした。琴里、何者かがこちらに通信を試みています。どうしますか？』

　二亜とマリアが、挨あい拶さつのような自然さで軽い口くち喧げん嘩かを挟はさみながらそう言う。それを受けて、琴里が微かに眉根を寄せた。

「通信……？　いいわ、繫つないでちょうだい」

『了りよう解かい』

　マリアが言うと、メインモニタがザザッと乱れたのち、何かの映像が映し出された。

　通信相手の顔でも映っているのかと思ったが──違ちがう。どちらかというと、監かん視しカメラの映像か隠かくし撮どりといった風ふ情ぜいである。幾人もの人間が映っているのだが、皆カメラの存在に気づいていないかのような様子だった。

　しかも、一つのみではない。画面が細かく分ぶん割かつされ、何カ所もの場所を映した映像がメインモニタに表示される。

　それを見て、琴里が訝いぶかしげに眉をひそめた。

「タイミングからいってＤＥＭからの通信かと思ったけれど、これは……？」

「……む!?」

　と、琴里が不思議そうに首を捻ひねっていると、十香が何かに気づいたように声を上げた。

「なに十香、どうかしたの？」

「あの画面を見てくれ、亜あ衣い麻ま衣い美み衣いだ！」

「……え？」

　その言葉に、士道は顔を上げた。確かに十香が指さした画面には、士道のクラスメートの山やま吹ぶき亜衣、葉は桜ざくら麻衣、藤ふじ袴ばかま美衣の姿があった。補習を受けているのか、何かの実行委員でもしているのかはわからなかったが、休日だというのに学校にいるようだ。よく見ると、その後方に殿との町まちやタマちゃん先生の姿も見て取れる。

　否、それだけではなかった。十香に次ぐように、今度は折紙が小さく眉を揺らす。

「──隊長、ミケ、それにミリィ？」

　亜衣麻衣美衣たちの隣となりの画面に、ＡＳＴ隊長・日下くさか部べ燎りよう子こや、折紙の元同どう僚りようたちの姿が映し出されていたのである。

「えっ、日ひ依よりさん……？」

「……！　花か音のんさん──」

「はぁ……!?　あいつ何してんの……？」

　と、精霊たちが次々と声を上げる。他ほかの画面には、美九のアイドル仲間の朝あさ倉くら日依や、四糸乃、七罪が体験入学に行った際にできた友だち・綾あやの小こう路じ花音、他にも耶俱矢や夕弦の友人などが確かく認にんできた。

　そう。分割された画面のそれぞれに、精霊たちの友人や知人が幾人も映し出されていたのである。

「なんだ、これは……」

　映像の意図がわからず眉まゆ根ねを寄せる。

　が、次の瞬間、その映像の中に変化が起き、すぐに士道たちは知ることとなった。

　──敵の狙ねらいを。その悪あく辣らつ極きわまる策略を。

　亜衣麻衣美衣たちのいる教室。その窓ガラスが盛せい大だいに砕くだけ散ったかと思うと、そこから数体の〈バンダースナッチ〉が、無機質なカメラアイを蠢うごめかせながら現れたのである。

『うわきゃぁぁぁぁっ!?』

『なになに、なにごと!?』

『突とつ然ぜん学校にテロリストが!?』

　亜衣麻衣美衣の甲かん高だかい叫さけび声が、スピーカーを通して艦橋に響ひびき渡わたる。

　するとそれに合わせるようにして、他の画面でも同様のことが起こっていった。

『な……ッ、こいつはＤＥＭの!?　どういうこと!?』

『たっ、隊長！　緊きん急きゆう着装デバイスは──』

『残念ながら保管庫の中よ……ッ！』

『きゃぁっ!?　な、なんですかこれ……ドッキリ!?』

『ちょ……っ！　なんかいきなり空からロボが降ってきたんだけど!?』

『また花音さんは注目されたいからってそんなこと……って、うわ、マジじゃないですか。花音さんもたまにはホントのこと言うんですね』

『なに変なところで感動してるのよ!?　逃げるわよ！』

　学校で。自衛隊駐ちゆう屯とん地ちで。ライブ会場で。夕ゆう陽ひに染まる街路で。

　空間震警報の鳴っていない街の至るところで、機械の怪かい物ぶつがその姿を現す。

「な──」

　それは、普ふ通つうではあり得ない光景であった。精霊が秘ひ匿とく存在であるのと同様に、〈バンダースナッチ〉を動かす顕現装置リアライザもまた、一いつ般ぱんには公開されていない技術なのだ。

　それを堂々と衆目に晒さらし、あまつさえ一般市民に危害を加えようとするなど、正気の沙さ汰たではない。如い何かにＤＥＭインダストリーが巨きよ大だいな権力を有するとはいえ、ここまでの事態を丸く収めることなどできようがなかった。

　否──もしかしたら、収める必要さえないと考えているのかもしれない。その可能性に、士道は心臓が引き絞しぼられるかのような錯さつ覚かくを覚えた。

『──やあ。聞こえているかな、〈ラタトスク〉の諸君』

　と、士道たちが戦慄していると、そこでスピーカーから悲鳴や破壊音とは別の音声が響いてきた。

　至し極ごく落ち着いた、それでいて楽しげな──さらに付け加えるなら無む性しように神経を逆なでする──男の声。間ま違ちがいない。ＤＥＭ社業務執行取締役マネージング・デイレクター、アイザック・ウェストコットだ。士道はうなりを上げるようにその名を叫んだ。

「ウェストコット……ッ！」

『ああ。どうだい、楽しんでもらえているかな？』

「ふざけるな！　みんなは関係ないだろう！　一体何が目的だ……！」

　士道が憎にく々にくしげに言うと、ウェストコットはあっけらかんとした様子で返してきた。

『目的、か。そうだな、私としてはどう転んでも構わないよ』

「何だと……？」

　困こん惑わくする士道に、ウェストコットが続ける。

『もっとも理想的なのは、彼女らが人質として機能してくれることかな。それならば私は悪辣な誘ゆう拐かい犯はんよろしくこう宣言しよう。彼女らの命が惜おしくば、イツカシドウの持つ霊結晶セフイラを全すべて渡せ、と』

「ぐ……！」

　ウェストコットの言葉に、士道は歯を嚙かみしめ顔をしかめた。

　するとそこで、落ち着け、とでも言うように、琴里の手が肩かたに置かれる。

「──悪いけれど、それは私たちを舐なめすぎじゃあないかしら？　損得の勘かん定じようくらいはできるつもりよ。あなたに霊結晶セフイラを渡したら、この世界が丸ごと上書きされてしまうかもしれない。もちろん、守ったはずの彼女たちごとね。──一時の感情でそんな愚ぐ行こうを犯おかすことはできないわ」

　琴里が、低くした声こわ音ねでそう言う。だがその頰ほおには汗あせが滲にじみ、眉み間けんには深いしわが刻まれていた。これが音声通話のみなのは僥ぎよう倖こうであったかもしれない。

　当然だ。琴里がただ冷静にそんな言葉を発しているのでないことは容易に知れた。本当ならば、ウェストコットを卑ひ怯きよう者と罵ののしりたいところだろう。

　だがそんなことをしては、敵にわざわざ弱みを見せるようなものである。だから琴里は、冷静で冷れい酷こくな司令官を演じなければならないのだ。──そんな脅おどしは無意味である、と。

　ウェストコットは琴里の言葉に『ふむ』と言うと、さして驚おどろいたふうもなく続けてきた。

『まあ、それならば仕方がない。私は無む慈じ悲ひな独裁者の如ごとく、彼女らをできるだけ惨むごたらしく殺せと命ずるだけだ。友人が殺される光景を見て、精せい霊れいが一人でも反転してくれたなら儲もうけものさ』

「……！」

　士道は思わず息を詰つまらせた。冷たいものが胃に広がるような感覚。

　士道は精霊たちが死んでしまう未来を変えるために、【六ヴのア弾ヴ】で時を越こえた。だが今、まさに士道の行動が原因で、本来ならば何も起きなかったはずの友人たちに死が迫せまっていたのである。

　琴里の反応も似たようなものであったけれど、士道の自じ慢まんの妹は徹てつ底ていして司令官であった。声だけには震ふるえを生じさせず、落ち着いた調子で返す。

「……あら、それは怖こわいわね。じゃあ今すぐ映像を遮しや断だんしないと。わざわざ宣言してくれるなんて、親切な敵もいたものね」

『おや、これは失策だったかな。ならば仕方ない。仮に精霊たちが反転しなかったとしても──私が楽しむには十分だ』

「てめぇ……ッ！」

　常じよう軌きを逸いつしたウェストコットの言葉に、士道は腹の中に渦うずを巻いた怨えん嗟さを、絶ぜつ叫きように変へん換かんして喉のどから発した。

　ウェストコットと対面したときに見た、あの錆さび付いたような双そう眸ぼうが思い起こされる。人を人として見ていないような、無機的な目。

　──彼ならば、やる。呪のろいじみた確信。その言葉は明らかに、脅しや駆かけ引きのみから生じたものではなかった。

『──さて、では答え合わせといこうじゃあないか。とりあえず、表示されている映像をいくつか、血に染めてみよう。そのあとで、もう一度感想を聞くとしようか』

「ッ！　やめ──」

　士道の制止もむなしく、ウェストコットは〈バンダースナッチ〉に指示を発するようにパチンと指を鳴らした。




　　　　◇




　よく漫まん画がなどで、予想外の出来事に出くわしたキャラクターが、それを夢と疑って頰をつねるシーンがある。一説によると夢の中では痛みがないから……とのことだ。

　あれを見るたび山吹亜衣は「うっそでー、そんなことしないってー」と笑っていた。あれはあくまで漫画的表現。キャラクターが呆ぼう然ぜんとしている様を端たん的てきに表す動作に違いない、と。

　けれど、今後は考えを改める必要がありそうだった。

　何しろ、突然学校の窓を突つき破って謎なぞのロボット集団が現れたりしたときには、まさにその動作をしてしまうことが判明したのだから。

「え、えぇ……何これ……？」

　右手で頰をつねることにより、妙みようにコミカルな形になった表情で、亜衣は呆然と呟つぶやいた。

　ちなみに、指にはそれなりの力が入っているはずなのだが、痛みはあまり感じなかった。いや、夢でないことは明白なのだが、予想外の事態に、脳がドーパミンとかエンドルフィンとかベータカロテンとかそんな感じのやつを分ぶん泌ぴつしているのかもしれなかった。

　ロボットの数は五体。いや、それはあくまで教室の中にいるものだけを数えた数であり、外にまだ何体も浮ふ遊ゆうしている。人間よりも一回り大きな体たい軀くに太い腕うでと鋭するどい爪つめを備えており、どう見ても戦せん闘とうとか制圧とか虐ぎやく殺さつとかを得意としているように見えた。

　今教室にいる人間は、亜衣と、その友人葉桜麻衣、藤袴美衣、そして担任の岡おか峰みね珠たま恵え教きよう諭ゆに、クラスメートの殿町宏ひろ人との五人である。少なくとも、謎の戦闘ロボット（？）と立ち回りを演じられそうなメンバーは見当たらなかった。

「や、山吹さん、葉桜さん、藤袴さん……！　それに殿町くんも！　危険です！　逃にげてくださいぃぃ！」

　岡峰教諭、通つう称しようタマちゃん先生が、小こ柄がらな身体からだを震わせながらそんな声を上げてくる。

　だが、ロボットたちは亜衣たちを囲うようにがしゃりがしゃりと展開し、廊ろう下かへと至る扉とびらの前に陣じん取どっていた。逃げようとしようものなら、即そく座ざに襲おそいかかってきそうな様相である。

「な、何なのこのロボット!?　デザイン的に正義のヒーローじゃないわよね!?　どっちかってと悪の軍団よね!?」

「まさか人類対ロボットが戦争してる未来から、後の人類の指導者を殺しにきたやつだったりする!?　マジか私そんな偉い人じんになっちゃう!?」

「ひぇぇぇ！　お助けぇぇぇ！　死ぬ前に一度でいいから女の子の太ももの間に顔を埋うずめてみたかったぁぁぁっ！」

　麻衣と美衣、そして殿町が、それぞれ亜衣の右腕と左腕、そして太ももにがっしとしがみつきながら悲鳴じみた声を上げる。亜衣はとりあえず殿町を蹴けり飛ばした。

　するとその瞬しゆん間かん、亜衣たちの様子を窺うかがっていた前方のロボットが、何らかの指令を受けたかのように動き始めた。ゆっくりとした足取りで、亜衣たちの方へと歩み寄ってくる。

「な……っ！」

「に……っ！」

「ぬ……っ！」

　亜衣麻衣美衣はそれぞれ喉を絞るように声を上げた。

　だが、できることといえばそれだけだ。恐きよう怖ふのためか、身体が動かない。仮に動いたとしても、どうやって逃げればいいのかわからなかった。

　そうこうしているうちに、ロボットが亜衣の目前まで迫ってくる。無機的な異形は小刻みに動いていたカメラアイを亜衣に定めると、大型のナイフを束ねたような爪を大きく振ふり上げた。

「あ──」

　呆然とした声が喉から漏もれる。一瞬を引き延ばしたかのように思考が圧縮される。走そう馬ま燈とうって本当にあるんだ、という奇き妙みような感かん慨がい。今までの人生における思い出がいくつも思い出される感覚。

　──ああ、私ホントに死ぬんだ。今日までフツーに過ごしてたのに、いきなり現れたロボットに殺されるんだ。ロボット？　いやロボットって何よ。意味わかんない。人生何があるかわからないっていうけどいくらなんでもそれはないでしょ。うっわぁ、マジか。マジか。ああ、こんなことなら、ちゃんと岸きし和わ田だくんに告白しとくんだった──

　極限まで濃のう縮しゆくされた亜衣の思考を切り裂さくように、鋭い爪が振り下ろされた。







　陸上自衛隊天宮駐屯地。そこは、自衛隊員たちが生活を送り課業を行う、日本の防衛拠きよ点てんの一つである。

　無論、災害や有事に備えて様々な部隊が駐ちゆう屯とんしており、その中には、空間震──精霊災害を専門に扱あつかう秘ひ匿とく部隊・対精霊部隊ＡＳＴも存在する。

　顕現装置リアライザを扱う特とく殊しゆ戦せん闘とう要員・魔術師ウイザードたちで構成されたその部隊は、国内に存在する公的武力の中で最強といっても過言ではない。ここを襲しゆう撃げきするくらいなら、まだ警視庁や国会議事堂の方が幾いく分ぶんか難易度が低いだろう。

　だが──今。件くだんのＡＳＴ隊長・日下部燎子の目の前で、そのあり得ないはずの事態が起こっていた。

「な……」

　隊舎の一角にある休きゆう憩けいスペースで、同じくＡＳＴの岡峰美み紀き恵え、メカニックのミルドレッド・Ｆ・藤ふじ村むらと会話をしていたところに、突とつ然ぜん幾体もの人型機械が現れたのである。

　その姿には見覚えがあった。ＤＥＭの無人兵器〈バンダースナッチ〉だ。

　しかし、それを認にん識しきしてなお、燎子は今自分に何が起きているのか一瞬理解できなかった。

　まったく軋あつ轢れきがないとは言わないが、ＤＥＭはＡＳＴにも技術提供をしている、いわば味方の立場である。普ふ通つうに考えれば、そこの兵器が燎子たちを襲撃などするはずがない。

　だが、明らかに今〈バンダースナッチ〉は燎子たちに向かって戦闘態勢を取っていた。カメラアイを燎子に定め、そのまま勢いよく爪を振り下ろしてくる。

「ち──」

　燎子は顔をしかめながらそれを避よけると、携けい帯たいしていた９ミリ拳けん銃じゆうを抜ぬき、引き金を引いた。

　が、随意領域テリトリーで以もつて守られた〈バンダースナッチ〉に、そんなものが通用するはずはない。燎子が放った弾だん丸がんは、〈バンダースナッチ〉のボディに到とう達たつする寸前で静止し、そのまま床ゆかに落ちた。

〈バンダースナッチ〉たちが、燎子たちを囲い込むようにじりじりと距きよ離りを詰めてくる。

「た、隊長……これって、折紙さんの言っていたことに何か関係があるんじゃあ……!?」

　と、そこで隣となりにいた美紀恵が、思い出したようにそう言った。

　そう。昨日、元同どう僚りようの鳶とび一いち折紙が駐屯地を訪おとずれ、燎子たちに謎の警告を発してきたのである。燎子が美紀恵やミリィと一いつ緒しよにいたのも、それについて話をしていたからだった。

　曰いわく、ＤＥＭは精霊の力を手に入れ、利用しようとしている組織である。二月二〇日にＤＥＭから参戦要よう請せいがあるかもしれないが、それを断れ──と。

　なるほど、確かに今の状じよう況きようとそれは無関係とは思えなかった。いや、むしろ折紙からそれを聞いてしまったことにより、命を狙ねらわれているという可能性もあるのだろうか。

　どちらが真実なのかは燎子には判別が付かなかったし、先方にも、それを考える時間を与あたえるつもりはないようだった。

「く……！」

　大きく開かれた〈バンダースナッチ〉の手の平に魔ま力りよく光が輝かがやくのを見ながら、燎子はギリと奥歯を嚙かみしめた。







「え……っ、え……っ!?」

　狼ろう狽ばいと困こん惑わくの中、朝倉日依は目をまん丸に見開きながら辺りを見回した。

　だがそれも当然だ。何しろ自身のライブで歌を歌っている最中、バックダンサーの代わりに見知らぬ機械の人形が何体もステージに現れたのだから。

「うおおおおおおおおおお！　日依たぁぁぁぁぁぁぁんッ！」

「えっ、何あれ、テロ？　ヤバくない？」

「バカ、演出だろ？」

「でも曲止まってるよ？」

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　観客たちは、突とつ然ぜんのことに戸と惑まどっている者と、ライブの演出と思って盛り上がっている者が半々くらいだったが、少なくとも日依はこんな演出があるなどとは聞いていなかった。

　最初に疑ったのはドッキリである。『ライブ中、バックダンサーが全員ロボットだったら朝倉日依はどうする？』、といった。

　だが冷静に考えるといくらドッキリとはいえ企き画かくが意味不明過ぎるし、何よりそのロボットの、ＣＧのように滑なめらかな挙動が、日依の頭を混乱させた。──明らかに人間が入っているようなシルエットではないのだが、現代の人型ロボットはこんなにスムーズに動けただろうか？

　そんなことを考えていると、ロボットは両手に備えた爪を光らせながら、日依を囲うようににじり寄ってきた。

「ひ……ッ」

　その不気味な様に思わず声を詰つまらせ、後ずさる。だが、後方からも同様にロボットが迫せまってきていた。

「み、美九さん……っ！」

　日依は半ば無意識のうちに目を瞑つぶり、アイドル仲間であり憧あこがれの先せん輩ぱいでもある誘いざ宵よい美九の名を呼んでいた。

　とはいえ無論、そんなもので助けがくるはずもない。ロボットたちは無機的な視線で日依を捉とらえると、その身体を四方から串くし刺ざしにするかのように爪の先せん端たんを向けた。







　が──次の瞬間。







「おおおおおおおおおおおお──ッ！」

　教室に響ひびいた裂れつ帛ぱくの気合いとともに、亜衣の前方に立っていたロボットの身体が、綺き麗れいに左右に断ち分かたれた。

「へ……っ？」

　突然のことに、思わず目を丸くする。

　すると、バチバチと音を立てながら左右に倒たおれるロボットの陰かげから、一人の少女が姿を現した。

「え──」

　その姿を認めて、またも目を剝むく。

　だがそれも当然ではあった。何しろそこにいたのは──

「──無事か、亜衣、麻衣、美衣！　それに殿町とタマちゃんも！」

　淡あわく輝く衣ころもを身に纏まとい、その手に巨きよ大だいな剣けんを握にぎったクラスメート、夜や刀と神がみ十香だったのだから。







「ふ──ッ」

　細い吐と息いきが聞こえたかと思うと、それに合わせるように一条の光が煌きらめき、燎子たちに向けられていた〈バンダースナッチ〉の腕うでが弾はじけ飛んだ。

「な……っ!?」

　思わず息を詰まらせる。そこで、美紀恵が何かに気づいたように声を上げた。

「お、折紙さん!?」

　その声に弾かれるように、美紀恵の視線を追う。

　するとそこには美紀恵の言うとおり、白銀のＣＲ‐ユニットの上に純白のベールを纏った折紙の姿があった。







「──はーい、呼びましたか、日依さん？」

「え……？」

　頭上から響いた声に、日依は目を開けた。

　すると、自分を取り囲むように迫ってきていたロボットたちが、皆みな仰あお向むけに倒れていることがわかる。

　そして、バッと顔を上げ、声のした方向を見ると、そこには──

「み、美九さん……！」

　淡い輝きを放つ、なんとも幻げん想そう的な衣い装しようを纏った美九が、浮ふ遊ゆうしていた。




　　　　◇




「よし──っ！」

〈フラクシナス〉の艦かん橋きようで十香の奮戦を見ながら、士道はぐっと拳こぶしを握った。

　そう。分ぶん割かつされた画面の一つ、士道のクラスメートたちが映し出されていた箇か所しよに、限定霊れい装そうを纏った十香が現れ、亜衣麻衣美衣に襲おそいかかろうとしていた〈バンダースナッチ〉を一刀のもとに斬きり伏ふせてみせたのである。

　否いな、十香だけではない。つい先ほどまで〈フラクシナス〉の艦橋にいた折紙が、美九が、四糸乃が、七罪が、耶俱矢が、夕弦が、それぞれの友人たちのもとへと駆かけつけ、十香と同様にその窮きゆう地ちを救っていた。

　分割された画面に霊れい力りよくの光が輝き、幾体もの〈バンダースナッチ〉をスクラップと化していく。人間にとっては脅きよう威いである〈バンダースナッチ〉も、精せい霊れいたちの前では形無しであった。

　無論、今〈フラクシナス〉が浮遊しているのは天宮市の上空ではなく、真士と澪の思い出の海の上だ。いくら精霊たちとはいえ、普通ならばこんな一いつ瞬しゆんで友人たちのもとに駆けつけることなどできはしない。

　それが可能となったのは──

「──むん。長ちよう距きよ離りの移動は不安じゃったが……どうにか上う手まくいったようじゃの」

〈封解主ミカエル〉を手にした、六喰の力あればこそだった。

　鍵かぎの天使〈封解主ミカエル〉は、万物を『閉じ』──あるいは『開く』。

　その権能が及およぶのは、堅かたく閉とざされた扉とびらや錠じよう前まえのみに限らない。人の心や記き憶おくなど形のないもの、そして──空間と空間を繫つなぐ『孔あな』に至るまで。およそ〈封解主ミカエル〉に開けられないものなど存在しなかったのである。
















　そう。友人たちの危機を察した精霊たちは、六喰が開けた空間の『孔』を通って、皆の元へと瞬間移動していたのだ。

　とはいえ、その方法が最善手であったかどうかは、士道にはわからなかった。

　確かに、他ほかに亜衣麻衣美衣や殿町たちを救う方法がなかったのだから仕方ないことではあるのだが、この手段には、ある致ち命めい的てきなリスクが伴ともなっていたのである。

　単純な理由だ。衆目の前に姿をさらした〈バンダースナッチ〉を狩かるということは即すなわち──

『と、十香ちゃん……よね？』

『折紙!?　あんた、その格好──』

『美九さん、なぜここに……!?　ていうかそれステージ衣装……じゃないですよね？』

『きゃああああああああ！　美ぃぃぃ九たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんッ!!』

『は……はぁっ!?　四糸乃さんに七罪さん!?』

『我が盟友耶俱矢！　まさかついに漆しつ黒こくのオーラに目覚めたのか……!?』

『えっ夕弦さんどうしたんですかそのえっちな服』

　などと、それぞれの画面から精霊の友人たちの狼狽と困惑、あとはところどころ興奮の声が響く。

　精霊たちは友人を救う代だい償しように、その正体を晒さらさねばならなかったのである。

「……ああ、もう。いくら〈ラタトスク〉でも、こんなの誤ご魔ま化かしきれるかしら。今から胃が痛いわ」

　琴里がにわかにざわめき出す画面の中の人々を見て、やれやれと額に手を置く。

　しかし琴里は「でも」と呟つぶやくと、キッと視線を鋭するどくした。

「──凌しのいでみせたわよ、アイザック・ウェストコット」

『ふむ』

　するとウェストコットは、小さく唸うなるようにそう言ってから続けた。

『実に鮮あざやかな手並みだ。賞賛に値あたいする。ただ、言わなかったかな？　私としてはどう転んでも構わない、と。──奥の手は常に残しておくべきだよ』

「……なんですって？」

　ウェストコットの言葉に、琴里が怪け訝げんそうに表情を歪ゆがめる。

　──次の瞬間。まるでその声に呼応するかのように凄すさまじい爆ばく発はつ音が響き、〈フラクシナス〉の艦体が大きく揺ゆれた。

「……!?　琴里！」

「く……！　ＤＥＭ艦の攻こう撃げき!?　マリア、状じよう況きようは!?」

『はい。これは──』

　琴里が忌いま々いましげな様子で問うと、マリアが困惑するように声を響かせてきた。

『〈フラクシナス〉にＤＥＭ艦が突とつ撃げき、そのまま随意領域テリトリーを同化させて横付けしているような格好です』

「随意領域テリトリーを……同化!?　そんなことが可能なの!?」

『理論上は可能です。相手の随意領域テリトリー組成を完全に把は握あくする解かい析せき力と、超ちよう高出力で以もつて展開された随意領域テリトリーがあればの話ですが』

「……っ」

　マリアの言葉に、琴里が息を詰まらせる。

　するとそれに合わせるかのようなタイミングで、自律カメラがメインモニタに映像を送ってくる。

〈フラクシナス〉の真横に食らい付くような格好で密着した、流線型の艦体を誇ほこる美しい空中艦の姿を。

「〈ゲーティア〉……ッ！」

　琴里が忌々しげにその名を呼ぶ。

　その名には聞き覚えがあった。〈ゲーティア〉。エレン・メイザースの駆る専用艦にして、かつて改修前の〈フラクシナス〉を墜おとした艦である。

〈フラクシナス・エクス・ケルシオル〉として復活したのち、精霊たちの力を借りて雪せつ辱じよくを果たしたとは聞いていたが──今その精霊たちの大半は天宮市各地に散らばってしまっていた。

「く、マリア、振ふり切って──」

　と、琴里がマリアに指示を発しようとした瞬間、〈ゲーティア〉のハッチが開いたかと思うと、そこから目にも止まらぬ速さで『何か』が飛び出してきて、〈フラクシナス〉の艦体に飛び付いた。

　次の瞬間、凄まじい爆発音とともに、艦橋の天てん井じようが切り裂さかれる。目ま映ばゆい魔ま力りよくの光を刃やいばの形に固めた高出力レイザーブレイドが閃ひらめき、艦橋に夕ゆう陽ひが射さし込んだ。もしも空中艦が随意領域テリトリーに覆おおわれていなかったなら、士道を含ふくむクルーたちは気圧差で外に吸い出されてしまっていただろう。

「な──」

「噓うそでしょ……!?」

　一瞬の狼ろう狽ばいが艦橋を満たす。

　そしてその一瞬は、その魔術師ウイザードにとって十分に過ぎる隙すきであった。

「艦の中が安全というのは幻想ですよ。──少なくとも、この私の前では」

　──エレン・メイザース。

　艦の外装を破は壊かいし艦橋へと乗り込んできた侵しん入にゆう者の姿を認にん識しきしたときにはもう、彼女の剣は、士道に迫せまりつつあった。恐おそらくあと一秒と待たず、その切っ先は士道の心臓に吸い込まれるだろう。

　だが──

「──奥の手は常に残しておく。人でなしの社長にしてはいい言葉でいやがります」

　どこからかそんな声が響ひびいたかと思うと、次の瞬間、士道に迫っていた魔力の刃が下方からかち上げられた。

「は──」

　一いつ拍ぱく置いて、理解する。

　自分が、誰だれに助けられたのかを。

「──真ま那な！」

「はい。──奥の手、参上です」

　そう。そこにいたのは、士道の──否、真士の実じつ妹まい、崇たか宮みや真那であった。その身に纏まとうは、狼おおかみを思わせるＣＲ‐ユニット〈ヴァナルガンド〉。どうやら万一に備えて、艦内に控ひかえていたらしい。

「はぁ──ッ！」

　真那は裂れつ帛ぱくの気合いとともに随意領域テリトリーを固めると、そのままエレンに組み付くような格好でユニットのスラスターを噴ふん出しゆつさせた。艦内が目映い光に包まれ、真那とエレンの身体からだが天井に開いた穴から艦外へと飛び出していく。

「真那……っ！」

　如い何かに真那とはいえ、一人でエレンに敵かなうとは思えない。士道は拳を握にぎると、全身に霊力を漲みなぎらせ、その場でぐっと足を縮めた。

「士道！　無茶よ、やめなさ──」

　士道の意図を察した琴里が制止しようとしてくるが、士道はその言葉を最後まで聞かず、艦橋の床ゆかを力一いつ杯ぱい蹴けった。

　そしてそのまま、風の天使〈颶風騎士ラフアエル〉の力を身体に纏わせ、天井に開いた穴から艦外へと身を躍おどらせる。

　一万五〇〇〇メートルという、目も眩くらむような高度。けれど、艦体を包む随意領域テリトリーのお陰かげか、周囲の気温や空気の薄うすさ、風などはさほど気にならなかった。白と紫むらさきでカラーリングされた滑なめらかな〈フラクシナス〉の外装に足を落ち着け、真那とエレンの姿を探す。

「──っ！」

　視界を遮さえぎるものなど何もない空間である。彼女らの姿はすぐに見つかった。

　問題は──そこにいたのが、真那とエレンのみではなかったということである。

「きゃははは！」

「あらあら兄きよう妹だいおそろいでー」

「あたしも混ぜてくれるぅ？」

　緊きん張ちよう感かんのない声を響かせながら、〈フラクシナス〉の外装の上に浮ふ遊ゆうする幾いく人にんもの少女たちがきゃはきゃはと笑う。

「〈ニベルコル〉！」

　それを認めて、士道は思わず名を叫さけんだ。

　そう──〈ニベルコル〉。魔ま王おう〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉とＤＥＭの技術が作り出した疑ぎ似じ精せい霊れいの少女である。

　そしてその笑い声の波を割るようにして、二人の人物が進み出てくる。

　一人は、エレンと同じＤＥＭの魔術師ウイザード、アルテミシア・アシュクロフト。

　そしてもう一人は──漆黒の本を携たずさえたＤＥＭの長おさ、アイザック・ウェストコットその人であった。

「ウェストコット……！」

　叫び、士道は表情に戦せん慄りつを走らせた。

　何しろそこに、ＤＥＭインダストリーの最高戦力と言っていい三人が揃そろっていたのだ。彼ら全員が本隊を離はなれこんな場所に現れるなど、正直予想だにしていなかった。

　遠くの空では未いまだ、澪がＤＥＭの空中艦を屠ほふり続けている。その光景を視界の端はしで捉とらえ、士道は理解した。恐らく彼らは澪の出現を予見し、こともあろうにあの大艦かん隊たいを囮おとりとして使い潰つぶしてみせたのである。

　そう。──士道の身体に眠ねむる霊れい力りよくを掠かすめ取り、澪の力を我が物にせんがために。

「やあ、イツカシドウ。いや、タカミヤシンジと呼んだ方がいいかな？　それにマナまで。──ふ、なんとも奇き妙みような取り合わせじゃあないか。まるで三〇年前に戻もどったかのようだ」

　ウェストコットが気安い調子で話しかけてくる。だがその目の奥には、まるで金属のような冷たい光が見て取れた。

「……ああ、本当だな。おまえもエレンも、何一つ進歩しちゃいない。三〇年もあったら、普ふ通つう何らかの成長はするもんだけどな」

　士道が皮肉げな口調で言うも、ウェストコットはその顔に薄い笑えみを張り付けたままだった。まるで仮面のような様相。僅わずかながら不ふ機き嫌げんそうな表情を作ったエレンが幾分か人間的に見えたくらいである。

「さて、本当なら昔話にでも花を咲さかせたいところだが──あいにくこちらも時間があるわけではないのでね。兄妹仲良く出で迎むかえてくれたところ悪いが、精霊たちが戻ってくる前に片を付けさせてもらうよ」

　ウェストコットの言葉と動作に合わせ、エレンが、アルテミシアが、そして〈ニベルコル〉が、士道と真那を囲うように展開する。

「く──」

「ち……」

　多勢に無勢。士道と真那は背中合わせになるような格好で応戦態勢を取った。

　真那は間ま違ちがいなく世界でも指折りの魔術師ウイザードであるし、士道もまた、その身に数多あまたの霊結晶セフイラを備えている。

　しかし、それを考こう慮りよに入れてなお、状況は非常に悪かった。

　人類最強エレン・メイザースに、彼女に次ぐ力を持つ魔術師ウイザード、アルテミシア・アシュクロフト。そして魔王〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉を駆かるウェストコットと、彼の眷けん属ぞく、疑似精霊〈ニベルコル〉。

　彼らを相手取るには、明らかに手数が足りない。このままでは──

　と。

「──あら、『兄妹仲良く』っていうのなら、一人忘れているんじゃあないかしら？」

　その瞬しゆん間かん、下方からそんな声が響いたかと思うと、外装に開いた穴の中から、小こ柄がらな人ひと影かげが飛び出してきた。

「……!?　琴里!?」

　その姿を視界の端に捉え、思わず声を上げる。

　そう。そこにいたのは〈フラクシナス〉艦長にして士道の妹、五河琴里だったのである。

　しかも、その装よそおいは先ほどまでのものとは違う。軍服と和装が組み合わさり、炎ほのおを纏まとったかのような赤い霊れい装そう。そしてその手には、身の丈たけはあろうかという巨きよ大だいな戦せん斧ぷを握っていた。

「おまえ、その姿は……！」

「何を驚おどろいてるのよ。六喰はみんなが戻ってくるための『孔あな』を維い持じしないといけないし、二亜に戦えるような力は残っていない。となれば、あとは私しかいないじゃない」

「だからって……！」

　士道が続けようとすると、琴里はキッと視線を鋭するどくし、声をひそめるようにして言ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。少しの間なら、破は壊かい衝しよう動どうに吞のまれずに力を振るえるわ。──こんな非常事態に何もできないなんて、冗じよう談だんじゃない……！」

「琴里……」

「琴里さん──」

　士道と真那は琴里の言葉に一いつ瞬しゆん視線を交かわすと、どちらからともなくこくりとうなずいた。

　そしてその手に剣けんの天使〈鏖殺公サンダルフオン〉を顕けん現げん、あるいはレイザーエッジ〈ヴォルフテイル〉を構える。

「──いくぞ、アイザック・ウェストコット。おまえはこっちの隙を衝ついたつもりかもしれないが、これが最悪のタイミングだったってことを思い知らせてやる」

「その通り。私たち兄妹の力、見せてやります。──ね、琴里さん？」

「……！　ええ！」

　士道と真那が言うと、琴里は小さく目を見開いてから天使〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の柄えを強く握り直す。

　士道と、真那と、琴里。

　士道を介かいした三人の兄妹が今、戦場で初めて肩かたを並べた。

　するとそれを見てか、ウェストコットが大層可お笑かしそうに笑う。

「──面おも白しろい。抗あらがってみたまえ、人間」

　瞬間。

「──！」

　その声に弾はじかれるようにして、エレンが、アルテミシアが、そして無数の〈ニベルコル〉が、一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。




　　　　◇




〈フラクシナス〉のさらに上空に浮遊した姉し妹まい艦かん〈ウルムス〉。

　その艦かん橋きようには今、緊きん急きゆう事態を示すアラームや、スピーカー越ごしの爆ばく発はつ音、そしてクルーたちの絶ぜつ叫きようじみた報告が飛び交っていた。

　だがそれも当然である。前方空域では、霊装と天使を顕現させた始原の精霊〈デウス〉とＤＥＭ艦隊が戦せん闘とうを繰くり広げ、その隙すきにウェストコット率いる別動隊が、〈フラクシナス〉を襲しゆう撃げきしているというのだ。

　加え、〈フラクシナス〉の主戦力たる精霊たちは今、その大半が各地に分散してしまっている。ほんの十数分前までは平和極きわまりなかった海岸に、一気に幾つもの戦火が生じてしまっていた。

「…………」

　艦橋の中心で車くるま椅い子すに座った〈ラタトスク〉円ラ卓ウ会ン議ズ議長、エリオット・ウッドマンは、表情を険しい色に染めながら、髭ひげの生えたあごを撫なでた。

　状じよう況きようは非常に厳しい。〈フラクシナス〉の外装上で戦闘を繰り広げる士道、琴里、真那はよく健けん闘とうしているが、圧あつ倒とう的な数の違いとエレンたちの力に圧おされつつあった。しかも、いつそこに〈デウス〉が襲い来るやもしれないというおまけつきだ。

「……〈デウス〉──澪、か」

　ウッドマンは、朧おぼろ気げな視界でメインモニタに映る精霊の輝かがやきを見やった。

　視力の衰おとろえた目でも──否いな、純正魔術師メイガスであるウッドマンには、目で見ずとも、その膨ぼう大だいな霊力をはっきりと感ずることができた。

　──間違いない。あのときの精霊だ。

　三〇年前。ウッドマンが人類への復ふく讐しゆうのため、ウェストコット、エレン、カレンとともに呼び出し──心を奪うばわれた存在。〈ラタトスク機関〉誕生の遠因。全すべての因いん縁ねんの起点にして原点。

〈フラクシナス〉クルーの村雨令音が澪の仮の姿であり、五河士道こそが、彼女に再組成された崇宮真士である、と報告を受けたときは驚いたが、不思議な納なつ得とく感もまた、ウッドマンの中に生じていた。

　精霊への恋こい。精霊を守る機関の発足。霊力を封ふう印いんする力を持った少年の発見──奇き跡せきのような巡めぐり合わせと思ってはいたが、もしかしたら澪は、ウッドマンの存在や行動さえ計算に入れて、全ての絵図を描かいていたのかもしれなかった。

「……やれやれ、とんだ悪女に惚ほれてしまったものだ」

　ウッドマンは自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくと、改めて思案を巡らせた。

　琴里からの報告によれば、始原の精霊・澪は、五河士道を崇宮真士に戻すため、残る霊結晶セフイラを回収し、全ての精霊を殺すつもりだという。

　──かつて恋した精霊と、自分が守り続けてきた精霊たち。その二つが敵対したなら、自分は一体どちらに付くべきなのか──

「……はっ」

　そこまで考えて、ウッドマンはもう一度笑った。

　──知れたこと。両方だ。

　エリオット・ウッドマンは、かつての仲間と袂たもとを分かってまで、精霊を守る道を選び、〈ラタトスク〉という組織を作り上げた。

　そんな我わが儘ままな男が、素す直なおに二に者しや択たく一いつの選せん択たく肢しなど選ぶはずがない。

　そして少なくとも五河士道なら──あの優やさしい少年ならば、ウッドマンの答えに賛同してくれるだろうという確信があった。

「──ならば彼のためにも、まずは精霊たちを守らねばな」

　ウッドマンは静かに言うと、後方に控ひかえていた女性に声を投げた。

「カレン。──〈ヴォーダン〉の準備を」

〈ヴォーダン〉。それは、〈ラタトスク〉の技術の結けつ晶しようとも言えるＣＲ‐ユニットの名であった。

　神々の王の名を冠かんした、金こん色じきの鎧よろい。純正魔術師メイガスにして人ウ造イ魔ザ術ー師ドたるウッドマンでさえ、顕現装置リアライザを以もつて身体からだを全ぜん盛せい期の状態に戻さねば扱あつかえない、超ちよう高出力ユニットである。

　そしてそれを使用するということは──ウッドマンに残された命の火を燃やし尽つくすということと同義であった。

「……行くのですね、エリオット」

　眼鏡の女性──カレン・メイザースが、平へい坦たんな、しかしどこか寂さびしそうな声こわ音ねで言う。ウッドマンは細く息を吐はいてから、「すまんね」と呟いた。

「アイクに、エレンに、アルテミシア。あの戦せん況きようを覆くつがえせる戦力は、〈ラタトスク〉に私しかいない。ならば──行くしかないだろう。精せい霊れいを守るために仲間を裏切った男が、その使命に殉じゆんじないだなんて、噓うそだとは思わないかい？」

　ウッドマンが言うと、カレンは数瞬の沈ちん黙もくののち、ため息混じりの声を零こぼしてきた。

「悩なやましいところですね。心情的には止めたいところですが──あなたがもしここで保身に走るような男なら、そもそも私はあなたに付いてきていなかったでしょう」

「──ふ」

　カレンの言葉に、ウッドマンは頰ほおを緩ゆるめると、「行こうか」と言うように首しゆ肯こうした。

　クルーたちの見守る中、カレンが、ウッドマンの車椅子のロックを外す。

　が──そのとき。

「……!?　お、お待ちください、ウッドマン卿きよう！　これは……この反応は……！」

　艦橋下段にいたクルーの一人が、何かに気づいたように甲かん高だかい声を上げた。




　　　　◇




「ふ──ッ」

「きゃははははははは！」

「死・ねぇぇぇぇぇぇぇッ！」

「く──」

〈フラクシナス〉は、一瞬にして戦場と化していた。

　濃のう密みつな魔ま力りよくで編まれたエレンやアルテミシアのレイザーブレイドが閃ひらめき、無数の本の頁ページが様々な形に変へん貌ぼうし飛来。それらを叩たたき落とす〈鏖殺公サンダルフオン〉。冷気を吐く〈氷結傀儡ザドキエル〉に突とつ風ぷうを巻き起こす〈颶風騎士ラフアエル〉。〈封解主ミカエル〉が空間に『孔』を開き、それ目がけて放たれた〈絶滅天使メタトロン〉の光線が拡散され、〈ニベルコル〉たちを一気に屠ほふり去る。

　真那は〈ヴァナルガンド〉の二大装備である〈ヴォルフテイル〉と〈ヴォルフファング〉を以て、琴里は〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉と、それから生ずる火か焰えんを以て、次々と敵を薙なぎ倒たおしていく。

　ＤＥＭが保有する最大の戦力と士道たち兄きよう妹だいが相争う、濃密なる戦場。

　刹せつ那なの油断が死を招くであろう目まぐるしい攻こう防ぼうの中、士道は複数の天使を顕現させながら、あるいは攻こう撃げきを放ち、あるいは仲間を助け、あるいは〈ニベルコル〉に愛を囁ささやきキスをしていった。

　だが──その戦いが均きん衡こうを保てていたのはほんの数分の間である。

　死のない〈ニベルコル〉の圧倒的な物量。唯ゆい一いつそれを封印することができる士道はエレンに集中的に狙ねらわれ、防戦一方にならざるを得ない。そうしている間に、琴里と真那が段々と圧されていった。

「ぐ……！」

「きゃはは、頑がん張ばるわねェェェェ！」

「でももう無む駄だよ！　これで──」

「おしまいなんだからぁ！」

　士道がエレンの攻撃をどうにか受け止めていると、〈ニベルコル〉の放った紙飛行機型の〈神蝕篇帙ベルゼバブ・・頁イエレツド〉が、四方から士道の身体を切り裂さいた。

「くあ……っ！」

　鋭するどい痛みが生じ、視界に血がしぶく。士道の身体に宿る〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉は瞬しゆん時じにその傷を治ち癒ゆさせようと身体に炎ほのおを灯ともしたが、集中力が途と切ぎれた一瞬の隙に、士道は〈ニベルコル〉に組み伏ふせられ、エレンにレイザーブレイドを突つきつけられた。

「士道！」

「兄様……！」

　琴里と真那が思い思いの呼び声を上げる。が──彼女らもまた、無数の〈ニベルコル〉に阻はばまれ、身動きが取れていない様子だった。

　そうこうしている間に、ウェストコットが大おお仰ぎように手を上げる。エレンがそれに応ずるようにうなずくと、無造作な調子でレイザーブレイドを振ふり上げた。

「──さて、終わりです」

「く……こんなところで……！」

　士道は呻うめくように声を上げると、拘こう束そくから逃のがれようと手足に力を込こめた。が、〈ニベルコル〉の力は強く、まるで動こうとしない。

「やっと……やっと、澪の本当の望みがわかったかもしれないのに……！」

　と──士道が絶叫じみた声を上げた、そのとき。




「──さて、今度こそ本当に、借りを返させていただきますわ、士道さん」




　そんな声が、どこかから響ひびいてきた。

　そして次の瞬しゆん間かん、士道たちがいた〈フラクシナス〉の外装一帯に黒色の影かげが広がったかと思うと、その中から一斉に、無数のシルエットが飛び出してくる。

　赤と黒の霊れい装そう。左右不均等に結ゆわれた髪かみ。そして──左の眼がん窩かに輝く時計の眼。

　そう。幾いく人にんもの『時崎狂三』がその場に出現し、〈ニベルコル〉に、そしてエレンやアルテミシアに組み付き、あるいは影を固めた弾だん丸がんを放ったのである。

「な──!?」

「え……っ!?」

「は、はぁぁぁっ!?」

　さすがに予想外だったのだろう。エレンとアルテミシア、〈ニベルコル〉たちの狼ろう狽ばいが辺りに満ちる。

　無論、〈ニベルコル〉はまだしも、エレンやアルテミシアは、驚きよう愕がくの表情を浮うかべながらも狂三たちの攻撃を弾はじき、かわし、逆にその身体を袈け裟さ懸がけに切り裂いていたが──不意を衝つかれたことにより、数瞬注意をそちらに向けざるを得なくなったようだった。

　だから──気づかなかったのだ。

〈ニベルコル〉たちの後ろに控え、指示を発していた指揮者。

　その背後にもまた、黒い影が蟠わだかまっていたことに。

「──ようやく隙すきを見せてくれましたわね、アイザック・ウェストコット」

　ウェストコットが微かすかに眉まゆを揺ゆらし、後方を振り向く。

　だがそのときにはもう──狂三の腕うでが、彼の胸を貫つらぬいていた。

「────」

「アイク……！」

　エレンの悲鳴じみた絶ぜつ叫きようが、辺りの空気を震ふるわせる。

　夥おびただしい血しぶきとともに、ウェストコットの胸から、小さな結晶のようなものが姿を現した。

　──霊結晶セフイラ。ウェストコットが二亜から奪うばい取った、精霊の力の源である。

「うふふ──確かに、いただきましたわ」

　狂三はニィと笑いながら言うと、空中に浮ふ遊ゆうした霊結晶セフイラを奪い取り、後方へと跳ちよう躍やくした。

　瞬間──

「が……!?」

「あ、あ、あああ……っ！」

　辺りに存在していた〈ニベルコル〉たちが不意に苦しみだし、バタバタと倒れたかと思うと、それぞれが一枚の紙に変化し、そのまま空気に溶とけ消えていった。

〈ニベルコル〉はもともと〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉の力によって生み出された疑ぎ似じ精霊。その力の源たる霊結晶セフイラが宿主から引き剝はがされたことにより、存在を保てなくなったのだろう。

　それに合わせるようにして、周囲に展開していた幾人もの狂三の分身体が、ウェストコットに銃じゆう口こうを向ける。

「きひ」

「きひひひ」

「きひひひひひひッ！」

　狂くるったような笑えみを浮かべ、分身体たちが一いつ斉せいに引き金を引いた。何発もの弾丸が、ウェストコットに収束していく。

「──あああああああぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　エレンが吼ほえ、自分の周囲に群がっていた狂三の分身体を吹ふき飛ばしながら、ウェストコットのもとへと猛もう進しんする。

　恐おそらく叫さけびから一秒とかからずにウェストコットの元に至ったエレンは、彼の身体を随意領域テリトリーで包み込んだ。

　だが、それでも数発の弾丸は、エレンよりも早く着弾していたらしい。ウェストコットの右みぎ肩かたと左足、そして脇わき腹ばらから鮮せん血けつがしぶく。

「く……！　アイク、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　エレンは随意領域テリトリーでウェストコットの身体を支え、傷を止血しながら、周囲の状じよう況きようを確かく認にんするように、眼球をぐるりと巡めぐらせた。

「──、アルテミシア！　退ひきますよ！」

　思考は一瞬。判断は刹那。エレンが叫びを上げる。如い何かに人類最強の魔術師ウイザードたるエレンでも、〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉と〈ニベルコル〉を失い、その上手負いのウェストコットをかばいながら戦うのは分が悪いと判断したのだろう。

「──っ、了りよう解かい！」

　アルテミシアがうなずき、狂三の分身体を切り払はらって地面を蹴ける。

　ウェストコットを随意領域テリトリーで抱かかえたエレンとアルテミシアはその場を逃れると、そのまま凄すさまじい速さで空へと消えていった。

　狂三の分身体が追つい撃げきとばかりに数発の弾丸を撃うち込みはしたものの、それを追いかける個体はいない。

　狂三もわかっているのだろう。本気のエレンに追いつけるはずがないことと──仮に追ったとしても、徒いたずらに損害を増やしてしまうだけになるであろうことを。

「狂三……!?」

　一いつ拍ぱく置いて、士道はようやくその少女の名を呼んだ。

　間ま違ちがいない。そこにいたのは、澪に殺されたはずの精せい霊れい・時崎狂三であったのだ。

　しかも、未来の世界での狂三のように、一人の分身体のみを逃したものとも違う。天使の能力を備え、無数の分身体を伴ともなった、紛まぎれもない『本物の狂三』であった。

「ええ、ええ、ごきげんよう、士道さん。琴里さんに真那さんも。いかがされましたの？　そんなにおかしな顔をされて」

　言って狂三がくすくすと笑う。分身体たちもそれに倣ならったものだから、辺りに奇き妙みような笑い声が霧きりのように立ちこめた。

「いかがって……おまえはさっき死んだはずじゃ……」

「あら、あら。澪さんのことを教えてくださったのは士道さんではありませんの。まさかこのわたくしが、何の方策も持たずに澪さんの前に立つと思いまして？」

　狂三は戯おどけるように言うと、短たん銃じゆうを自分のこめかみに押し当てるような動作をしてみせた。

「──澪さんがわたくしから霊結晶セフイラを奪い、外界に出ようとした瞬間、【八ヘのツ弾ト】で生成した分身体に、わたくしの記き憶おくと霊結晶セフイラを譲じよう渡としたのですわ。──無論、相応の準備は必要になりましたけれど」

「な──」

　狂三の言葉に、士道は目を丸くした。確かに情報を提供したのは士道であるし、何とかして狂三が生き残る方法はないかと思ってもいたが──まさかそんなことが可能だとは。

「っていうことは……今のおまえは、分身体の身体からだに本物の狂三の人格が乗っかってる状態……ってわけか？」

　士道が言うと、狂三は何やら意味深に、ふっと笑ってみせた。

「まあ、詳くわしいことは追々お話ししますわ。その機会があれば、ですけれど。──それよりも、今は」

　狂三は目を細めると、ウェストコットから奪い取った霊結晶セフイラを矯ためつ眇すがめつ眺ながめ、それに短銃の銃口をかざした。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【四の弾ダレツト】」

　そしてそう言って、【四の弾ダレツト】を撃ち込む。

　すると、闇やみのような色をしていた霊結晶セフイラが、ぼんやりとした淡あわい輝かがやきを帯び始めた。

　そう。──反転していた霊結晶セフイラが、もとの状態に戻もどったように。

「ようやく、ようやく手に入れましたわ」

　狂三はニィと笑うと、霊結晶セフイラを自分の胸むな元もとに押し当てた。

　すると、霊結晶セフイラは一ひと際きわ強い輝きを放ち──狂三の胸に吸い込まれていった。

「あ──はァ……」

　狂三が満足げに微笑ほほえみ、快感を覚えるように身を震わせる。

「ああ、ああ、滾たぎりますわ、滾りますわ。これが──二つ目の霊結晶セフイラ。うふふ、今ならば何でもできてしまいそうですわ」

「狂三……!?　おまえ、一体何を──」

　と、士道が驚愕に目を見開きながら叫ぶと、それに合わせるかのように、別の叫び声が聞こえてきた。

「シドー！」

「士道さん……！」

　次の瞬間、〈フラクシナス〉の外装に開いた穴から、限定霊装を纏まとった精霊たちが幾人も飛び出してきた。どうやら『孔あな』の向こうで〈バンダースナッチ〉を撃げき破はし、こちらに戻ってきてくれたようだ。

「すまぬシドー！　遅おそくなった──」

　十香が身を翻ひるがえらせながら〈鏖殺公サンダルフオン〉を構え──そこにいた狂三の姿を認めて目を丸くする。

　他ほかの精霊たちも、六喰や二亜から最低限の説明は受けていたようだったが、さすがに狂三がいるのは予想外だったのだろう。十香と似たような反応を示していた。

「狂三……？」

「えっ、どうしたんですかー？　ＤＥＭの人がだーりんたちを襲おそってるって聞いたんですけどぉ……」

　美九が辺りをきょろきょろ見回しながら言うと、狂三は可お笑かしそうに笑った。

「うふふ、申し訳ありませんけれど、士道さんを助ける役はわたくしがいただいてしまいましたわ。まあ──」

　言って狂三が、自じ嘲ちよう気味に肩かたをすくめる。

「──どうやら、さらに厄やつ介かいなお方がおいでになってしまったようですけれど」

「え……？」

　狂三の言葉に、微かに眉まゆ根ねを寄せる。

　が──それから刹せつ那なの間も置かず、士道はその言葉が意味することを理解した。否いな、半ば強制的に理解させられた。

　士道が瞬まばたきをした次の瞬しゆん間かん、世界が、様変わりしたのである。

「な──」

　夕ゆう陽ひに染められた雲海から、鋭えい利りな直線で構成されたモノクロの空間へと、一瞬にして辺りの景色が塗ぬり替かえられる。

　まるで夢の中にでも放ほうり込まれたような──否、どちらかというと、美しい夢から覚まされ、冷たい現実に呼び戻されたかのような感覚であった。

「……！　士道さん！」

「これは……！」

　精霊たちが狼ろう狽ばいと動どう揺ように満ちた声を上げる。

　士道とて気持ちは同じだった。突とつ然ぜんのことに、一瞬言葉を失う。

　だが、士道と精霊たちには、決定的な違いがあった。士道は既すでに一度、この現象を体験していたのである。

「澪……ッ！」

　喉のどを絞しぼるようにしてその名を叫ぶ。

　そう。これは間違いなく、澪が持つ第二の天使の権能であった。

「──うん。ごめんね、シン」

　士道の呼び声に応こたえるかのように、空中からそんな声が響ひびいてくる。ハッと目を見開きそちらに目をやると、先ほどまで何もなかった虚こ空くうに、いつの間にか澪の姿が現れていた。

　否、それだけではない。その頭上には、中心に少女を包んだ花が、背後には、幹に少女を抱いだいた大樹が、枝と根を放射状に広げるような格好で浮遊している。

　万物の命を奪う、死の天使〈万象聖堂アイン・ソフ・オウル〉。

　そして、あらゆる条理を書き換かえる、法の天使〈輪廻楽園アイン・ソフ〉。

　それは、澪を最強たらしめる両りよう翼よく。規格外の力を持った破は滅めつの使徒たちである。

「あんな陽動に引っかかるなんて、私もまだまだだな。でも、無事でよかったよ。狂三も、ありがとう。シンを守ってくれたんだね」

「……あら、あら」

　澪の感謝の言葉に、含ふくむところは感じられなかったが──否、感じられなかったからこそか──狂三は不快そうに顔を歪ゆがめた。

「シドー！」

　十香の叫び声に合わせるようにして、精霊たちが士道を守るように展開する。皆みな油断なく澪を睨にらみながら、天使を構えてみせた。

「澪の狙ねらいは士道。私たちが時間を稼かせいでいる間に逃にげて」

「話を聞くに、真那であれば、殺されることはねーはずです。一いち番ばん槍やりはお任せを」

　士道の前に陣じん取どった折紙と真那が、目線を澪から外さぬまま言ってくる。

「…………」

　しかし士道は、ぐっと拳こぶしを握にぎり込むと、彼女らの肩に手を置き、前に進み出ていった。

「シドー!?」

「制止。何をしているのですか、危険です」

　精霊たちが士道を制止してくる。が、士道は構わず歩みを進めた。

　この空間に囚とらわれてしまった時点で逃げることなど不可能であることは身を以もつて体験済みであるし──何より、澪を救うためには、逃げてなどいられなかったのである。

　そう。士道はようやく気づいたのだ。

　令音とキスを交かわしてから断続的に生じる頭痛の理由に。

　その際断だん片ぺん的に呼び起こされる記憶の正体に。

　──そして、それが指し示す真実に。

「……澪」

「──シン」

　士道が名を呼ぶと、澪がどこか嬉うれしそうにそう返してきた。

　その所作に、表情に、心臓がきゅうと締しめ付けられるかのような感覚を覚える。

　だが、その痛みを押して士道は続けた。

「……ようやく、わかったよ。この記憶は──澪、おまえのものだったんだな」

　こめかみに手を触ふれながら、澪の目を見つめる。

　確かに、令音の攻こう略りやくは失敗に終わった。キスによって経パ路スこそ繫つながったものの、霊れい力りよくの封ふう印いんは行われなかった。あまつさえ繫がった経パ路スを通じて、士道が持つ未来の記憶を知られてしまった。まさに、考え得る限り最悪の結果と言っていい。

　けれど、それはもう一つの出来事を示してもいた。

　経パ路スによって士道の記憶が令音に共有されたのと同様に、令音──澪の記憶もまた、士道に共有されていたのである。

　真士を失った絶望が、悲ひ哀あいが、ありとあらゆる負の感情が一気に流れ込んできて、士道は酷ひどい頭痛に苛さいなまれていたのだ。

　だが、澪の絶望の中に一つだけ、小さく輝く希望の光があった。

　それこそが──士道の存在だったのだ。

　しかし──

「……俺は、おまえの霊力を封印することができなかった。きっと、単純に力が足りなかったっていうのもあるんだろう。おまえは始原の精せい霊れい。対して俺は、まだ全すべての霊結晶セフイラを集めきってもいない半はん端ぱ者だ」

　でも、と士道は続けた。

「それだけじゃない。それだけじゃ……なかったんだ。単純な理由だよ。今まで何度も琴里に聞かされてきた。──精霊の霊力を封印するためには、精霊の心を開かせて、キスをしなきゃならないって。けど、澪はまだ、俺に心を開いてくれちゃいなかったんだ……！」

「……シン？」

　士道の言葉に、澪が困こん惑わくした表情を浮うかべる。それに合わせるように、後方から琴里の怪け訝げんそうな声が聞こえてきた。

「どういうこと？　確かにあのとき、彼女の好感度は封印可能域に達して──」

「違ちがう。違うんだよ。澪が好きなのは──士道俺じゃなく、真シ士ンなんだ」

　士道は滲にじみそうになる涙なみだを抑おさえ、詰つまりそうになる言葉を吐はき出した。

「そして真士は……もう、いないんだ」

「────」

　澪が、言葉を失い、目を見開く。

　ぞわりという悪お寒かんが背筋を通り抜ぬける。自分自身が発した言葉によるものなのか、澪の心をつぶさに感じ取った〈輪廻楽園アイン・ソフ〉によるものなのかはわからなかったけれど、周囲の気温までぐんと下がったような気さえした。

　澪が、微かすかに震ふるえる唇くちびるから、言葉を零こぼす。

「何を──言ってるの、シン。だから私は、シンを作り直したんだよ？　精霊の力を与あたえて、今度は絶対死なないように──」

「……ああ。おまえの力は本当にすごいよ。でも、仮に俺が全ての霊結晶セフイラを集めた上で、俺の頭から『五河士道』の記き憶おくを失わせたとして──」

　士道は一瞬言葉を止めた。

　それは、澪の心を砕くだくやもしれない一言である。澪のことを愛いとしく思う真士の記憶が、令音を慮おもんぱかる士道の心が、それを発することを拒こばんだ。

　けれど──言わなければならない。士道は血が滲にじまんばかりに拳を握りしめながら、その一言を放った。




「──それは、本当に真士なのか？」




「────」

　それは。

　破滅的な一言であるとともに、士道が澪の記憶から思い至った可能性であった。

　澪自身が、心のどこかで思いながらも、蓋ふたをしていた事実。もしかしたらと考えながらも、無視せざるを得なかった可能性。

　士道は、それをあえて掘ほり起こしたのだ。

「真士の姿をして、真士の記憶を持った人間。でも、それは真士じゃない。真士の魂たましいは、そこには存在しない。……きっとおまえはそれをわかってしまっている。わかっていながら、縋すがらざるを得なかった！　でも──それで本当に、おまえの心は満たされるのか、澪……ッ!?」

「…………」

　士道の言葉に、澪はしばしの間無言になり──やがて悲しそうに唇を開いてきた。

「……どうして、そんなことを言うの、シン……？」

　澪の言葉に合わせるように、士道たちを包む空間が微かに蠢しゆん動どうする。

「私には、シンしかいないのに。シンともう一度会うためだけに、今まで生きてきたのに」

「──ふざけるな！」

　思わず。士道は大声を張り上げていた。

　突然のことに驚おどろいた精霊たちが、ビクッと肩かたを震わせる。

「シンしかいない……？　馬ば鹿か言うなよ。俺が！　精霊たちが！　いるだろうが！　俺たちと過ごした時間は、真士と過ごした時間に劣おとるものだったのか……!?」

「…………」

　士道の訴うつたえに、しかし澪は、さしたる反応を示さなかった。──まるで、そんな問答はとうに済ませたとでもいうように。

　その代わり、「ああ、そうか」と、涙を滲ませながら澪が呟つぶやく。

「シンじゃないから、そんなことを言うんだよね。早く、シンに戻もどしてあげないと。──今までありがとう、士道。でも、もうお別れだ」

　──瞬しゆん間かん。

　ざわり、と空気が震えたかと思うと、澪の背後に浮ふ遊ゆうしていた大樹がざわりと蠢動し、その『枝』と『根』を天地に伸のばしてみせた。

　それらは触しよく手しゆのように蠢うごめくと、目にも止まらぬ速さで、士道目がけてその先せん端たんを躍おどらせてくる。

「な──」

「く……っ！」

「危ない……！」

　十香が〈鏖殺公サンダルフオン〉を、耶俱矢が〈颶風騎士ラフアエル〉を振ふるい、士道に迫せまる『根』を斬きり伏ふせ、吹ふき飛ばす。

「すまん、助かった……！」

「気にするな！　だがこれからどうする!?」

　十香が〈鏖殺公サンダルフオン〉を構えながら叫さけぶように言ってくる。士道は、小さくうなずきながら澪の方を見やった。

　もとより、逃げられはしない。それに──気づいてしまった士道には、やらねばならないことがあった。

「澪に……もう一度、キスをする」

「何……？」

「は……!?　好感度が足らないってあなたが言ったんじゃない！」

　士道が言うと、琴里が意味がわからないといった調子でそう叫んできた。

　確かにその通りである。だが──否いな、だからこそ、士道は行かねばならなかった。

「だから──今度は真士じゃない。俺を、五河士道を、選ばせる。でないと、きっと澪は──」

　士道の言葉は、最後まで発されなかった。再び下方から『根』が、上空からは『枝』が、士道の身体からだを捉とらえんと伸びてきたのである。

「シドー！」

「ぐ──」

　否、今度はそれだけではない。澪の霊れい装そうが蠢いたかと思うと、光り輝かがやく帯のようなものが、精霊たちに向かって伸ばされた。

　それには見覚えがあった。未来の世界での記憶。士道の捕ほ縛ばくを目的とした『根』や『枝』とは違う。精霊たちを刺さし貫つらぬき霊結晶セフイラの残ざん滓しを抜き取らんとする必殺の一いち撃げきである。

「避よけろ、みんな！　それは喰くらっちゃ駄だ目めだ！」

『──！』

　士道の声に応こたえるように、精霊たちが外装を蹴けり、あるいは帯を打ち払はらう。だが、それによって生じた一いつ瞬しゆんの隙すきに、無数の『根』が士道を襲おそった。

「く──っ！」

「主様！」

「だーりん！」

　精霊たちの悲鳴が鼓こ膜まくを震わせる。

　だが、『根』が士道に至ろうとした瞬間、士道は身体からだをぐいと引っ張られたかと思うと、不思議な浮遊感に包まれた。

　一瞬あと、状じよう況きようを理解する。──士道はすんでのところで、頭上に現れた狂三に助けられたのだと。

「狂三！」

「うふふ、危ないところでしたわね」

　狂三は、引っ張り上げた士道をお姫ひめ様さま抱だっこのような格好で抱かかえながら、『根』や『枝』を軽かろやかに避けてみせた。

「……この格好、ちょっと恥はずかしいんだが」

「今はそんなことを言っている場合ではありませんわよ。それより──」

　無数の分身体に自身と士道を防護させながら、狂三が士道の目を覗のぞき込んできた。

「──面おも白しろいことを仰おつしやっておられましたわね。澪さんに、もう一度キスをするとか」

「……ああ。そのつもりだ」

　士道が答えると、狂三は意外そうに、しかし面白がるように目を歪ゆがめた。

「とはいえ、士道さんは一度封ふう印いんに失敗しているのでしょう？　何か勝算がありますの？」

「……それは──」

　士道は一瞬の逡しゆん巡じゆんののち、それを告げた。

　澪の記憶を共有したことにより得た気づき。

　──その、もう一つの可能性を。

「…………」

　それを聞いた狂三は、一瞬目を丸くし、

「……あら、あら」

　と、苛いら立だたしげに、しかしどこか悲しげに、目を細めた。

「……それが、澪さんの本当の望み、ですの？　自分勝手もそこまで極きわまると笑えてきますわね。そんなことのために、わたくしたちは精せい霊れいにされたと仰いますの？」

　狂三は吐き捨てるようにフンと鼻を鳴らすと、小さな吐と息いきののち、もう一度士道の顔を覗き込んできた。

「──士道さん」

「なん──、……ッ!?」

　士道は、途と中ちゆうで言葉を止めた。

　否、正確に言うならば、止めさせられた。

　──狂三の、柔やわらかな唇によって。

　そう。狂三は士道を抱きかかえた姿勢のまま──士道に、キスをしていたのである。

「……、……!?」

　突とつ然ぜんのことに、頭が混乱する。だが、やがて触ふれ合った唇を通じて温かいものが流れ込んでくる感覚を覚え、士道は状況を理解した。

　──狂三が。

　あの最悪の精霊が、士道に霊れい力りよくを託たくしてくれたのだと。

「──勘かん違ちがいしないでくださいまし、士道さん」

　まるでそんな士道の思考を読んだかのように、狂三がつんと顔を逸そらす。

「この空間に囚とらわれた以上、逃にげ場はないのでしょう？　澪さんが未来の情報を有してしまった以上、〈刻々帝ザフキエル〉での時間遡そ行こうも止められてしまう可能性が高いですわ。──ならば、悲願の霊結晶セフイラを抱えて死ぬより、少しでも生存率の高い可能性に賭かける方が利口ではありませんこと？」

　狂三の霊装が光を帯び、空気に溶とけ消えていく。

　が、狂三はさして恥じらう様子もなく、続けた。

「わたくしがここまでしたのですわ。きちんと、やり遂とげてくださいまし」

　狂三が士道に向き直り、目を見つめながら言ってくる。時計のように時を刻んでいた左眼は、いつしか普ふ通つうの瞳ひとみへと変へん貌ぼうしていた。

「──ああ。ありがとう、狂三」

　士道はこくりとうなずくと、もう一度狂三にキスをして、身体を空に躍らせた。







「──あら、あら」

　士道の背を見送りながら、狂三は指で唇くちびるをなぞった。

「随ずい分ぶんとやるようになりましたわね、士道さん」

　そしてくすくすと笑いながら、小さく息を吐はく。

「……にしても、綺き麗れいに持っていきますのね。何割かでも霊力が残れば、格好も付いたでしょうに」

　先ほど士道が言った言葉を、頭の中で反はん芻すうさせる。──精霊の力を封印する条件。心を開かせ、キスをする。

　ならば、ここまで見事に霊力を封印されてしまった狂三は──

「──まったく。我ながら、困ったものですわね」

　狂三はふっと頰ほおを緩ゆるめたのち、他ほかの精霊たちと同様に限定霊装を顕けん現げんさせ、再び戦いへと身を投じた。







「────」

　──漲みなぎる力が、身体を満たす。

　狂三の霊結晶セフイラと、二亜の霊結晶セフイラ。今まで封印した皆みなのものと合わせて一〇の力をその体内に取り込んだ士道は、万能感にも近い感覚を覚えていた。

　身体が軽い。痛みがない。疲ひ労ろうが噓うそのように霧む散さんし、代わりに手足の指先まで生命力が充じゆう実じつしていく。

　今までとは明らかに異なる、超ちよう常じよう的てきな霊力。

　これならば──いける。

「〈颶風騎士ラフアエル〉！」

　士道はぐっと拳こぶしを握にぎると、身体中に風を纏まとわせ、空を駆かけた。

　今まで避けるのがやっとだった『根』や『枝』の動きが、まるで止まっているかのように緩かん慢まんに見える。迫り来る攻こう撃げきを容易たやすくかわし、澪の元へ。

　否──それは、士道が霊結晶セフイラを全すべて手にしたからだけではなかったのかもしれない。

　茨いばらのように生おい茂しげる『根』や『枝』をかわす際、士道は視界の端はしに、奇き妙みようなものを捉えていたのである。

　それは、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の幹、そして〈万象聖堂アイン・ソフ・オウル〉の中心にあった少女の像。

　今の士道の超ちよう感覚がなければ気づかないような、小さな差異。

　士道の目にはその二体の少女像が、どこか悲しげに微笑ほほえんでいるように見えたのである。

　まるで──澪をよろしく、とでも言うかのように。

「──任せろ」

　士道は誰だれにともなくそう呟つぶやくと、空を蹴って、文字通り瞬またたく間まに澪の元へ至った。

「──！　シン──」

　澪が、驚おどろいたように目を丸くする。

　士道は有う無むを言わせぬまま澪を抱き締しめると──

「ん──」

「────」

　その唇に、自分の唇を、重ねた。








第四章　仮初めの楽園









「アイク──アイク！　大だい丈じよう夫ぶですか、アイク！」

　随意領域テリトリーでウェストコットの身体からだを抱かかえながら戦場を離はなれたエレンは、止血と鎮ちん痛つう、そして治ち癒ゆ促そく進しんを施ほどこしながら、ウェストコットに絶え間なく呼びかけていた。

　ウェストコットの傷は間ま違ちがいなく致ち命めい傷しよう。だが、彼を抱だくのが人類最強の魔術師ウイザードであれば話は別である。医療用顕現装置メデイカル・リアライザほどではないにしろ、精せい緻ちに編まれたエレンの随意領域テリトリーは、なんとかウェストコットの傷を塞ふさぎつつあった。

　とはいえ、それはあくまで身体面の話だ。仮に傷が綺き麗れいに治ったとしても、意識を失ってしまったなら再度目覚めるかどうかはわからない。そうならないために、エレンはウェストコットに呼びかけ続けていたのである。

「……ああ、聞こえているよ、エレン」

　ウェストコットは、小さく、しかし確かにそう応こたえると、微かすかに震ふるえる指で血に染まった胸むな元もとを撫なでた。

「……ふ、なるほど、生きながらにして霊結晶セフイラを抜ぬかれるのはこういう感覚なのか。貴重な体験ができた」

「冗じよう談だんを言っている場合ですか……！」

　エレンが泣きそうな声で怒ど鳴なると、ウェストコットはそれを宥なだめるように微笑ほほえんだのち、隣となりにいたアルテミシアに視線を向けた。

「……それで、状じよう況きようは？」

「──〈デウス〉が来訪。〈ナイトメア〉が五いつ河か士し道どうに力を託たくし、〈デウス〉に向かっていったみたいです」

「……〈ゲーティア〉は？」

　続けて、ウェストコットが問うてくる。今度はエレンがそれに応じた。

「……、未いまだ〈フラクシナス〉の横に。遠えん隔かく操作は途と切ぎれていません」

「……なるほど」

　エレンの言葉に、ウェストコットが満足げにうなずく。

「──順調、ということだね？」

　そして、ウェストコットは笑った。

　あたかも──全てが、自分の描かいた絵図の通りに進んでいるとでもいうかのように。




　　　　◇




　雲海の上。巨きよ大だいな城の如ごとく天空に座した空中艦かん、〈フラクシナス・エクス・ケルシオル〉の外装上で。

「ぐ……っ」

　艦長にして司令官・琴こと里りは、小さく苦く悶もんを漏もらすと、そのままがくりと膝ひざを突ついた。

　それに合わせるようにして、手にしていた天使〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉と、身体を覆おおっていた霊れい装そうが空気に溶とけ消える。勇ゆう猛もうなる炎ほのおの精せい霊れいは、軍服を羽織った小さな少女へとその姿を戻もどした。

「琴里！」

「大丈夫でいやがりますか、琴里さん」

　精霊たちや真ま那なが、心配そうに琴里のもとへと集まってくる。琴里は皆みなを安心させるように、努めて平然とした様子でうなずいてみせた。

「ええ、大丈夫。傷を負ったわけじゃないわ。──ただのタイムリミットよ」

　胸に手を置き、呼吸を整えながらそう答える。するとその言葉に、精霊たちや真那はほうと安あん堵どの息を吐はいた。

　琴里の持つ炎の天使〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉は、絶大な破は壊かい力と反則じみた回復能力を有する代わりに、その力を発現させると、強きよう烈れつな破壊衝しよう動どうが芽生えてしまうのだ。そのため、琴里は可能な限り霊装や天使を顕けん現げんさせないようにしていたし、今回のようにやむを得ない場合でも、戦せん闘とう時間に自主的に制限を設けていた。

　とはいえ、それが戦闘の真っ最中だったなら、タイムリミットが訪おとずれても限定霊装を解除できるとは限らない。そういう意味では、今回はまさに僥ぎよう倖こうであった。

　そう。つい先ほどまで辺りに嵐あらしのような暴ぼう威いを振ふるっていた澪みおの攻こう撃げきが、完全に鳴りを潜ひそめていたのである。

　だが──それが素す直なおに喜んでよい事態なのかどうかは、琴里には判別が付かなかった。

　何しろ、士道が澪のもとに至ってキスをした瞬しゆん間かん、澪の背後や頭上に浮ふ遊ゆうしていた巨大な天使たちがその姿を変容、士道と澪を包み込み、大きな球体を形作っていたのである。

「これは……」

「怪け訝げん。一体何が起こったというのでしょうか」

　耶か俱ぐ矢やと夕ゆ弦づるの怪訝そうな声が、静かに辺りを通り抜ける。

　だがその言葉は、口にしたのが八や舞まい姉し妹まいというだけで、今ここにいる全員の感想と言っても過言ではなかった。

　大きさは、直径一〇メートルほどだろうか。光の加減によって様々な色を映す宝石のような外装に覆われた、滑なめらかな球形。

　その姿は巨大に過ぎる繭まゆか──あるいは、発芽を待つ植物の種子を思わせた。

「琴里、シドーはどうなったのだ？　無事なのか？」

　十とお香かが、不安そうに眉まゆを歪ゆがめながら問うてくる。琴里は一瞬逡しゆん巡じゆんしたのち、大きく首を前に倒たおした。

「ええ、もちろんよ。士道がこんなことでやられるものですか」

「む……うむ、そうだな」

　琴里の返答に、十香がうなずき返してくる。

　その様は、琴里の言葉を素直に信じたというよりも、司令官として皆を不安がらせるわけにはいかない、という琴里の立場を慮おもんぱかってくれたようにも思えた。

　……子の成長を見る親というのはこんな気分なのだろうか？　今はそんな場合ではないと自覚しつつも、奇き妙みような感動を覚えてしまう琴里であった。

　とはいえ、この状態ではあまりに手がかりがなさ過ぎる。琴里は耳の裏に装着しておいた通信機に向けて声を発した。

「──艦かん橋きよう、聞こえる？　観測装置で中の様子を探さぐってみてちょうだい」

「はいはーい、ちょっと待ってね妹ちゃーん」

　と、琴里の指示に応えるように、そんな声が響ひびいてくる。

　だが、琴里は違い和わ感かんに眉根を寄せた。その声は、骨伝導の通信機越ごしではなく、直接耳に聞こえてきた気がしたのである。

　その理由はすぐに知れた。──〈フラクシナス〉の外装に開いた穴から、〈ラタトスク〉の軍服を着た二に亜あがひょっこりと顔を出したのである。

「どもー、呼ばれて飛び出る二亜ちゃんデース」

「二亜！」

　琴里が名を呼ぶと、二亜は気安い調子でヒラヒラと手を振りながら、うんしょと外装の上に上がってきた。他ほかの精霊たちは霊れい力りよくと身体能力に任せて飛び出してきたが、二亜はそうもいかないらしく、艦橋から梯はし子ごをかけて上ってきたらしかった。

「うっひゃー！　怖こっえぇぇぇぇ！　ここが高度一万五〇〇〇メートルの世界!?　落ちたら一巻の終わりなんてもんじゃないねぇ。あー、でも寒さとか風は大丈夫なんだ。やっぱ随意領域テリトリー半はん端ぱないね！　かがくのちからってすげー！」

　などと、きゃいきゃいとはしゃぎながら、二亜が地上を覗のぞき込む。その場違いな様子に、琴里は思わず半眼を作った。

「どうしたのよ二亜。いくら戦闘が中断してるからって、こんなところに出てくるのは危険よ？」

「ん？　ああ、そうだった。これこれ」

　琴里に言われて思い出したように、二亜が背負っていたバックパックの中から、手の平大の機械のようなものを取り出す。

「んーと、あ、マナティ。これ、あの繭みたいなやつに張り付けてみてくれる？」

　そしてそれを、近くにいた真那に手て渡わたす。謎なぞの装置を受け取った真那は、不思議そうに首を傾かしげた。

「これは？」

「観測装置の端たん末まつ。随意領域テリトリーで覆うだけでも解かい析せきはできるけど、これを対象に張り付けると、より正確に内部構造を把は握あくできるらしいよ」

「ほう。なるほど、了りよう解かいしました。でも、わざわざこれを届けに？　言ってくれれば艦橋に受け取りにいきましたが」

「えー。だって精霊みんなで総力戦感出してるのに、あたし一人だけ艦橋でお留守番ってなんかアレじゃん。真の仲間じゃない感あるじゃん」

「そ、そういうものでいやがりますか……？」

　真那が、よくわからないといった表情をしつつも、それ以上追つい求きゆうするのも面めん倒どうと思ってか、曖あい昧まいにそう返した。

「十分注意してちょうだい、真那。抵てい抗こうがなくなったとはいえ、あれがどんなものかはまだわからないわ」

「ええ、重々承知していやがります」

　琴里の言葉にうなずき、真那が軽く足を縮めてから、反動を利用するようにして空を駆かける。無論推進力は背に負ったスラスターなのだが、その動力源はイメージを力にする顕現装置リアライザだ。真那にとって『素早く動く』というイメージがその動作なのだろう。

　真那は繭の近くまで至ると、随意領域テリトリーの防性を高めながらそろそろと手を伸のばし──その表面に、観測装置を張り付けた。

「ふむ……、特に何も起きねーですね」

「サンキューマナティ。さーて、どうかなー？」

　言いながら二亜がその場に座り込み、バックパックの中から取りだしたノートパソコン型の端末を開く。その画面を覗き込むように、精霊たちが二亜の背後に集まった。

　が、二亜がキーを叩たたくも、画面は砂すな嵐あらしのようにザザッと乱れるばかりだった。

「んー……駄だ目めか。じゃあ今度はこっちの方式で……」

　と。

「──うふふ、全知の精霊ともあろうお方が、おいたわしいですわね」

　二亜が頭をかきながらキーを叩いていると、その前方に、すと──と、一人の少女が降り立った。

　左右不均等に結ゆわれた髪かみに、時計の左目。そして──ゴシックロリータ調のドレスと、修道衣が合わさったような霊装を纏まとった少女が。

「狂くる三み！」

　琴里は思わずその名を呼んだ。

　そう。そこに現れたのは、最悪の精霊とも呼ばれた少女・時とき崎さき狂三その人であった。

　だが、その身を覆う霊装は、いつものそれとは形が異なっていた。完全なものではない、限定的な霊装。加えて、普ふ段だんとは違ちがう意い匠しようも見受けられる。

「その姿は……」

「ゴスロリに十じゆう字じ架か……十字架だと？　くっ……」

「理解。耶俱矢のツボに多段ヒットですね」

「…………」

　狂三の装よそおいを見てか、精霊たちが口々に呟つぶやく。真那は不ふ機き嫌げんそうに狂三を睨にらみ付けていたが、とりあえずここでことを構えるつもりはないようだった。

　狂三としても、今琴里たちと敵対する意志はないらしい。それは、先ほど士道に霊力を託たくしたことからも信じていいだろう。彼女の意図こそ完全にはわからなかったが、実際士道が澪と対することができたのは、他ならぬ狂三のお陰かげでもあった。

　狂三は、複雑そうな琴里の表情や精霊たちの様子を見てくすくすと笑うと、おもむろに右手を掲かかげてみせた。

　そして、呼ぶ。

　その──天使の名を。

「──〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉」

「な……っ！」

　狂三が発した天使の名に、二亜が目を剝むく。

　だがそれも無理のないことではあった。何しろそれは、もともと二亜が有していた天使の名であったのだから。

　狂三が掲げた手の中に、巨大な本が姿を現す。その本は自動的に開くと、その紙面に光り輝かがやく文字を表示させていった。

　その様子を見て、二亜が悲鳴じみた声を上げる。
















「うわー！　マジかよくるみんそんなんアリ!?　いやまああの悪徳社長からあたしの霊結晶セフイラ取ったんならそうなるんだろうけど、なんか二重の意味であたしの立場なくない!?　アイデンティティークライシス！」

「お静かに。初めて扱あつかう天使ですので、集中させてくださいまし」

「うぐぅ……これがＮＴＲネトラレか。くやしい……」

　二亜が、何やらわざとらしく肩かたを抱だき、ビクンビクンと身体からだを震ふるわせる。

　琴里はとりあえずそれを無視して、狂三の方に視線を向けた。

「──で、どう？　士道は？」

「士道さんは……ええ、ご無事のようですわね」

『……！』

　狂三の言葉に、精せい霊れいたちの表情がパァッと明るくなる。琴里も、できるだけ表情に出さぬようにしながらもほうと安あん堵どの息を吐はいた。

　が、そこで。

「……、これは……？」

〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉の紙面を視線でなぞっていた狂三が、微かすかに眉をひそめ、そう呟いた。




　　　　◇




　──最初に感じたのは、熱だった。

　じりじりと鉄板の上で焼かれるような、熱。

　次いで、光。固く閉とざされた瞼まぶたをものともせず、強い輝きが、網もう膜まくに刺し激げきを与あたえてくる。

「ん……」

　小さなうめきとともに、士道は身じろぎをした。そこでようやく、自分が仰あお向むけに横たわっていることを自覚する。

　混こん濁だくした意識の中で生じる違和感。──寝ね惚ぼけている？　夢？　微睡まどろむような感覚の中から生じた様々な思考はゆっくりと実像を帯び、たっぷり数十秒をかけて、士道の意識を覚かく醒せいさせた。

「そうだ、俺は──」

　断絶していた記き憶おくが、繫つながる。

　自分は狂三から霊力を託され──澪の力を封ふう印いんするため、キスをしたのだ。

「……！」

　それを自覚した瞬しゆん間かん、士道は目をカッと開くと、弾はじかれるように飛び起きた。

　──一体、何がどうなった？　澪は？　狂三は？　皆みなは？　なぜ自分は横たわっていたのか。ここはどこなのか。先ほどから身を焼くこの暑さは何なのか。自分が意識を失っている間に何が起こったのか──

「………………は？」

　怒ど濤とうのような思考の奔ほん流りゆうに反して、口から零こぼれたのは、僅わずか一文字の困こん惑わくだった。

　とはいえ、もし同じ状じよう況きように置かれたなら、きっと士道でなくとも、似たような反応を取ってしまうに違いない。

　なぜなら、辺りに広がっていたのは──ただただ穏おだやかな海辺の風景だったのだから。

　空中でもなければ、〈フラクシナス〉の上でも、澪が創つくり出したモノクロの空間でもない。巨きよ大だいな花の形をした天使も、大樹の形をした天使の姿もなく、精霊たちも見当たらない。辺りに広がるのは、茫ぼう洋ようたる海うな原ばらと、ひたすらに高い空。鼓こ膜まくを震わせるのは、寄せては返す波の音と、時折響ひびく海うみ猫ねこの鳴き声くらいのものだった。

「ここは……」

　言いかけて、士道は気づいた。──その風景に見覚えがあることに。

　そう。そこは、士道が令れい音ねとのデートに選んだ海岸であった。

　だが、全すべてが記憶にある景色と同じわけではない。微かな差異がちらほらと見受けられた。

　防ぼう波は堤ていが新しい。テトラポッドの数が少ない。心なしか、海が澄すんでいる気がする。

　そして何より──季節が違う。

　二月の寒空も、どこか張り詰つめたような冷たい空気もそこにはなく、その代わり、初夏のような日差しが辺りを照らしていた。

　言うなれば、それは──

「……シン」

「うひぁっ!?」

　と、思考の最中、不意にそんな声をかけられ、士道はビクッと肩を震わせた。

　砂すな浜はまに手を突つきながら、声のした方向を向く。するとそこに、涼すずしげな格好をした令音が立っていることがわかった。

「れ、令音さん……!?」

　士道は思わず裏返った声を上げた。

　しかしそれも当然だ。先ほどまで激しい攻こう防ぼうを繰くり広げていた相手に、急に声をかけられたのである。驚おどろきもするだろう。

　それに──もう一つ。士道が目を丸くした理由があった。

　そこにいたのは、『澪』ではなく、士道の副担任にして〈ラタトスク〉の解析官である『令音』だったのである。

「な、何がどうなってるんですか、これ……みんなは？　〈フラクシナス〉は……？」

「……手を」

　令音は答えず、ただそう言って手を差し伸べてきた。

「え？　あ、ああ……ありがとうございます」

　なんとも間の抜ぬけた反応と自覚しながらも、その手を取って立ち上がる。

　恐おそらくこの不ふ可か思し議ぎな空間は、令音の手によるものなのだろうが──彼女の様子を見る限り、士道に害意を持っているようには見えなかったのである。

　というかそれ以前に、なぜ彼女が今令音の姿を取っているのかもよくわからない。確かに彼女は先ほど、狂三の中から出てきた澪と合体し、完全な姿になったはずだったのだが──

「──おーい、こっちこっち！」

　と。

　そこで、背後から響いてきた声に、士道は思考を中断させられた。

　見やると、砂浜に、こちらに手を振ふる少女と、その隣となりに立つ少年の姿を認めることができる。

「は────」

　その姿を見て、士道は息を詰まらせた。

　だがそれも当然ではあった。──それくらい、その光景は異常だったのだ。

　まず、手を振る少女だ。つばの広い麦むぎわら帽ぼう子しに、真っ白いワンピースを纏った、一六歳くらいの可愛かわいらしい女の子である。長い髪を緩ゆるく三つ編み状に結わえており、手を振るたびにその先せん端たんがぴょこぴょこと揺ゆれていた。

　──澪。その姿を捉とらえた瞬間、士道の脳のう裏りにその名が浮うかんだ。

　間違いない。そこにいたのは、始原の精霊・崇たか宮みや澪その人だったのである。

「え……」

　士道は思わず、隣にいる令音を見た。その存在感は、幻げん影えいとも妄もう想そうとも思えない。同一人物であるはずの『澪』と『令音』が、別の個体としてそこに存在していた。

　とはいえ、それだけならば士道はここまで驚かなかったろう。なぜ彼女らが二つの身体に分かれているのかはわからなかったが、澪と令音が自らの存在を切り分け、あたかも分身体のように並列に存在できることは、既すでに知っていたからだ。

　士道が本当に驚きよう愕がくしたのは、澪の隣にいる少年の姿の方だった。

　──涼しげな夏服に身を包んだ、中性的な顔立ちの少年。澪の隣に立ちながら、何やら気き恥はずかしそうにはにかむような表情で士道の方を見てきている。

　その顔を見て、言葉を失う。なぜならその顔は──士道がこの世で最も見慣れているものだったのだから。

「お、俺……？」

　呆ぼう然ぜんと、言葉を零こぼす。

　そう。そこにいたのは、士道と瓜うり二ふたつ──否いな、そんな言葉では言い表せないほどに、『同じ』顔をした少年だったのである。

　一いつ瞬しゆん、ドッペルゲンガーでも見ているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。都市伝説や怪かい談だんで語られる、自分とまったく同じ顔をした人間のことだ。それに出会った者は、遠からず命を落としてしまうと言われている。……今まで幾いく度ども死んできた士道である。一人くらいそんな者が現れても不思議ではないのかもしれなかった。

　──だが。やがて士道は、彼の正体に思い至った。

「いや……違ちがうか。おまえは──」

　士道はもう一人の自分の顔を見み据すえながら、静かにその名を呼んだ。

「──シン。崇宮真しん士じ……か？」

　士道がそう言うと、少年はふっと頰ほおを緩めてから、小さくうなずいてきた。

「ああ。一応初めまして……になるのかな？」

　言って真士が、小さく肩をすくめてくる。

　士道は、自分で彼を真士と言っておきながら、状況が上う手まく理解できず、困惑気味に眉まゆ根ねを寄せた。

「これは……一体。それにここは……」

　と、呆然と呟つぶやくと、令音がそれに応こたえるように小さく唇くちびるを動かしてきた。

「……どうやら、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉で形成された空間のようだね」

「どうやら……って、この空間、令音さんが作ったんじゃないんですか？」

「……恐らくそうなのだろう。少なくとも、私の力に由来する現象であるのは間違いない。だが……あまり自覚がないというのが正直なところだね」

「それって、どういう……」

　士道が問うと、令音は、指先で自分の唇に触ふれてから続けてきた。

「……あのとき、君は私にキスをしたろう？」

「……はい」

　突とつ然ぜんの言葉にドキリとしながらも、首しゆ肯こうで返す。それは確かだ。澪の肩の感かん触しよくも、唇の柔やわらかさも、鮮せん明めいに思い出すことができた。

「……それにより、経パ路スを伝って共有された記憶が再現されているようだ。その際、より記憶に近い状態を作り出すために、『私』と『澪』、そして『士道』と『シン』の意識が切り離はなされたのではないかな」

「な……なるほど。でも、一体なんでそんなことに……」

　と、士道が困惑気味に問うと、不意に澪が、士道と令音の手を取ってきた。

「いいじゃない、そんなの。──それより、遊ぼう？　せっかくの海なんだから」

　そしてそう言って、屈くつ託たくのない笑えみを浮かべてくる。

　その表情からは、先ほどまでのような危あやうさや妄もう執しゆうの色は、まったく見受けられなかった。まるで、三〇年前──真士が死んでしまう前の澪に戻もどったかのような様子である。

「え？　いや、俺は……」

　士道は慌あわてて言葉を継つごうとしたが、勢いよく澪に手を引かれ、半ば強制的にそれを止めさせられた。
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「ＤＥＭ艦かん隊たい、〈デウス〉によりほぼ壊かい滅めつ！」

「各地に現れた〈バンダースナッチ〉隊は、精せい霊れいたちにより全て撃げき破は！」

「〈デウス〉、五河士道を吞のみ込み力場を形成！」

〈ラタトスク〉空中艦〈ウルムス〉の艦かん橋きようには、様々な報告が飛び交かっていた。目まぐるしい戦場の情勢。吉きつ報ぽうと凶きよう報ほうが入り交じる混迷の知らせ。全てを把は握あくしきることは困難な情報の暴風である。

　けれど、それらの情報は、たった一つの報告に集約された。

「──〈デウス〉以外の精霊たちは──皆みな、無事です！」

　その報を聞いて、〈ウルムス〉のクルーたちがほうと安あん堵どの息を吐はくのが聞こえてくる。

　一人一人は目立たぬよう気を遣つかったつもりだったのだろうが、艦橋にいる何人ものクルーたちが一気に吐と息いきしたものだから、それは存外大きな音となってウッドマンの耳に到とう達たつした。──次いで、今度は皆がそれを誤ご魔ま化かすような咳せき払ばらいが響く。

　ウッドマンはそんな一連の音を聞いて、ふっと頰を緩めた。

「──どうやら、死に損ぞこなってしまったようだ。まさか、〈ナイトメア〉がアイクを討うつとは」

「ええ。彼女には感謝せねばなりませんね」

　背後に控ひかえたカレンが、落ち着いた調子でそう返してくる。その語調は舗ほ装そうされた道路のように平へい坦たんであったけれど、付き合いの長いウッドマンには、彼女が心から安堵し、またこの上なく喜んでいるのが感じ取れた。

　とはいえ、油断をするわけにはいかない。まだ全すべてが終わったわけではないのだ。

「〈デウス〉の様子は？」

「──は。ただ今調査中ですが……未いまだ詳くわしいことは。〈フラクシナス〉から情報が入り次し第だいご報告します」

　ウッドマンの問いに、艦橋下段にいたクルーが答えてくる。ウッドマンは「ああ、頼たのむよ」と言うと、メインモニタに表示された球体に目を向けた。

　滑なめらかな表面を誇ほこる、繭まゆのような物体。〈デウス〉が一体何を思ってあんなものを形成したのかはわからなかったが、彼女の、そしてともに吞み込まれた士道の安否が確かく認にんできるまでは、この戦せん闘とうは終わったことにはならなかった。

「二人とも無事に出てきてくれるのが最善だが……どうなるかな」

　ウッドマンは髭ひげを撫なでながら言うと、すっと目を細めた。

　この戦場には〈デウス〉の他ほかにまだもう一つ、懸けん案あん事じ項こうが残っていたのである。

「それで、アイク──ウェストコットは？」

「は。アイザック・ウェストコットは、〈ナイトメア〉に霊結晶セフイラを奪うばわれたあと、エレン・メイザースおよびアルテミシア・アシュクロフトとともに戦場を離れ、一二〇秒後に反応消しよう失しつ。既に逃とう亡ぼうしたか、地上のどこかに潜せん伏ぷくしているかと思われます」

　クルーがパーソナルモニタを見ながら言って、顔を上げる。

「無論、エレン・メイザースとアルテミシア・アシュクロフトの奇き襲しゆうには注意を払はらっていますが……霊結晶セフイラを失い、艦隊も壊滅した以上、アイザック・ウェストコットはもはやそこまでの脅きよう威いではないのでは？　それ以前に……あの傷です。もう死亡している可能性だって考えられます」

　クルーの言葉に、ウッドマンはふむ、と息を吐いた。

「そう思うかね。……いや、無理もない。確かにそれだけを聞けば、彼は完全なる敗軍の将だ。彼の死に奮起した部下が命をなげうって吶とつ喊かんしてくることはあれど、彼自身がこの上何かをできるとは到とう底てい思えない」

　──だが、とウッドマンは続けた。

「それで終わらないのが、アイザック・ウェストコットという男だ。──止まらないのだよ。嫌いやな予感がね。あの天才が、こんな幕引きをするはずがないと」

　ウッドマンが言うと、そのただならぬ様子を察してか、クルーがごくりと喉のどを鳴らした。

「り、了りよう解かいです。捜そう索さくを──」

　と。

　クルーが言いかけた瞬しゆん間かん、〈ウルムス〉の艦橋にけたたましいアラームが鳴り響ひびいた。

「何ごとです」

　カレンが至し極ごく落ち着いた声こわ音ねでクルーに問う。するとクルーがモニタの数値を確認し、ひっ、と声を詰つまらせた。

「これは……霊れい波は反応です！　とびきり巨きよ大だいな霊波反応が、〈フラクシナス〉のすぐ近くに生じています！」

「何ですって──」

　と、そこでカレンが言葉を止める。

「…………」

　だが、その理由はウッドマンにはよくわかった。

　彼女も純正魔術師メイガスの一人。ウッドマンと同じく感じ取ったのだろう。そして思い出したのだろう。──この感覚に、覚えがあることを。

「エリオット、まさかこれは」

「ああ。間違いない。──精霊術式だ」

　カレンの言葉に、ウッドマンは表情を険しくしながら首肯した。

　そう。間違いない。間違えようがない。

　この濃のう密みつなマナの奔ほん流りゆうは──三〇年前、ウッドマンたちが始原の精霊を生み出したときのそれと、同種のものだったのである。
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「はぁ……っ、はぁ……っ」

「ちょ、ちょっと休まないか、澪……」

　抜ぬけるような青空の下、額に玉のような汗あせを浮うかべた士道と真士は、肩かたで息をしながら嘆たん願がんするように言った。

　しかしそれも無理からぬことではある。何しろ士道と真士は先ほどから、海水浴、砂の城作り、磯いそ釣づり、スイカ割り、果てはビーチバレーと、海辺でできることを網もう羅らする勢いで遊びまくっていたのだから。

　一見すれば、仲良し四人組。あるいは高校生三人組と引率の先生。

　──もしくは、二組のカップルのダブルデートである。

「あ、ごめん。つい楽しくて……」

「……そうだね。では少し休きゆう憩けいしようか」

　澪と令音がそう言って、同時にパチンと指を鳴らす。

　すると、辺りから光の粒つぶのようなものが集まってきて、砂すな浜はまの上にキャンプ用のテーブルと椅い子す、さらに大きなビーチパラソルが出現した。ついでにテーブルの上には、キンキンに冷えたドリンクまで置かれている。

　まるで魔ま法ほうのような光景。先ほど彼女らが釣り竿ざおやスイカを出現させるのも見ていたはずなのに、士道はまたも目を剝むいてしまった。

「ホント何でも出てくるんですね……」

「……〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の中は極ごく小しようの『隣りん界かい』。意志の力が現実に作用する世界だ。魔術師ウイザードたちの随意領域テリトリーは現象を起こすのが精せい一いつ杯ぱいだろうが、ここでは物質を具現させることだって不可能ではない。シン──いや、士道、君だって霊れい力りよくを持っているんだ。慣れればできるはずだよ」

　令音が、名前を呼び直しつつ言ってくる。まあ、ここには真士がいるのだから、士道をシンと呼んではややこしいだろう。

「そうなんですか？」

「えっ、それ俺もできます？」

　と、真士がワクワクした様子で問う。が、令音は難しげな顔であごに手を置いた。

「……どうだろうね。士道は精霊たちの霊力を封ふう印いんしているが、シンはいわば、普ふ通つうの人間だからね。再現される際どう存在を切り分けられたかによるんじゃあないかな？」

「そ、そうですか……」

　真士がショボンと肩を落としながら、士道をどこかうらやむような目で見てくる。

「……いいなあ、霊力。……おまえも俺なんだし半分こしない？」

「ええ……」

　士道が頰ほおに汗を垂らしながら苦く笑しようすると、真士が懇こん願がんするようにずいと迫せまってきた。

「頼むよー。〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉と〈刻々帝ザフキエル〉と〈封解主ミカエル〉と〈贋ハ造ニ魔エ女ル〉と〈破軍歌姫ガブリエル〉でいいからさー」

「俺に戦闘向け天使ばっかり残しやがって！」

　士道から切り分けられた存在だからか、真士もある程度天使の知識を有しているらしかった。的確に便利そうな天使だけを選せん択たくしてくる。たまらず士道が叫さけぶと、真士はあははと笑いながら士道を宥なだめるように手のひらを広げた。

「冗じよう談だん冗談。それより、せっかく二人が用意してくれたんだ。休もうぜ。もう喉がカラカラだよ」

「ああ……そうだな」

　士道はそう答えると、砂浜に出現した椅子に腰こし掛かけ、瀟しよう洒しやなグラスに注がれたトロピカルな色合いのジュースを喉に流し込んだ。

　爽さわやかな果実の甘かん味みと酸味が、渇かわいた身体からだに染しみ渡わたっていく。士道はそれを一気に飲み干すと、勢いよく息を吐いた。

『ぷはぁ……！』

　何やら声が被かぶった気がする。テーブルの向かいを見やると、真士が士道と同じような表情をしながらこちらを見てきていた。

「ふふ」

「……まるで鏡合わせだね」

　それを見ていた澪と令音が、ふっと口元を緩ゆるめる。士道はなんだか少し照れくさくなって視線を逸そらしたが……その動作すらも、真士と同時だった。

　……まあ、もともと同じ人間なのだ。細かな動作が似てしまうのは仕方のないことかもしれなかった。

　と、士道がそんなことを考えていると、テーブルの向かいから、くぅ……という可愛かわいらしい音が聞こえてきた。

「あはは、お腹なかが鳴っちゃったみたい」

　言って澪が小さく笑う。恐おそらくジュースを飲んだことにより、胃が刺し激げきされたのだろう。あれだけ遊んだのだ。お腹が空すくのも当然だった。

「……ふむ、では軽く食事もしてしまおうか」

「うん。シンに士道、何かリクエストはある？」

　言って令音と澪が、魔法使いよろしく人差し指でくるんと空中に円を描えがくような動作をしてみせる。彼女らの手にかかれば、どんな料理だって一いつ瞬しゆんにして再現されるだろう。

　が、そこで真士が、何かを思いついたようにポンと手を打った。

「あ、そうだ。なら澪、調理設備と材料を出してくれるか？」

「設備と材料？」

「ああ。──士道も、結構やるんだろう？」

　そう言って真士がキラリと目を輝かがやかせ、包丁で野菜を切るような仕草をしてくる。士道は「へえ……？」と眉まゆを動かした。

「マジか。やる気かよ」

「ああ。せっかくのご飯だ、ポンと出して終わりじゃあ味気ないだろ？　ちょうど審しん査さ員も二人いるんだ。どっちの料理が美う味まいか、決めてもらおうじゃないか。題目は……そうだな、海の家の定番、焼きそばでどうだ？」

「よし乗った。相手にとって不足はない！」

　真士の提案に応じ、士道は立ち上がった。

　するとそれを見た澪と令音が一瞬顔を見合わせ、楽しげに微笑ほほえんでから、二人同時にパチンと指を鳴らした。

　次の瞬間、砂浜の上に、見事な調理台と大きな鉄板、そして色とりどりの野菜や肉が現れる。ついでに士道と真士の身体に、いつの間にかエプロンが装着されていた。

「おお……っ！」

「はは……ホントに凄すごいな」

　士道は真士と笑い合うと、それぞれ調理台の前に立ち──調理を開始した。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　互たがいに裂れつ帛ぱくの気合いを発しながら、キャベツやニンジンを切っていく。別に叫ぶ必要はどこにもないのだけれど、こういうのは雰ふん囲い気きなのである。

　そして淀よどみない手つきで鉄板に油を引き、野菜に肉、麵めんを投入したのち、ソースで味付けをする。

　ほどなくして、士道と真士、両方の料理がほぼ同時に完成した。

　焼きそばを皿に盛りつけ、令音と澪の前に給仕する。

「……ほう」

「わあ……！」

　二人は芳かぐわしいソースの香かおりに感かん嘆たんの声を上げると、二皿の料理を見比べるように矯ためつ眇すがめつ眺ながめた。

「……見た目はほぼ同じだね。どちらも美お味いしそうだ」

「うん。そもそもシンと士道ってほぼ同一人物なんだし、そこまで差って出るのかな？」

　などと、本ほん末まつ転てん倒とうなことを言ってくる。

　しかし士道と真士はフッと唇くちびるの端はしを上げると、二人に向けて手を広げた。

「それはどうかな？　まあ、とにかくお熱いうちに！」

「召めし上がれ！」

　士道と真士が言うと、令音と澪は手を合わせて「いただきます」と言ったのち、順に焼きそばを食べ始めた。

「……ふむ。上う手まいものだ」

「うん、美味しい」

　やがて二人が両方の焼きそばを賞味し、何やら視線を交じらせてから、どちらからともなくうなずき合う。

　士道と真士はその動作で、二人の間で評定が下ったことを悟さとった。

「さあ……では！」

「より美味しかった方を教えてくれ！」

　士道と真士が微かすかに緊きん張ちようを滲にじませながら言うと、令音と澪は、いつの間にかテーブルの上に出現していた回答札のようなものを手に取り、同時にオープンしてみせた。

　──二人の回答札には両方、『士道』の文字が書かれていた。

「よっしゃ！」

「なんでだぁぁぁぁぁッ!?」

　士道がガッツポーズを取ると、その隣となりで、真士が砂浜に膝ひざを突つく。それを見ながら、士道はニッと唇を歪ゆがめた。

「──わからないか、真士。おまえは鉄板を使いこなせていなかったのさ」

「な、なんだって……!?」

　真士がバッと顔を上げてくる。士道はヘラを操あやつるような仕草をしながら続けた。

「お前の腕うでも大したもんだよ。もしこれがフライパンでの勝負だったら、結果は引き分けだったかもな。でも、鉄板で焼きそばを作るなら、その広い面積を利用して麵の一本一本を焼かないともったいないぜ。これにより、外側はカリッと、中はモチッとの食感を作り上げるのさ」
















「な……ッ、でも、日常生活で鉄板を使うことなんてないはず！　おまえは一体どこでその技術を……！」

　真士が戦せん慄りつした様子で目を見開く。士道はふっと息を吐はいた。

「──甘いな。俺が日ひ頃ごろ、一体何人の精せい霊れいたちに飯を作ってると思ってるんだ！　おまえとは、振ふるってきた鍋なべの数が違ちがうのさ！」

「ぐはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ！」

　士道が指を突きつけ高らかに言うと、真士が胸むな元もとを押さえ砂浜に仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　と、そんな二人のやり取りを見ていた令音と澪が、不思議そうに首を傾かしげる。

「……二人とも、食べないのかい？」

「冷めちゃうよ？」

「あ、はい」

「いただきます」

　士道と真士は姿勢を正すと、エプロンを外して互いの焼きそばを食べ始めた。

「うわっ、外カリ中モチ……確かに美味いわ」

「だろ？　うん、でも真士のも十分美味いぞ？」

「おいおい、情けはときに残ざん酷こくだぜ？　くっそー、仮にも自分に負けるとはなぁ……」

　真士が悔くやしそうに身を捩よじりながら唸うなる。するとそれを慰なぐさめるように、澪がその肩かたにポンと手を置いた。

「元気出して。私はシンの料理の方が好きだよ」

「澪……」

　真士は目を潤うるませたが、すぐに「ん？」と眉根を寄せた。

「でも澪、士道の方選んでなかったっけ？」

「え？　だって美味しい方を選べって言うから」

「…………」

　澪の言葉に、真士が笑顔のままテーブルに沈しずむ。

「容よう赦しやないなぁ……」

　純じゆん粋すいさはときに残酷なものである。士道は小さく肩をすくめながら苦笑した。

　するとそれに合わせるように、焼きそばを食べ終わった令音が箸はしを置き、ご馳ち走そう様さま、と呟つぶやいてから視線を向けてきた。

「……さて、では次は私たちが何かご馳走しよう。せっかくの海だ。かき氷などはどうかな？」

「あ、いいね。二人とも、何味にする？」

　澪が首を傾げながら問うてくる。士道と真士は特に迷うことなく同時に答えた。

「じゃあ、イチゴで」

「じゃあ、メロンで」

　その答えに、士道と真士は意外そうに目を丸くしながら互いを見た。

「あ、真士はメロン派なのか」

「ん、まあ別に絶対ってわけじゃないけど、昔からメロンが多いかなあ。そういう士道はイチゴか」

「琴里がイチゴ味好きなんで、なんか一いつ緒しよに食べてるうちに自然にさ。まあ、かき氷のシロップって、色と香りが違うだけで基本的に味は同じらしいけどな」

「へぇ、そうなのか。それで違う味に感じるってのも面おも白しろいな」

　と、士道と真士はそこで「ん？」と首を傾げた。

　理由は単純。令音と澪が、二人の会話を何やら感かん慨がい深げな表情で見てきていたからだ。

「……ん？」

「どうした、澪？」

　士道と真士が問うと、令音と澪は同時にふっと目を伏ふせた。

「ううん」

「……何でもないよ。それより、ほら」

　言って、二人が指を鳴らす。

　するとテーブルの上に、キラキラと輝くかき氷が四つ、出現した。

「さ、どうぞ」

「……召し上がれ」

「おお！」

「いただきます！」

　士道と真士は同時に手を合わせると、同時にかき氷を口に運び、同時にキーンとした頭痛を覚えて額に手を置いた。

「くぅー……っ」

「きくぜぇぇぇっ」

　そんな二人の様子に、令音と澪はくすくすと笑い合うと、かき氷を口に運び始めた。ちなみに令音が選んだシロップはイチゴ味、澪はメロン味のようだった。

「ふぅ……」

　十数秒後、ようやく頭痛が治まる。士道は小さく息を吐くと、美味しそうにかき氷を食べる令音と澪を見てから、改めて辺りの景色を見回した。

　どこまでも続くかと思われるような海。照りつける太陽。季節は初夏。先ほどからかれこれ四、五時間は遊び回っている気がするが、日が傾かたむく気配はない。

　そう。それはまるで、真士と澪がこの海を訪おとずれたときの瞬しゆん間かんが切り取られ、永遠に続いているかのような様相だった。

　加え、令音が言うには、この〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の中は外の世界と時間の進みが異なるらしく、外ではまだ、せいぜい数分程度しか経たっていないらしい。

　とはいえ無論、遊んでいる場合ではないことは士道も重々わかっている。ウェストコットこそ退けはしたものの、外の世界では精霊たちが士道の帰りを待っているのだ。いくら外ではさほどの時間が経っていないとはいえ、それが免めん罪ざい符ふになるわけではない。

　だが、士道はまだ、目的を達することができていなかった。それに──

「…………」

　士道はちらと、澪の顔を見やった。

　心から楽しそうに真士と談だん笑しようする澪。そんな彼女の誘さそいを断ることができなかったというのも、偽いつわらざる真実ではあった。

　とはいえ──その澪に対する感情は、この空間に吞のみ込まれる前のそれとは違う気がしてならなかった。

　いや、変わらず澪を愛いとしいとは思うし、好きとも思う。

　けれど今士道が覚えているものは、先ほどまでの呪のろいじみた恋れん慕ぼの情とは、明らかに異なるものであったのだ。

　それだけではない。真士としての記き憶おくもそうだ。〈輪廻楽園アイン・ソフ〉に吞まれる前までは、自分の行動を支配されそうなほどに強きよう烈れつだった真士の念が、今は鳴りを潜ひそめていたのである。

　無論、未いまだ三〇年前の記憶は有しているのだが──一言で言うと、『実感』が薄うすれてしまったような感覚だった。

「……シンであった実感がない──かい？」

「──っ!?」

　そこで不意に発された令音の言葉に、士道は小さく肩を揺ゆらした。

　テーブルの向かいでは、真士と澪が笑い合っている。その邪じや魔まをしないように、士道は声をひそめて返した。

「……この空間、心も読めるんですか？」

「……いや、表情から類推しただけさ。……君も、私と同じかと思ってね」

「え──？」

　令音の言葉に、思わず目を丸くする。令音は静かに続けてきた。

「……存在が切り分けられた際に、『澪』としての感情があちらの澪に行ってしまったのかもしれないね。無論記憶はあるが……なんというか、不思議な感覚だよ。本当に『村むら雨さめ令音』になってしまったかのようだ」

「令音さん……」

　士道は呟くように言うと、再度真士と澪に目を向けた。

　ふと、先ほどの料理対決が思い出される。士道に軍配が上がった勝負。それは士道自身が言った通り、精霊たちが存在したからこその勝利だった。

　それだけに限った話ではない。確かに士道と真士は、もとは同じ存在なのかもしれなかったが、今に至る人生の中で経験した様々な出来事が、出会った人々が、その人格を形作っていた。

　決して、同じ人間ではない。そんな当たり前のことに、改めて思い至る。

　そして、それはきっと──

「…………」

　士道はきゅっと唇くちびるを嚙かむと、数秒の間深呼吸をし──意を決するように声を上げた。

「……なあ、澪、真士」

「ん？　どうしたの？　士道」

「なんだ？　次はチャーハン対決か？　今度こそ負けないぞ」

　澪が首を傾げ、真士がファイティングポーズを取りながら言ってくる。

　士道は苦笑しながら「いや」と返すと、令音を一いち瞥べつしたのち、続けた。

「腹ごなしにさ、少し……歩かないか？」

　士道の提案に、真士と澪は一いつ瞬しゆん視線を交じらせたのち、うなずいてきた。







　──どこまでも広がるかのような浜はま辺べに四人の足あし跡あとが描えがかれ、しばしのあと、波によって消されていく。

　そのたび足元に冷たい感かん触しよくが生まれ、微かすかに砂に足が沈み込む。

　降り注ぐ太陽の日差し。頰ほおを撫なでる潮風。それらが一体となって、士道に夏の訪れを感じさせた。

　ここにしかない、贋にせ物ものの夏の到とう来らいを。

「ん────」

　前を歩いていた澪が、大きく深呼吸をするように伸のびをする。

「本当に──気持ちいいね。ふふ、ここに連れてきてくれたシンに感謝しなくちゃ」

　澪が言うと、その隣となりを歩く真士が嬉うれしそうに、しかしどこか照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「お気に召めしたなら何よりだ。景観がいい場所探すの、結構苦労したしな。あんまり遠すぎても行けないし。──士道の時代はスマホとかいうのがあるんだろ？　ずるいよなー。いつでもどこでも世界中の情報が収集できるって便利すぎるだろそれ」

　冗じよう談だんめかすように真士が言って、肩かたをすくめる。士道は曖あい昧まいな表情で苦笑した。

「……士道」

　と、そんな士道の様子を察したように、隣にいた令音がひそめた声をかけてくる。士道は小さくうなずくと、令音にしか聞こえないくらいの声で「大だい丈じよう夫ぶです」と返した。

　そんな後方のやり取りに気づかぬ様子で、澪と真士が砂すな浜はまに足跡を刻み続ける。

「──あ、私あれをやってみたかったんだ。花火。海っていったら花火なんでしょう？　三〇年前きたときは、夕方には帰っちゃったからできなくって」

「し、仕方ないだろ。それくらいには帰らないと遅おそくなっちまうし。真那にも心配かけるし邪じや推すいされるし……」

「ふふ、むしろ、これからやる楽しみがあるじゃない。──ダイビングや、バーベキューもしてみたいな。あとで街にも行ってみよう？　私と、シンと、令音と、士道で。ああ、きっと楽しいよ。──本当に、このときがずっと続けばいいのに」

　澪が、弾はずんだ声でそう言う。

　その様は本当に楽しそうで──心からそれを望んでいることを窺うかがわせた。

　だから、士道はそれに答えるのに、一いつ拍ぱくのときを要してしまった。

「──ああ、そうだな」

　だが、言わねばならない。士道は拳こぶしを握にぎりしめながら、続けた。

「でも……永遠には続かない。そうだろう……澪」

「────」

　瞬間。

　ゆっくりとした歩調で砂浜を歩いていた澪の足が、止まった。

　そして数秒ののち、澪は士道と令音の方に振ふり返ったかと思うと、どこか寂さみしげな笑みを浮うかべながら言った。

「──ごめん。士道に言わせちゃったね」

「澪……」

　澪の隣にいた真士が、重苦しい調子で澪の名を呼び、その肩に触ふれようとする。が、彼は直前で手を止めると、そのまま唇を嚙み、手を下ろした。

　澪と同様、真士も気づいていたのだ。それに無論──令音も。

〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の中にいる全員がそれに気づき、しかし口にできなかった。今この瞬間がずっと続けばいいと──士道でさえそう思っていた。

　けれど、いつかは誰だれかが幕を引かねばならない。

　だとするならそれは、きっと士道の役目だった。

　士道は一瞬目を伏ふせてから、意を決するように再度唇を開いた。

「……最初に令音さんとキスをしてから、経パ路スを通って澪の記憶が流れ込んできた。最初俺はそれが何なのかわからなかったし、何を意味するのかもわからなかった。でもようやく、ようやくわかったんだ」

　士道は滲にじみかける涙なみだを拭ぬぐい、澪の目を見み据すえた。

「澪、おまえは死んだ真士を甦よみがえらせるために、俺として産み直した。そうだな？」

「……うん」

　澪が、こくりとうなずいてくる。

　そう。それこそが、澪の三〇年に亘わたる願い。

　かつて死んでしまった愛しい人を、死なず年老いぬ生命として作り替かえる。まさに〈デウス〉の名に相応ふさわしき神の所行。

「それに間ま違ちがいはない。それは、おまえの願いだ。おまえの望みだ。でも……それだけじゃない。だって、それによってできあがった真士は、本物の真士じゃないんだから」

「…………」

　士道の言葉に、真士が士道を見る。けれど、何も言おうとはしなかった。

　真士もわかっているのだ。自分が、士道の記憶から切り離はなされた、虚きよ構こうの真士であることを。

　そしてそれは、澪自身も理解しているはずだった。

　最初は、理解していながらもそれに縋すがらねばならないほど追い詰つめられていたのだと思った。

　仮に本物の真士でなくとも、真士の姿と記憶を持った贋物がいれば、心に空いた穴を埋うめられると考えたのかとも思った。

　実際、それも間違いではなかったろう。

　けれど令音とキスをした士道は、もう一つの可能性に辿たどり着いてしまった。

　なぜ、澪は士道に、霊れい力りよく封ふう印いん能力を──いわば精せい霊れいの天敵とさえ言える力を授さずけたのか。

　その疑問に、至ったのだ。

　無論その理由は、人間の身には強すぎる霊力を分ぶん割かつして譲じよう渡とするためでもある。

　そのために澪は、幾いく人にんもの少女たちを犠ぎ牲せいにし、士道を精霊と変わらぬ状態にまで変化させたのだ。

　だが──

「おまえ自身が自覚していたかどうかはわからない。でも、おまえの記憶を第三者の視点で見たからこそ……至ったことがある」

（──私にはシンしかいなかった。シンを失ったなら、生きている意味がなかった）

　脳のう裏りに、澪の声が甦る。

（──私は人間みたいに弱くない。死を望んだとしても、死ねるわけじゃあなかった）

　士道はくずおれそうになる膝ひざをどうにか保ちながら──言った。




「──澪、おまえは、自分を殺せる存在を創るために、俺を生んだんだ」




　その、言葉に。

「…………」

　澪は何も答えず──しかし悲しげに、笑った。




　　　　◇




「──それで、シドーはどうなったのだ狂三！」

「一体あの中はどうなっているの？　士道は澪と一いつ緒しよにいるということ？」

「きゃー！　そんなのずるいですぅ！　なんで私も一緒に入れてくれないんですかぁ！」

「え？　もしかしてわかんない？　わかんないのくるみん？　やっぱ慣れない天使は難しい？　んじゃここは一発、ラジえもんをあたしに返してみるってのはどうかな？」

「静・か・に・してくださいまし！」

　書の天使〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉で繭まゆの中の様子を探さぐっていた狂三は、周囲の騒そう音おんにたまらず声を張り上げた。

　瞬しゆん間かん、〈フラクシナス〉の外装上に広がった影かげの中から無数の分身体が躍おどり出、狂三の周囲に群がっていた精霊たちを引き剝はがす。狂三はわしわしと頭をかきながらため息を吐ついた。

　何しろ〈ラタトスク〉の精霊たちときたら、狂三が調査を始めるなり狂三の周囲に集まり、騒さわぐわ喚わめくわスカートを捲めくろうとしてくるわと、こちらの邪じや魔まをしているとしか思えない行動を取ってきたのである。

「士道さんが心配なのはわかりますけれど、少しは黙だまってくださいまし！　気が散りますわ！　あと美み九くさん！　どさくさに紛まぎれて後ろからスカートを捲ろうとしないでくださいまし！」

　狂三が怒ど鳴なり声を上げると、精霊たちは申し訳なさそうにこくりとうなずいた。一部、「わかりましたぁ……狂三さんがそこまで仰おつしやるなら前からにしますぅ」などと口走った精霊がいたので、分身体に命じて強めにクラッチをかけさせた。

「あだだだだだ!?」

「まったく……心労をお察ししますわ、琴里さん」

「それはどうも」

　狂三が言うと、真那や七な罪つみたちとともに少し離れた位置にいた琴里が乾かわいた笑みを浮かべながらそう返してきた。年ねん齢れいこそ若いものの、その佇たたずまいは既すでに老境。日ひ頃ごろの苦労が偲しのばれようというものだった。

　狂三はもう一度ため息を吐くと、再度〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉の紙面に浮き出た文字をなぞっていった。

　なんとも不思議な感覚である。光り輝かがやく文字を指でなぞると、その文字が示す光景がイメージとして頭の中に再生されていく。しかもこの調子で、この世界に存在するありとあらゆる事こと柄がらを知ることができるときたものだ。なるほど、全知の天使に相応しい反則じみた性能であった。

「──士道さん、澪さん……それに、村雨先生に……士道さんがもう一人……？　四人が海──ちょうどこの直下にある海岸のような光景にいますわ」

　頭の中に示されたイメージを、断だん片ぺん的に言葉にしていく。精霊たちが驚おどろいたような、訝いぶかしむような顔をしてみせた。

「むん……主ぬし様さまが二人と申したか？」

「ふしぎ……です」

「え、それに澪と令音が別々にって……この繭、増ぞう殖しよく効こう果かでもあるの？」

「ちょっと待ってくださいまし……わたくしにだってわかりませんわ。なぜそうなっているのかを検けん索さく──」

　と、狂三が〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉に新たな情報を求めようとした瞬間。

『────ッ!?』

〈フラクシナス〉の外装上にいた精霊たち、及および真那が、一いつ斉せいに肩を震ふるわせ、目を見開いた。

　無論、狂三も例外ではない。〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉の紙面をなぞっていた指を止め、反射的に辺りを見回す。

　理由は単純。この〈フラクシナス〉のすぐ近くに、突とつ如じよとして凄すさまじい霊力が生じたからだ。

　ちなみに、霊結晶セフイラの大部分を失っている二亜だけは気づかなかったようだったが、皆みなの様子を見て、すぐに自分も何かを感じている風の芝しば居いをしていた。

「なんですの──これは……ッ！」

「霊れい波は……!?　一体どこから!?」

「……！　み、皆さん、あれを……！」

　四よ糸し乃のが、何かに気づいたように声を上げる。精霊たちはそれに弾はじかれるように、四糸乃の指さす方向を見やった。

　そして、一斉に息を詰まらせる。

〈フラクシナス〉の横腹に嚙かみ付くように浮ふ遊ゆうした小型空中艦かん〈ゲーティア〉。

　いつの間にかその外装が展開し、濃のう密みつな霊力を帯びてバチバチと光を放っていたのである。

「あれは──」

「〈ゲーティア〉……!?」

　精霊たちが、驚きよう愕がくの声を上げる。

　だがそれも当然だ。ウェストコットは致ち命めい傷しようを負い、エレンとアルテミシアは彼とともに逃とう亡ぼうした。〈ゲーティア〉にはもう、誰も乗っていないはずだった。

　まさか、勝てないならばせめて精霊たちを道連れにと、自じ爆ばく装置でも発動させたというのだろうか。あの性しよう悪わる魔術師ウイザードたちならば考えられない話ではない。狂三は忌いま々いましげに眉まゆを歪ゆがめた。

「ふ──ッ」

「ち──」

　と、次の瞬間、狂三の視界を二つの影が通り抜ぬけていった。──折おり紙がみと、真那だ。どうやら〈ゲーティア〉を放置するのは危険と判断し、排はい除じよに向かったらしい。さすがは元ＡＳＴ。惚ほれ惚ぼれするほどの判断の速さである。

　が──

「く……！」

「な……!?」

　二人の攻こう撃げきが〈ゲーティア〉に届くことはなかった。折紙と真那が〈ゲーティア〉に至る寸前で、その道が阻はばまれたのである。

「──無む駄だです。既に術式は発動しました。もう誰にも止められません」

「ごめんね。でも──終わりみたい」

　空の彼方かなたから現れたＤＥＭの魔術師ウイザード、エレン・メイザースとアルテミシア・アシュクロフトによって。

「エレン、アルテミシア……!?」

　二人の姿を認めた琴里が、表情を驚愕の色に染める。

　するとそれに合わせるかのように、どこからか三つ目の声が響ひびいてきた。

「──ああ、信じていたよイツカシドウ。君ならばきっと、〈デウス〉を止めてくれると」

「……！　この声は──」

　狂三が表情を歪め、〈ゲーティア〉の方を睨にらむ。

　するとその陰かげから、光を帯びた人ひと影かげが、ゆっくりと前に進み出てきた。

　──胸むな元もとに血の跡あとを残した、アイザック・ウェストコットが。

「ウェストコット……！」

　その呼び声に応こたえるように、ウェストコットが笑う。

　そして発した。──その、破は滅めつに至る言葉を。




「──喜びたまえ諸君。君たちは、二人目の始原精霊の誕生を目もく撃げきする」








第五章　そして彼女が選ぶのは









　静かに──

　あまりにも静かに、時が流れていく。

〈輪廻楽園アイン・ソフ〉によって形成された極ごく小しようの隣りん界かい。真しん士じと澪みおの思い出の海を再現した虚きよ構こうの空間。

　そんな、夢のように美しい砂すな浜はまで、士し道どうと澪は、無言のまま対たい峙じしていた。

　澪の傍かたわらには真士が、士道の隣には令れい音ねがいるが、彼らもまた、何も言葉を発しようとはしない。

　二人ともわかっているのだ。この沈ちん黙もくを破るのは、士道──もしくは、澪でなければならないと。

　──士道が澪に放った言葉は、あまりに残ざん酷こくで、無む慈じ悲ひで、破は滅めつ的であった。

　愛いとしい人と再会を果たすため、三〇年もの間歩み続けてきた少女に投げかけるには相応ふさわしくない暴言。もしも言葉に物理的な形があるとしたならば、それは触ふれるだけで指先が切れそうなほど鋭えい利りな刃は物ものか、全すべてを砕くだき押し潰つぶす鉄球か何かであるに違ちがいなかった。

　けれどそれを受けた澪は、落らく涙るいするでも怒いかり狂くるうでもなく、ただ静かに微笑ほほえむのみだった。

　まるで、全てを受け入れるかのように。

　──士道の語った無慈悲な言葉が、まったくの妄もう言げんではないと示すかのように。

「……私を殺せる存在、か……」

　細さざ波なみの音だけが響ひびき渡わたる空間に、澪の声が生じる。

「確かに……もしも霊れい力りよくが封ふう印いんされたなら、私は普ふ通つうの人間──とまではいかずとも、今とは比べものにならないくらい脆ぜい弱じやくな存在に変へん貌ぼうする。それこそ、自死さえ可能かもしれないくらいに」

　澪は自分の言葉を咀そ嚼しやくするようにゆっくりと呟つぶやくと、やがて、細く息を吐はきながら天を仰あおいだ。

「ああ──そうなのかもしれないね。もしかしたら私はずっと、それを望んでいたのかもしれない」

「澪……」

　士道が微かすかに震ふるえる声で名を呼ぶと、澪は穏おだやかささえ感じさせる落ち着いた語調で言ってきた。

「シンを甦よみがえらせようとしていたのは噓うそじゃないよ。それが、私の望みだった。あの日死んでしまったシンともう一度会うために、私は三〇年の間生きてきたんだから」

　でも、と澪が続ける。

「──士道の言うとおり、そうして生まれたのが本当にシンなのか、っていう疑問は、ずっと心のどこかにあったんだ。……でも、他ほかに方法はなかった。だから私はそんな不安に蓋ふたをして、ずっと見ないようにしてきたんだ。きっと新しいシンが生まれれば、そんな気持ちごと吞のみ込んでくれるって、何の根こん拠きよもなく思ってたんだ」

　澪は、困ったように笑った。

「……そうか。私は──ずっと、死にたかったのかもしれない。シンを不死にしようとしたのも、シンがいつか死んでしまうことに耐たえられなかったんじゃなく、シンが死んでしまったとき、自分だけ生きているのが耐えられなかったからなのかもしれない。……ああ──そうか。なんで、今までそんな単純なことに気づかなかったんだろう」

　澪はそう言うと、士道に背を向けて、ゆっくりとした足取りで数歩砂浜に足あし跡あとを付けた。すぐにそれを、波が攫さらっていく。

　澪は再び立ち止まると、深く呼吸をしたのち、士道たちに背を向けたまま問いを発してきた。

「それで──そこまでわかっていながら私にキスをしにきたっていうことは、士道は私を殺してくれるつもりっていうこと……だよね？」

「…………」

「──っ」

　澪の言葉に、令音が微かに眉まゆ根ねを寄せ、真士が息を詰つまらせる。

　だがそれも道理。士道は全てを予想した上で、澪にキスをしたのだ。全てを承知した上で、ここにやってきたのだ。その回答が導き出されるのは、至し極ごく自然なことであった。

「……ああ」

　士道がうなずくと、澪は微かに顔を上げるような仕草をしながら声を返してきた。

「──、そう──」

「──なんて言うと思ったか？」

「…………え？」

　次いで発された士道の言葉に、澪は意外そうに目を丸くしながら振ふり向いてきた。

　それどころか、令音と真士もまた、似たような表情で士道を見てくる。士道は澪の目を見み据すえながら続けた。

「人にとんでもない役目押しつけやがって。悪いがこちとら、おまえほど肝きもが据すわってるわけじゃあないんだ。おまえの死なんて、背負えるもんか」

　士道がきっぱりと言うと、澪が困こん惑わくした様子で首を傾かしげてきた。

「……ええと、じゃあ、なんで？」

「決まってるだろ。俺は──」

　士道は、指を一本立てると、それを澪にビシッと突つきつけながら、宣言するように言った。

「──澪、おまえを、真お士れから奪うばい取るために、ここにきたんだ」

「────」

　士道の言葉に、澪が目を見開く。士道は畳たたみ掛かけるように続けた。

「俺は今、狂くる三みのおかげで一〇の霊結晶セフイラをこの身に宿してる。正直、ほとんど精せい霊れいと変わらないだろう。おまえの霊力だって封印できるかもしれない。でも、封印イコール死ではないはずだ。おまえが自分で死さえ選ばなければ、な。──というわけで、だ。へっへっへ、昔の男なんて忘れて俺に乗り換かえちまえよ、澪」

　悪そうな顔をして、ついでに背を丸めて腕うで組ぐみしつつ、そんなことを言う。

　澪はしばしの間呆あつ気けに取られたようにポカンとしていたが、やがて──

「──ふ、ふふ、あははははは──っ」

　と、可お笑かしそうに笑い出した。

「何それ。全然似合ってないよ、士道。ていうかそもそも本気なの？」

「に、似合ってないかどうかはともかく……本気だよ！　俺は本気で、真士からおまえを奪うつもりだ！」

「ふふ……そっか」

　澪は滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐうような仕草をしながら、傍らに立っていた真士に視線を向けた。

「……って言ってるけど、どうする、シン？」

　言って、澪が面おも白しろがるように唇くちびるを笑みの形にする。真士はふっと息を漏もらすと、やれやれといった調子で肩かたをすくめた。

「俺が口を出していいのか？　確かに俺は崇たか宮みや真士のつもりだけど、士道の記き憶おくから切り離はなされただけの存在……いわば贋にせ物ものの贋物だぜ？」

「でも、その記憶は確かにシンのものでしょう？　言って。あなたが思うことは、本物のシンと同じなはずだから。──でないと、私を士道に取られちゃうかもよ？」

　澪がいたずらっぽい調子で言うと、真士がぴくりと眉の端はしを揺ゆらした。

「そうかい。じゃあ言わせてもらうけど──」

　真士はすうっと息を吸ってから士道に向き直ったかと思うと、カッと目を見開き、言葉を放ってきた。

「──っざっけんじゃねぇぞテメェ！　人が黙だまってれば好き勝手言いやがって！　いくら士お道れでも許せねえ！　澪はぜぇぇぇぇぇったい渡さないからなッ！」

「お、おお……ッ!?」

　凄すさまじい剣けん幕まくに、士道は思わず後ずさった。

　いや、士道も生前の真士がどれだけ澪を大切に想っていたかは重々わかっていたのだが、こうして実際それを目まの当たりにすると、さすがに驚おどろいてしまうのだった。

　が、真士はひとしきり叫さけび終えると、ふぅと息を吐いて目を伏ふせた。

「……とまあ、これが生前の俺の気持ちだ。澪を奪おうなんて冗じよう談だんじゃない。許せるかそんなもん。──ただ、だ」

　真士はゆっくりと目を開けると、どこか寂さみしげな──しかし慈いつくしむような視線で、澪を見た。

「……俺はもう、いないんだろう？」

「…………」

　真士の言葉に、澪が無言になる。真士はそんな澪に歩み寄りながら、続けた。

「たとえそれが士お道れでも、澪が俺以外の誰だれかを選ぶなんて、許容できない。正直胸が張り裂さけそうだ。──でも、だからって、澪が自分から死を選ぶのも、嫌いやだ。この世界にはまだ、澪に見せたいものがたくさんあったんだ。澪を連れていきたい場所がもっとあったんだ。澪に体験させたいことが、山ほどあったんだ」

　真士はゆっくりと手を持ち上げると、澪の頭をぐりぐりと撫なでた。

「……この海は綺き麗れいだよ。澪をここに連れてこられて本当によかった。……でも、そろそろ別の場所にも行かないとな。──ごめんな、澪。俺のせいで、三〇年も縛しばり付けちまった」

「…………」

　澪は、何も答えない。

　その代わりと言わんばかりに、真士が、士道の方を見つめてきた。そして、こくりとうなずいてくる。

　士道には、真士の意図が手に取るようにわかった。感覚が薄うすれたとはいえ、士道にもまた、真士の記憶が残っているのだ。

　だから──士道は、澪に向かって手を差し出した。

「澪……！」

「……士道、私は──」

　澪が小さく顔を上げ、何かを言いかける。

　が──その瞬しゆん間かん。

　穏やかだった海岸の光景に急にノイズのようなものが走ったかと思うと、世界全体が地鳴りのような音を伴ともなって震しん動どうし始めた。

「……っ!?　な、なんだ!?」

「うわ──っ!?」

　突とつ然ぜんの事態に、士道は思わず息を詰まらせ、周囲に視線を巡めぐらせた。真士もまた、似たようなリアクションをして辺りを見回す。

　今の今まで楽園のような景色を保っていた世界が、急に乱れ始める。とはいえそれは、天候が荒あれ始めたとか、地じ震しんが起こったとかという、天災的な現象ではないように思われた。たとえるならば──ゲームの画面にバグが発生したかのような光景である。

　だがそんな異常な事態の中で、澪と令音は至極冷静に状じよう況きようを見ると、互たがいに視線を合わせた。

「令音、これって」

「……ああ、恐おそらく間ま違ちがいないだろう」

「な、何なんですか、これは……」

　士道が問うと、令音はノイズの走った空を見上げながら答えてきた。

「……外部からの干かん渉しようだ。これは恐らく──精霊術式」

「精霊術式……？」

　困惑するように聞き返したのは真士だった。それに答えるように、今度は澪が小さく首しゆ肯こうする。

「うん。三〇年前、私を──この世界に『精霊』という存在を創つくり出した術式。世界に偏へん在ざいするマナを集めて超ちよう常じよう生命を生み出す魔ま術じゆつの秘ひ奥おうだよ。これができるのは……私が知る限りウェストコットたちだけ。どうやら、まだ生きていたみたいだね」

「な……っ!?」

　澪の言葉に、士道は戦せん慄りつの声を発した。

「精霊を……創り出した？　ちょっと待ってくれ、っていうことは今、外で新しい精霊が生み出されようとしてるってことか……!?　しかも、澪みたいな始原の精霊が……!?」

　士道が悲鳴じみた声で言うと、澪と令音は同時にこくりとうなずいた。

「……恐らくね。しかも──マナの流れの中心にいるのはウェストコットのようだ。どうやら、自分自身を核かくに術式を行おうとしているらしい」

「ウェストコットが精霊に……!?」

　告げられた最悪のシナリオに、思わず渋じゆう面めんを作る。士道の脳のう裏りに、未来の世界でウェストコットが語っていた彼の目的が過よぎった。

　──始原の精霊の力を手に入れ、世界を上書きする。

　正直、それを聞いたときは理解が追いついていなかった。だが、今ならば──澪によって作られたこの空間を体験したあとならば、わかる。

　もしもこの空間を形作る力をウェストコットが有したなら。そして、その空間が地球全体を覆おおったなら──それは確かに、世界を上書きする、という表現に足る事態であった。

　ウェストコットが一体どんな世界を作ろうとしているのかはわからない。けれど、ウェストコットは言っていた。これは、人類への復ふく讐しゆうであると。ならばその世界で、魔術師メイガス以外の人間がどうなるかは想像に難かたくなかった。

　新たな世界と言えば聞こえはいいが、要は体ていのいい大量虐ぎやく殺さつだ。そんなことを許すわけにはいかなかった。

　と、そこで真士が、難しげに眉根を寄せながら首を捻ひねる。

「ちょっと待ってください。そんなことが可能なら、なんでもっと早くやらなかったんですか？　自分を精霊にできるなら、わざわざ他ほかの精霊の霊結晶セフイラを集める必要なんてなかったんじゃあ？」

　確かに、その通りである。澪を生み出した術式がもう一度行えるならば、そちらの方が手っ取り早いだろう。

　すると令音が、自分の胸むな元もとに手を置きながら答えた。

「……そうはいかなかったのさ。術式を成功させるには、あるものが足りなかったんだ」

「あるもの……？」

「……ああ。三〇年前、ウェストコットたちは術式を行う際、ユーラシア大陸の中央部に位置するポイントを選んだ。それはその場所に、マナの流れの要よう衝しよう──魔術や仙せん術じゆつで呼ばれるところの、いわゆる霊れい脈みやくが存在したからだ」

　令音の言葉を継つぐように、澪が続ける。

「精霊術式により、私は生まれた。けどその際、世界が蓄たくわえていたマナと同時に、霊脈の機能を、丸ごと私が吸収してしまったんだ」

「……そう。だから私と同等の精霊を創り出そうとしたなら、世界に再び巨きよ大だいな霊脈が形作られるのを待たねばならなかった。──それこそ、数百年先になるか、数千年先になるかという話だがね」

「じゃあ、なんで今──」

　言いかけて、士道はハッと肩を揺らした。

　その反応から察したのだろう。令音が、小さくうなずいてくる。

「……そう。ここには、『私』という霊脈がある。──ウェストコットは私を介かいして、マナを集積させているようだ」

「うん。〈ゲーティア〉に術式用の装置が積まれていたみたい。三〇年前とは精度が段だん違ちがいだね。今は顕現装置リアライザがあるから当然かもしれないけれど」

「な……でも、そんなこと……」

「……ああ。無論そんなことは、私が出現する、ということを知っていなければあり得ない。だが今──そのあり得ないはずの事態が起こっている」

　令音の言葉に、士道はぐっと奥歯を嚙かみしめた。

　その原因は考えるまでもない。──士道の時間遡そ行こうだ。

　皆みなを救おうとしての士道の行動が、今世界を窮きゆう地ちに追い込んでいる。その現実に、士道は心臓が引き絞しぼられるかのような感覚を覚えた。

　が、そんな士道の思考を察したように、令音が続ける。

「……君は、私の手から皆を救おうとしただけだ。君が気に病やむ必要はない。原因というのなら、それは全すべて私の責だ。──それに今は、後こう悔かいに時間を割さいているときではないだろう？」

　令音の言葉に首肯し、澪が、士道に視線を向けてくる。

「そうだよ。あんな奴やつに利用されるなんて御ご免めんだし、シンとの思い出の世界を作りかえられるのはもっと嫌」

　澪は複雑そうな表情でしばしの間押し黙ったのち、何かを吹ふっ切るかのように頰ほおを緩ゆるめ、続けてきた。

「……士道、力を貸してくれる？　未来の世界でみんなを殺してしまった私がこんなことを言うのもおかしな話かもしれないけど──」

　言って澪が、士道の目を見つめてくる。

「──みんなを、助けに行こう」

「……！　ああ……っ！」

　士道は、それに応こたえるように、力強くうなずいた。

　確かに絶望的な状況。ウェストコットが始原の精せい霊れいの力を得るなど、考えたくもない最悪の展開だ。

　──けれど澪が、皆を助けると言ってくれた。士道にはそれが、たまらなく嬉うれしかったのである。

　澪はふっと微笑ほほえむと、真士に一歩歩み寄った。

「シン」

「ああ」

　真士はそんなやり取りだけで澪の意図を理解したのだろう。両手を広げると、澪をぎゅっと抱だき締しめた。

「……行ってくるね」

「……ん、気をつけてな」

　真士はそう言うと、士道の方に視線を寄よ越こしてきた。

「士道。──澪を頼たのむ」

「──、ああ」

　真士の言葉に、士道は首肯とともに返した。

　するとそんな様子を見てか、今度は令音が、真士のように両手を広げてくる。

「……士道」

「えっ？　えぇ……」

　士道が気まずげに目を泳がせると、令音が「おいで」というように指先を動かしてきた。

「えっと……じゃあ、失礼します」

「……ん」

　躊躇ためらいがちに歩み寄ると、令音が士道を優やさしく抱き締めてきた。

「……最高のデートをありがとう。──君なら、大だい丈じよう夫ぶだ」

「令音さん……」

　士道は呟つぶやくように言うと、ぎゅっと令音の身体からだを抱き返した。

　しばしの間、互いの体温を、鼓こ動どうを確かめるように、目を閉じる。

　それだけで、士道の身体には、今まで以上の気力が漲みなぎってくるような気がした。

「──じゃあ、行こうか、シン」

　言って、今度は澪が、士道に手を差し伸のべてくる。

「──ああ！」

　士道はもう一度うなずくと、その手を強く握にぎった。




　　　　◇




　──夕ゆう陽ひさえ沈しずんだ仄ほの暗ぐらい空に、しかし煌こう々こうとした輝かがやきが満ちていた。

　夜空の星を鏤ちりばめたかのような光が渦うずを巻き、一点に収束していく。まるで夢でも見ているかのような、幻げん想そう的な光景。何も知らぬ者がそれを見たならば、きっと神とか天使とかと形容するに違ちがいなかった。

　けれど、〈フラクシナス〉の外装上からその光景を見る精霊たちの表情に浮うかぶのは、畏い敬けいや崇すう敬けいではなく──戦慄と焦しよう燥そうの色であった。

　それはそうだ。何しろその光の中心にいるのは神などではなく、精霊たちの仇きゆう敵てきたる魔術師メイガス、アイザック・レイ・ペラム・ウェストコットであったのだから。

「ふ──はは、はははははは！　ははははははははははははっ！」

　ウェストコットの哄こう笑しようが、夜空に響ひびき渡わたる。

「く……！」

　十とお香かは奥歯を嚙みしめながら大たい剣けん〈鏖殺公サンダルフオン〉の柄つかを強く握ると、ウェストコット目がけてその刃やいばを振ふり抜ぬいた。

　凄すさまじい轟ごう音おんとともに、剣けん閃せんが空を切り裂さくように飛んでいく。

　が、堅けん牢ろうな鉄てつ壁ぺきさえ切り裂くその剣けん撃げきは、ウェストコットを包む光に触ふれた瞬しゆん間かん、空気に溶とけるように霧む散さんした。

　渾こん身しんの力を込こめた一撃が、まったく通じない。まるで、霊れい装そうを顕けん現げんさせた澪に攻こう撃げきをしているかのような無力感。十香は悔くやしげに表情を歪ゆがめると、ぐっと喉のどを鳴らすように呻うめいた。

「──無む駄だだよ。私の身は既すでに霊れい力りよくを帯びている。しかも、君たちのような欠片かけらではなく、〈デウス〉と同じ根源の力をね」

　ウェストコットが芝しば居いがかった調子で両手を広げながら言うと、その身がふわりと宙に浮いていった。

「もはや誰だれにも止められはしない。そこで大人しく見ていたまえ。──私が完全なる精霊となるところを。この世界が塗ぬり変わる光景を！」

「ふざ──けるなぁっ！」

　十香は諦あきらめることなく〈鏖殺公サンダルフオン〉を振るった。必殺の威い力りよくを持った斬ざん撃げきが空気を裂く。

　無論、十香だけではない。八や舞まい姉し妹まいや四よ糸し乃のたちもウェストコットに向けて風圧弾だんや冷気を放っていた。六む喰くろは空間に孔あなを開けて直接力の封ふう印いんを試み、美み九くと七な罪つみは〈破軍歌姫ガブリエル〉とそれを模した〈贋ハ造ニ魔エ女ル〉の演奏で以もつて皆の力を底上げする。

　だが、それだけしても、ウェストコットには傷一つ付かなかった。やれやれといった調子で、ウェストコットが肩かたをすくめる。

「聞き分けのない観客だ。──エレン、アルテミシア」

　言ってウェストコットがゆっくりと手を掲かかげる。すると、その身に纏まとわり付いていた光の一部が流星のように空を舞まい、折おり紙がみ、真ま那なと斬きり結んでいたエレンとアルテミシアの胸元に吸い込まれていった。

　次の瞬間、エレンとアルテミシアの身体が、ぼんやりとした輝きを帯びる。

「！　これは──」

「わ、すごい。力が……」

　二人が驚おどろくように目を丸くする。瞬間、彼女らと対していた折紙と真那が、何かを感じたように後方へと飛び退のいた。

「……！」

「ち──」

　だが、折紙と真那の判断もわからないではなかった。仮に十香が彼女らと同じ立場だったとしても、似たような行動を取っただろう。

　それくらい明確に、今のエレンとアルテミシアからは、不ふ吉きつな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。先ほどまでとは明らかに異なる、濃のう密みつな力。──まるで、ウェストコットの力を分け与あたえられたかのような様相だった。

　そんな二人の様子を見て、ウェストコットが満足げに唇くちびるの端はしを歪める。

「この世界の終しゆう焉えんを見届ける目と耳さえ残っていればいい。彼女らも精霊だ、手足を切り取ったくらいで死にはしないだろう」

「──は」

「わあ、痛そう。でも精霊だし──仕方ないよね」

　ウェストコットの命を受け、エレンとアルテミシアが空を駆かける。

「──ッ!?」

「な……！」

　刹せつ那な、折紙と真那の苦く悶もんが響いたと思ったときにはもう、二人の身体は大きく後方へ吹き飛ばされていた。目にも止まらぬ瞬撃。二人とも、すんでのところで防ぼう御ぎよ体勢は取ったようだったが、それぞれ兵装と腕わん部ぶの装そう甲こうが綺き麗れいに切り裂かれている。

「折紙！　真那！」

「──この期ごに及およんで他人の心配だなんて、余よ裕ゆうだね」

　と、十香が叫さけんだ瞬間にはもう、そんな声とともにアルテミシアの影かげが目前まで迫せまっていた。

「く──!?」

　慌あわてて〈鏖殺公サンダルフオン〉を振り上げ、レイザーブレイドの一撃を受け止める。が、防御してなお、凄まじい衝しよう撃げきが十香の全身を叩たたいた。体勢を崩くずされ、外装の上を転がるように吹き飛ばされる。

「ふ──ッ」

　そして、そんな隙すきを見み逃のがすようなアルテミシアではなかった。空を蹴けり、十香に向かって追撃を仕し掛かけてくる。

「ぐ……っ！」

　十香は来たる衝撃と痛みに備えて身構えた。

　力の差は歴然。だがどうにかしてウェストコットを止めねばならない。止めなければ、士道や皆みなと出会ったこの世界が、彼の好きな形に作り替かえられてしまう。そんなことは、絶対に許容できなかった。幸い、相手にこちらを殺す気はないようだ。ならば、手を失おうが足を失おうが、反撃に転じることはできる──！

「……っ!?」

　が、十香が覚かく悟ごを決めた瞬間、目前にまで迫っていたアルテミシアが、不意にぴくりと眉まゆを揺ゆらし、後方に飛び退いた。

「む──？」

　突とつ然ぜんの行動に眉根を寄せた十香だったが──すぐに気づく。

〈フラクシナス〉の真横に浮ふ遊ゆうしていた巨きよ大だいな繭まゆの表面に亀き裂れつが入り、その中から目ま映ばゆい光が漏もれ出ていることに。恐おそらくアルテミシアの退たい避ひは、あれを警けい戒かいしてのことだったのだろう。

「あれは──」

　と、十香が言った瞬間、繭が一気に展開したかと思うと、その中から、二つの人ひと影かげが飛び出してきた。

　──士道と、澪である。

「シドー！」

「士道さん……！」

「おお！　無事じゃったか！」

　精せい霊れいたちがパァッと表情を明るくし、その名を呼ぶ。

「おう──待たせたな、みんな」

　士道は少し照れくさそうに微笑ほほえむと、その手に天使〈鏖殺公サンダルフオン〉を顕現させ、ウェストコットに向かって構えてみせた。







「──よう、アイザック・ウェストコット。俺たちがいない間に、随ずい分ぶん好き勝手やってくれたみたいじゃないか」

〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の繭の中から飛び出した士道は、〈鏖殺公サンダルフオン〉の切っ先をウェストコットに向けながら視線を鋭するどくした。

　彼の身を中心に、濃密な霊力が渦を巻いているのがありありと感じられる。それこそ、澪と相対したときのような、圧あつ倒とう的なプレッシャー。ただ向かい合っているだけで肌はだがちりつくかのような錯さつ覚かくさえ覚える。

　ウェストコットは悠ゆう然ぜんとした調子でニッと笑うと、大おお仰ぎように両手を広げながら返してきた。

「──お陰かげ様さまでね。君には感謝しているよ、イツカシドウ。よく私が術式を発動させるまで〈デウス〉を止めていてくれた。貴重な霊結晶セフイラを提供した甲か斐いがあるというものだ」

「なんだと……？」

　ウェストコットの言葉に、士道は眉根を寄せた。

　確かにウェストコットの持っていた二に亜あの霊結晶セフイラは、一度狂三の手に渡り、今士道の身体の中に存在している。だがそれさえ、この未来を見み越こしたウェストコットの策だったとでもいうのだろうか。

　無論、心理的優位に立つためのハッタリとも考えられたが、士道は策略と判断した。判断した上で──後こう悔かいはせず、今この状じよう況きようを打開するために全力を尽つくすと心に決める。

　士道の表情と姿勢からそれを察したのだろう。ウェストコットが心底楽しそうに笑みを濃こくした。

「よい気き迫はくだ。まあ、その身に一〇もの霊結晶セフイラを宿し、隣となりに〈デウス〉を伴ともなっていれば、そうもなるか。だが──」

　ウェストコットが小さくあごを上げた瞬間、彼の身体からだが一層強く光り輝かがやき──

　じわり、と漆しつ黒こくの闇やみへと変へん貌ぼうしていった。

「──少し、遅おそかったようだね」

「な──ッ……！」

　士道は思わず息を詰つまらせ、身構えた。

　空に浮くウェストコット、その背後に、巨大な『樹き』が姿を現したのである。

　天を摑つかむように枝を、地を浚さらうように根を伸のばした、漆黒の大樹。枯こ木ぼくのように朽くち果てた表皮と、それに反するように漲みなぎった禍まが々まがしい瘴しよう気き。

　見る者全すべてに絶望を撒まくかのような、悪夢の魔ま王おうが顕現した。

「ッ、あれは……！」

「〈輪廻楽園アイン・ソフ〉？　いや……」

「魔、王──」

　精霊たちが、呆ぼう然ぜんとした口調で空を見上げる。

　ウェストコットは指揮者の如ごとく両手を振るうと、恍こう惚こつとした表情で告げた。

「さあ、世界を創つくろうか、〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉」

　瞬しゆん間かん、漆黒の大樹が胎たい動どうするように蠢うごめき、その枝を天に、根を地に向けて伸ばし始めた。それと同時、大樹を中心として、空に別の景色が広がっていく。

「……ッ！」

　その光景には見覚えがあった。〈輪廻楽園アイン・ソフ〉がモノクロの空間を生成するのと同じ──『隣りん界かい』が世界を侵しん蝕しよくしていく感覚である。

　──『あれ』を放置してはならない。その直感が士道と真那、精霊たちの脳のう裏りを一いつ斉せいに通り抜ぬけた。

　するとそのとき、まるでそれに呼応するかのように、一つの叫びが響ひびく。

「──〈輪廻楽園アイン・ソフ〉！」

　瞬間、澪の背後に浮遊していた繭が展開し、光の大樹〈輪廻楽園アイン・ソフ〉へと変貌する。

〈輪廻楽園アイン・ソフ〉はその枝と根を広げると、〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉のそれを抑おさえ込むように絡からみつかせた。

〈輪廻楽園アイン・ソフ〉と〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉が複雑に絡み合い、辺り一帯を巨大な鳥とり籠かごのように覆おおう。双そう方ほうが展開しようとする世界同士がぶつかり合い、周囲をノイズのような景色に染め上げた。

「……！　澪！」

「〈輪廻楽園アイン・ソフ〉で〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉を抑え込んだ……でも、長くは保もたない。

　みんな、お願い。力を貸して。シンと出会ったこの世界を──守るために」

『……！』

　澪が言うと、精霊たちが驚いたように目を丸くした。

　それはそうだろう。何しろつい先刻まで、命を賭かけて戦っていた相手なのだ。

　だが、それ以前に彼女は、精霊たちを見守り続けた優やさしい解かい析せき官でもあった。そして精霊たちは彼女を倒たおそうとしていたわけではなく、デレさせようとしていたのだ。

　驚きよう愕がくは一いつ瞬しゆん。精霊たちはどこか嬉うれしそうにうなずくと、それぞれの天使を構え直した。

「うむ……！　一いつ緒しよに戦えて嬉しいぞ、澪！」

「ええ。あの中で何があったのかは、あとで詳くわしく聞かせてもらうけどね！」

「ふん──わたくしはぞっとしませんけれど」

　その中にあって狂三だけは面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らしていたけれど、ウェストコットを止めるという点においてのみは異存ないようだった。不ふ機き嫌げんそうな表情をしながらも、〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉を消し、〈刻々帝ザフキエル〉に持ち替える。

　と、そこで、息巻く皆の中、七罪が頰ほおに汗あせを垂らしながら言った。

「……いや、でも力を貸すって何すればいいわけ？　私たちの攻こう撃げき、全然通らないんだけど……」

　すると澪はふっと目を伏ふせると、祈いのりを捧ささげるように手と手を組み合わせた。

「──そんなことはないよ。だって君たちの天使の力は、本来そんなものじゃあないだろう？」

　瞬間、澪の霊れい装そうから無数に光り輝く帯のようなものが伸びたかと思うと、それぞれが精霊たちの、そして真那と士道の胸を貫つらぬいた。

「な……っ!?」

　未来の世界で見たのと同じ光景に、思わず息を詰まらせる。

　が──違ちがう。澪に胸を貫かれた精霊たちは、倒れるどころか霊れい力りよくを漲らせ、その身に目映い光を纏まとっていった。

「おお……っ!?」

「これって──」

　精霊たちの驚愕の声とともに、光が物質と化していく。

　そう。精霊たちの絶対の鎧よろいにして城。──完全な姿の霊装が、そこに顕けん現げんしていたのである。

　真那も、そして士道も、霊装こそ顕現させていないものの、あたかもエレンやアルテミシアのように、その身体に凄すさまじい力を纏っている。そして──

「──うおっ!?　マジか澪っち！」

　そんな声が後方から響く。見やると、敵の攻撃から逃れるように〈フラクシナス〉の外装に這はい蹲つくばりながら艦かん橋きように戻もどろうとしていた二亜の身体に、修道女のような霊装が顕現していた。

「──微び量りようとはいえ、二亜の身体にも霊結晶セフイラが残っていたからね。それを介かいして、私の霊力を注がせてもらったよ」

「ひゃー！　サービスいいねぇ！　おっしゃＤＥＭ！　あたしが相手だッ！」

　今の今まで匍ほ匐ふく前進で逃にげようとしていた二亜がぴょんと立ち上がり、威い勢せいよく宣言する。あまりの調子のよさに、士道は思わず苦く笑しようしてしまった。

　が、そこで澪が、皆に注意を促うながすように続ける。

「とはいえ相手もまた精霊。倒しきるためには、君たちが持つ全ての天使の力を一つに結集し、一気に叩たたかねばならないだろう」

「全ての天使を……ですか？」

「え……っ、エレンとかいる中で全員合体攻撃とか無理ゲーじゃない……？」

　七罪が言うと、澪はちらと士道の方を見てきた。

「いや。皆みなには、ウェストコットへの道を作ってもらいたい。──いるじゃないか、ここに。一人で、全ての天使の力を扱あつかえる者が」

　澪の言葉に導かれるように、皆の視線が士道に注がれる。

「え──？」

　士道は一瞬キョトンとしたが、すぐにその言葉の意味を理解すると、皆の視線に応こたえるように力強くうなずいた。

　かつての士道なら、恐きよう怖ふと狼ろう狽ばいに囚とらわれていただろう。

　けれど、今は天使がある。そして何より、精霊たちがいる。

　そしてそれは士道にとって、頼たのもしい味方以上の意味を表していた。

　──そう。男の子ならば、女の子にみっともないところは見せられないのである。

　強敵に向かうには軽けい薄はくに過ぎる理由と動機。けれどそれは士道にとって、この上なく相応ふさわしいもののように思われた。

　士道はふっと微笑むと、宣言するように声を張り上げた。

「いくぞ、みんな。──世界を救いにな！」

『おおッ！』

　士道の号令に精せい霊れいたちが応え、各おの々おの〈フラクシナス〉の外装を蹴けるようにウェストコットへと向かっていく。

　その姿はさながら流星の如く。夜空に煌きらめきの軌き跡せきを残して、幾いくつもの影かげが空を舞まう。

　だが、ウェストコットとて黙だまって待ち構えているのみではない。〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉の枝を蠢かせ、凄まじいスピードで精霊たちを打ち落とそうとしてくる。

　それに加え──

「させると──思いますかッ！」

「いかせない……！」

　ウェストコットに力を授さずけられたエレンとアルテミシアが、精霊たちの前に立ちはだかった。レイザーブレイドに濃のう密みつな魔ま力りよくを纏わせ、目にも止まらぬ速度でそれを振ふるってくる。

　とはいえ、澪によって十全の力を取り戻した精霊たちは、易やす々やすとやられはしなかった。折紙と真那がエレンとアルテミシアを抑え込み、その隙すきに〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉の枝を避けた精霊たちがウェストコットに攻撃を加えていく。

「は──ッ！」

〈刻々帝ザフキエル〉【一アのレ弾フ】と〈破軍歌姫ガブリエル〉によって強化された十香が〈鏖殺公サンダルフオン〉【最ハル後ヴアのンヘ剣レヴ】を放ち、四糸乃とともに〈氷結傀儡ザドキエル〉に相乗りした七罪が〈贋ハ造ニ魔エ女ル〉によってその姿をより巨きよ大だいに、攻撃的に変容させ、〈颶風騎士ラフアエル〉の風を纏って突とつ撃げきする。

　そして〈封解主ミカエル〉【放シフルール】によって力を解放させられた琴こと里りが、〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉渾こん身しんの【砲メギド】を放ち、空を真っ赤に染め上げた。

　幾つもの天使が組み合わされた、凄せい絶ぜつ極きわまる一斉攻撃。

　ウェストコットは〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉で、そしてその身に纏まとった霊力の壁かべでそれを防ぼう御ぎよしていたが、さすがに先ほどまでのように無傷とはいかないようだった。次し第だいにダメージが蓄ちく積せきしていくのが見て取れる。

　しかしウェストコットは、焦しよう燥そうも狼狽も見せることなく、愉ゆ快かいそうに笑った。

「ふむ。やるじゃあないか。ならば──これはどうかな？」

　そしてそう言って、片手を高く掲かかげてみせる。

　するとそれに合わせるようにして、ウェストコットの頭上、天高くに、巨大な球体が顕現した。

「……！　あれは──」

　それを見て、士道は思わず喉のどを絞しぼった。

　だがそれも当然だ。それは澪が顕現させた死の天使〈万象聖堂アイン・ソフ・オウル〉に瓜うり二ふたつの姿をしていたのだから。

「──〈極死祭壇アテイエル〉」

　ウェストコットの呼び声とともに、球体の表面が波打ち、蕾つぼみが開花するかのように展開する。

　そしてその中心から、精霊たちに向かって、無数の闇やみの粒つぶが降り注いだ。







　──ときは、数分前に遡さかのぼる。

〈フラクシナス〉の外装上で、二亜は顕現させた天使〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉を手に、飛び立っていった精霊たちを眺ながめていた。

『──で、何をしているのですか、二亜』

　と、そこで通信機を通して、〈フラクシナス〉のＡＩ、マリアの声が聞こえてくる。二亜は小さく肩かたを揺ゆらすと、ばつが悪そうに頭をかきながら苦笑した。

「いやー……だってさー、よく考えたらあたしも〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉も戦せん闘とう向きじゃないんだもんさー。それにずっと非戦闘員ポジションにいたわけじゃん？　〈バンダースナッチ〉とか雑ざ魚こ魔術師ウイザードとかならまだしも、初戦闘がいきなりボス戦ってちょーっとハードル高くにゃい……？」

『はあ』

　二亜が甘えるような口調で言うと、マリアはわざとらしく大きなため息を吐ついてきた。

『威勢よく啖たん呵かを切ったと思ったらこれですか。情けなくて涙なみだが出てきますね』

「う……っ、し、仕方ないじゃん！　あたしが下手に出しゃばってみんなの足引っ張ったら目も当てられないし……」

　言って、両手の指をつんつんと突き合わせる。

　するとマリアは、もう一度大きくため息を吐いてから続けてきた。

『──仕方ありません。こんな人でも精霊は精霊。今は少しでも戦力が欲ほしいところです。今からわたしの言うことをよく聞いてください。現状お役立ち度ゾウリムシ以下の二亜を、ミジンコくらいにはしてあげます』

「へ？」

　マリアの言葉に、二亜はキョトンと目を丸くした。







　──空から、絶望が降ってくる。

　巨大な黒花〈極死祭壇アテイエル〉から放たれた闇の粒は、精霊たちを捉とらえんと、花粉の如ごとく辺りに降り注いだ。

「みんな！　それに当たっちゃ駄だ目めだ……！」

　士道は喉が潰つぶれんばかりに声を張り上げた。その闇の粒は『死』の具象。触ふれるだけで問答無用に対象の命を奪うばう理り不ふ尽じんなる殺さつ戮りく者である。

　精霊たちもその脅きよう威いは重々承知しているのだろう。それを弾はじいたり防いだりはしようとせず、その場から飛び退のく。

　だが、全すべての精霊が逃のがれられたわけではなかった。エレン、アルテミシアと対していた折紙と真那が、二人の妨ぼう害がいに遭あい、逃げ遅おくれてしまう。

「く……！」

「この、邪じや魔まを……！」

　ウェストコットの霊力を付ふ与よされているエレンとアルテミシアは、たとえ闇の粒をその身に受けようと死に至ることはないだろう。だが、澪の力を得ているとはいえ、折紙と真那がどうなるかはわからなかった。

「折紙！　真那──！」

「く──〈万象聖堂アイン・ソフ・オウル〉……！」

　澪が〈極死祭壇アテイエル〉の力を相そう殺さいしようとしてか、〈万象聖堂アイン・ソフ・オウル〉を顕けん現げんさせる。

　だが、遅おそい。〈極死祭壇アテイエル〉の闇の粒が、細ささめ雪ゆきのように折紙と真那に降り注いだ。

　が──そのとき。

「え……？」

　視界を幾つもの白い影が横切り、士道は目を瞬しばたたかせた。

　一いつ瞬しゆん幻げん覚かくかとも思ったが、違ちがう。

　突とつ然ぜん、何人もの同じ貌かおをした少女たちが現れ、その身を挺ていして折紙と真那を闇の粒から守ったのである。

「な──!?」

　無論、闇の粒は『死』の塊かたまり。それを受けた少女たちは一瞬にして命を失ってしまう。

　しかし、少女たちは亡なき骸がらを残すことなく、無数の紙となって消しよう滅めつした。

「まさか、あれは……」

　士道は目を剝むき、眉まゆ根ねを寄せた。理由は単純。その異様な光景に、見覚えがあったのである。

　すると、そんな士道の驚おどろきに合わせるように、後方から声が響ひびいてきた。

「やー、間かん一いつ髪ぱつだったねー少年！　でも大だい丈じよう夫ぶ、二亜ちゃんが来たからにはもう安心だぜー！」

「なぜこの流れでそんな大口を叩けるのか理解に苦しみますね」

　士道はそんな声に弾かれるように振り向くと、そこにいた精霊の姿を見た。

「二亜！　と──」

　が、途と中ちゆうで言葉が止まる。二亜の隣となりにもう一人、見慣れぬ少女の姿があったのである。

　色素の薄うすい髪かみに、白い簡易霊れい装そう。可愛かわいらしくもどことなく生意気さが窺うかがえるその顔立ちは、疑ぎ似じ精霊〈ニベルコル〉に似ているような気がした。

　しかし、今し方かけられたその声と口調には覚えがある。士道はまさかと思いながら続けた。

「まさか、マリア……か？」

「はい。よくできました。待望のリアルボディを手に入れ、完全無欠のマリアです」

　言ってマリアが、昔のアイドルのようなポーズを取ってみせる。その場違いな明るさに、士道は思わず苦く笑しようした。

「でも、一体何がどうなってるんだ？　今折紙たちを助けてくれたのもマリア……だよな？　あの──〈ニベルコル〉みたいな」

　士道が問うと、マリアがこくりとうなずきながら答えてきた。

「その感想は間ま違ちがっていません。〈ニベルコル〉は〈神蝕篇帙ベルゼバブ〉の権能とＤＥＭの顕現装リアライ置ザで作り出された疑似精霊でした。ならば──〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉さえあれば、〈ラタトスク〉に同じことができない道理はありません」

　言ってマリアがバッと手を掲げる。すると二亜の持っていた〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉から幾枚ものページが舞い、その中から、マリアと同じ貌をした少女たちが姿を現した。

「無論、〈極死祭壇アテイエル〉の力を浴びた個体は蘇そ生せいできませんが」

「この身体からだを以もつて数瞬の間、皆みなを守ることは可能です」

「なに、死に尽つくしても二亜の霊れい力りよくが空になるだけです」

「もともとなかったようなものですし、大した損害ではありません」

　無数のマリアたちは、冗じよう談だんめかすようにそう言うと、空を舞い、〈極死祭壇アテイエル〉へと向かっていった。

　するとそれに合わせるように、二亜がビッと人差し指を〈極死祭壇アテイエル〉に向ける。

「いっけー、マリア！　きみに決めた！」

「マリアはいうことをきかない」

「あたー!?」

　隣に残っていたマリアに脇わき腹ばらをつつかれ、二亜が身体をくの字に折る。
















　マリアは不ふ機き嫌げんそうに息を吐はいたのち、気を取り直すように士道に向き直ってきた。

「さあ、〈極死祭壇アテイエル〉のことは任せて、行ってください士道。そして、決着をつけてくるのです」

　マリアが、士道の背を叩たたくようにしながら言ってくる。

「……ああ！」

　士道は力強くうなずくと、空を蹴けって混こん沌とんの中心──ウェストコットへと向かっていった。

　無論、士道の動きを悟さとったエレンやアルテミシアがその行く手を阻はばみ、〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉の枝が触しよく手しゆの如く無数に蠢うごめく。

　けれど──

「はぁぁぁぁぁぁぁ──ッ！」

「〈氷結傀儡ザドキエル〉……！」

「士道さんの邪魔は──させませんわ！」

　辺りに展開した精せい霊れいたちが、魔術師ウイザードたちのレイザーブレイドを止め、枝を打ち払はらい、士道の道を切り開いた。

　一瞬、ほんの一瞬であるが、ウェストコットへ至る道が見える。

　そして今の士道には、その一瞬で十分だった。

「ふ──ッ！」

〈颶風騎士ラフアエル〉の風を纏まとい、弾だん丸がんのように空を駆かけ抜ぬける。

　火花を散らす精霊たちや魔術師ウイザードたちの間を抜けながら、士道は自分の頭が不思議なくらい冷静になっていることを自覚した。

　まるで、一瞬が長く引き延ばされるかのような感覚。

　その中で、一つ一つ、身体に宿された霊結晶セフイラを──天使を繫つないでいく。

〈絶滅天使メタトロン〉。

〈囁ラ告ジ篇エ帙ル〉。

〈刻々帝ザフキエル〉。

〈氷結傀儡ザドキエル〉。

〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉。

〈封解主ミカエル〉。

〈贋ハ造ニ魔エ女ル〉。

〈颶風騎士ラフアエル〉。

〈破軍歌姫ガブリエル〉。

　そして──〈鏖殺公サンダルフオン〉。

　始原の魔ま王おうを打ち倒たおすには、寸分の狂くるいも許されない。この身に宿る一〇の天使、全てを結集するイメージ。

　やがてそれは一つの光となり、士道の右みぎ腕うでに纏まとわり付いた。

「イツカシドウ──」

　ウェストコットの目が、大きく見開かれる。

　それは驚きよう愕がくや戦せん慄りつのようにも見えたし──どこか歓かん喜きや興奮の色が差しているようにも見えた。

　けれど、どちらであろうとやることは変わらない。

　士道は渾こん身しんの力を込こめた拳こぶしで──

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　始まりの魔術師メイガスを、殴なぐりつけた。







「…………っ！」

　──震しん動どうが、澪の全身を通り抜ける。

　とはいえ、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉が〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉に競せり負けたわけでも、敵に攻こう撃げきを受けたわけでもない。

　空の中心。二つの魔王を従え浮ふ遊ゆうしていたウェストコットを、士道が天使の力を以て殴りつけたのである。

　その凄すさまじい衝しよう撃げきは空気を伝い、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉と〈永ベ劫リ瘴ア獄ル〉が形作った鳥とり籠かごの中を駆け巡めぐった。周囲にいた精霊たちも、ハッとした様子で士道の方を見やる。

「────か──っ、は──ッ」

　ウェストコットの苦く悶もんが響くと同時、彼の背後に屹きつ立りつしていた大樹が、頭上に浮遊していた花が、ぎしりと軋きしみを上げた。〈輪廻楽園アイン・ソフ〉とせめぎ合っていた空間に歪ゆがみが生じ、ばらばらと崩くずれ落ちていく。

　──落葉。絶対なる魔王の至る所に、次々と罅ひびが入っていった。

　とはいえそれも当然だ。何しろ、天使一〇体分、そして澪の力を込めた一いち撃げきを叩き込まれたのである。如い何かにウェストコットが始原の精霊の力を持つとはいえ、ただでは済むまい。

「────」

　士道が血の滲にじむ拳を握にぎり直し、皆に勝利を示すように天に突つき上げる。

「おお……っ！」

「士道！」

「きゃぁぁぁ！　だーりぃぃぃんっ！」

「……ふう」

　辺りから、精霊たちの声が響き渡わたる。澪もまた、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉にかかっていた負荷が軽減するのを感じて、小さく息を吐いた。

　だが──

「ふ……はは──────、は、はは──、見事だ──イツカシドウ。

　だが──一歩足りなかったようだね」

「な──!?」

　前方から響いたウェストコットの声に、士道はハッと肩かたを震ふるわせた。

　全身に衝撃を叩き込まれ、口と鼻から血を流したウェストコットが、忘ぼう我がの淵ふちにいるような調子で、喉のどの奥からその名を零こぼしたのである。




「──〈■■■ケメテイエル〉──」




「────っ」

　瞬しゆん間かん。

　ぞわり、と澪の全身を悪お寒かんが襲おそった。

　それはそうだ。その魔王の権能を、恐おそろしさを、誰だれよりも知っているのは、他ほかならぬ澪だったのだから。

　しかもウェストコットがその名を呼ぶと同時、彼の身体からだの周りに、嵐あらしのようにマナの奔ほん流りゆうが渦うずを巻いていった。──身体に深刻なダメージを負った状態で最後の魔王を顕けん現げんさせたがゆえの、臨界状態。あんな状態では、ウェストコット自身が魔王を御ぎよしきれるかさえ怪あやしいものだった。

　──瞬まばたき程度の間に、思考を巡らせる。自らの持つ権能、士道の天使、精霊たちの助力、どれをどう使えばこの状じよう況きようを打破できるのかを考える。──どうすれば士道を無事に帰せるかを考え抜く。

　思えば、それは久ひさ方かた振ぶりの感覚だった。三〇年前、真士の亡なき骸がらを前にしたときのような思考のスピード。

　けれど違ちがう。あのときの自分には絶望しかなかった。だが──今は、まだ、士道が生きている。まだ何とかなる。だが一体何をすればいい。何を──

　と、そこで士道の背を見た澪は、すうっと脳に思考が染しみ渡るかのような感覚を覚えた。

　それと同時、経パ路スを通じて共有された、士道の未来での記き憶おくが過よぎる。

　士道が時間遡そ行こうをする前の歴史。澪がその目的を達する寸前にまで至った世界。

　澪はその未来の自分自身の姿を、士道の記憶を通して見ていたのだ。

　けれど、いざ真士を取り戻もどそうとしているというのに、その澪は──満たされているようには、見えなかった。

「────」

　嗚あ呼あ、そうだ。

　答えは──既すでに示されていたのかもしれなかった。







「な……」

　空の中。士道は愕がく然ぜんと目を見開いていた。

　全身を凄まじい悪寒が通り抜ける。周囲の温度が一瞬にして下がるかのような錯さつ覚かく。

　その感覚には覚えがあった。未来の世界の記憶。澪の力を奪うばい、澪に肉にく薄はくした十香に澪が用いた最後の天使。──全すべてを零ゼロに帰す無の天使。

　士道の予想を示すように、ウェストコットの前に闇やみが集つどい、植物の種子のような、小さな塊かたまりを形作る。

　澪がそれを顕現させた際には光に包まれてその全ぜん貌ぼうを見て取ることはできなかったが、どうやらその正体はこんな小さな塊だったようだ。そんな、不思議な感かん慨がいが肺はい腑ふを満たす。

　それを認にん識しきすると同時、士道はその場から逃のがれようとした。だが、咄とつ嗟さのことに──まるでその小さな種子に縛しばられてしまったかのように、身体が動かない。

「あ──」

　死の直感。仮に飛び退のいたところで、その空間ごと消し去られるのではないかという予知じみた感覚。

「────！」

「…………！」

　後方で、精霊たちが叫さけんでいるのがわかる。けれど、その内容が認識できない。

　そうしているうちに、黒い種子が発芽するかのように、じわりと空間に闇を広げていった。

「あ────」

　士道は、そんな声のみを残し、闇に吞のみ込まれようとし──




「──駄だ目めだよ、士道。君には、待っている子たちがいるんだから」




　次の瞬間、そんな声とともに、ぐいと後方へと引っ張られた。

「……っ！」

　一いつ拍ぱく置いて、理解する。遥はるか後方から伸のびた〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の枝が、自分の腹部に絡からみついていることに。

　そして、そんな士道と入れ替かわりになるように、一人の精せい霊れいがウェストコットに向かっていった。

　──澪だ。

「澪……!?　一体何を!?」

　士道は命を拾ったことを安あん堵どする間もなく叫びを上げた。

　すると澪が、士道の方を見ながら告げてくる。

「──霊れい力りよくが暴走している。あれを放置しておいたら、辺り一帯を消し飛ばしてしまうよ。それこそ、余波だけでユーラシア大だい空くう災さいの比じゃあない。──でも、〈　ア　イ　ン〉で相そう殺さいして対つい消しよう滅めつを起こせば、あるいは──」

「な──」

　澪の言葉に、士道は心臓が握り潰つぶされるかのような感覚を覚えた。

　澪の声から、表情から、それが何を意味するかが察せられてしまったのである。

「なんだよそれ……ッ！　そんなことしたら、おまえは──！」

「…………」

　澪は、何も答えない。だが構わず、士道は悲鳴じみた声を上げ続けた。

「ふざけるな……なんでだよ！　真士だって言ってたじゃないか！　澪に、もっと世界を見せたいって──！　なのに、なんで──」

　士道は叫ぶと、澪を止めるように手を伸ばした。その手は澪の身体にこそ届かなかったが、その霊れい装そうの端はしを辛かろうじて摑つかんだ。

　が、その瞬間、士道の触ふれていた部分が、光とともに空気に溶とけ消えていった。

　まるで、霊力が封ふう印いんされたときのように。

「──っ！」

　士道が息を詰つまらせると、澪はふっと口元を緩ゆるめた。




「──士道。君は本当に素す敵てきだよ。私は、君のことが大好きだ」




　そしてそう言って、冗じよう談だんめかすようにぱちりと片目を閉じる。




「──ただし、シンの次にね？」




　澪は優やさしげに微笑ほほえむと、そのままウェストコットに向かっていった。

　同時、士道の身体が〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の枝によって、半ば強制的に後方へと離り脱だつさせられる。

　否いな、士道だけではない。他の精霊や真那たちもまた、無数の枝に引き寄せられていた。

　そして皆みなを引き寄せた〈輪廻楽園アイン・ソフ〉は、そのまま大きくその姿を変容させると、先ほど澪と士道を吞み込んだときのように、〈フラクシナス〉ごと士道たちを包んでいった。

　恐らくは──天使と魔ま王おうの激げき突とつの余波から、士道たちを守るために。

「──澪ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ────ッ！」

　士道は、〈輪廻楽園アイン・ソフ〉によって閉とざされる夜空の景色に向かって、遠く、遠く、その名を叫んだ。




　　　　◇




　激流の如ごとく渦を巻くマナの流れの中心で──精霊・澪と魔ま術じゆつ師し・アイザック・ウェストコットが対たい峙じする。

　ウェストコットは澪の姿を認めると、口元の血を拭ぬぐうこともなく笑みを浮うかべてきた。

「……〈デウス〉か。介かい添ぞえ人にんが君とは豪ごう華かなことだ。私としては、ここでイツカシドウを消しておきたかったのだがね」

　澪はそんな言葉を目を伏ふせながら聞くと、ぽつりと零すように返した。

「きっと、これからの世界にいてはいけないんだ。君も、私も。──ちょうどいいじゃない。厄やつ介かい者を纏まとめて処理できるだなんて」

「は、は、は──」

　ウェストコットは大おお仰ぎような調子で肩を揺ゆらすと、額に手を置き、天を仰あおいだ。

「──どこだ？　一体どこで私は間ま違ちがえた？　魔ま術じゆつの秘ひ奥おうを漁あさり、精霊術式に辿たどり着いたというのに。顕現装置リアライザを作り上げたというのに。──今こうして、始原の精霊の力を手にしたというのに」

　ウェストコットの言葉に、澪はすっと目を細めた。

「……そもそも精霊わたしなど、生み出すべきではなかったんだ。顕現装置リアライザもね。こんな力、人間には過ぎたものだよ。

　ただ、まあ──そうだな、もしもそれ以外に君の不運があるとするなら──」

　澪はふむ、とあごに手を当ててから、言った。

「──君は、私の好みではなかった」

「────」

　その言葉に、ウェストコットは一瞬呆ぼう然ぜんとするように目を丸くし、

「……は、はは、ははははははははははははははははははははは──っ」

　やがて可お笑かしくて仕方ないといった様子で、笑い始めた。

「なるほど、なるほど。……それでは仕方がないな」

　ウェストコットは笑い疲つかれたように身体からだを揺らめかせると、ゆっくりと右手を前に向けてきた。




「──〈■■■ケメテイエル〉」




　その言葉に応ずるように、彼の目の前に出現していた漆しつ黒こくの種子から、闇が滲にじみ出る。

　澪は同じように手を前に突つき出すと、最後の天使の名を唱えた。




「──〈　ア　イ　ン〉」




　次の瞬しゆん間かん──『無』と『無』の力が、ぶつかり合った。
















　──身体が、世界に溶けていく。

　なんとも不思議な感覚が、澪を襲おそっていた。

　痛みはない。恐きよう怖ふもない。ただ穏おだやかに、意識が微睡まどろんでいくかのような感覚。

　最強最後の天使と、それと同等の力を持つ魔王をぶつけ合ったのである。その使用者が無事に済むはずはない。

　だが──後こう悔かいはなかった。

　もしもあのとき澪が〈　ア　イ　ン〉を発動していなければ、ウェストコットの力の暴走に巻き込まれて士道や周囲の精霊たちは間違いなく死んでしまっていただろう。

　否──それどころか、ユーラシア大空災以上の爆ばく発はつが地球を襲っていてもおかしくはなかった。

　そこまで考えたところで、そんな自分の動機に思わず笑ってしまいそうになる。

　自分の欲よく望ぼうのために世界を、少女たちを犠ぎ牲せいにしてきた自分が、まさかそんな理由で最さい期ごを迎むかえようとは。

　けれど、耐たえられなかったのだ。

　──自分の目の前でもう一度、シンが死んでしまうのを見ることなど。

　それに──

（……士道──）

〈輪廻楽園アイン・ソフ〉の中で交かわした言葉。告げられた言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

　あの瞬間、澪は自覚してしまったのだ。──自分の、もう一つの望みを。

　どんなことをしても、もう本当のシンは戻もどってこない。

　ならばせめてシンと添そい遂とげることこそが──澪の願いだったのだ。

（──ごめんね、みんな──）

　澪は、薄うすれゆく意識の中で呟つぶやくように言った。

　幾いく人にんもの人間を殺してきた。

　幾人もの人間を不幸にしてきた。

　今さら許されようとは思っていないし、許されるとも思っていない。

　人類史における最大最悪の厄やく災さいにして、窮きゆう極きよくの絶対悪。それが自分だ。

　けれど──その気持ちだけは、噓うそではなかった。

　最後に残った澪の意識は、そうして溶けて──




　──澪。




（…………！）

　瞬間。

　どこからかそんな声が聞こえてきて、澪は閉じかけていた目を開いた。

　不意に名を呼ばれたから、というだけではない。

　だってそれは──澪が三〇年もの間、焦こがれてやまなかった声だったのだから。

（シン──）




　──ああ、ごめんな、澪。随ずい分ぶん長い間待たせちまった。




　澪がその名を呼ぶと、光の中に、ぼんやりとしたシルエットが浮かび上がってきた。

（あ、ああ──────）

　澪は、見開いた目から涙なみだが落ちるのを感じた。

　消えゆく澪の脳が見せた幻げん覚かくかもしれない。極限状態における幻げん聴ちようかもしれない。

　けれど、それは確かに──幾度も焦がれた、愛いとしい人の姿だった。

（シン──、シン……！）

　澪は必死に手を伸のばすと、シンの身体を抱だき締しめた。

　温かな感かん触しよくが身体に伝わる。澪は、その胸に顔を埋うずめ、声にならない叫さけびを上げた。

　──三〇年。

　ずっと、ずっと、君を求めて彷徨さまよってきた。

　君の思い出だけを頼たよりに歩いてきた。

　君はずっと──こんな近くにいてくれたのに……！




　──澪。ずっと、ずっと会いたかった。




　シンが、澪の身体を抱き返してくる。

（私も──ずっと、会いたかった──）

　澪はそれに負けないくらい、シンを抱く腕うでに力を込こめた。

　もう絶対に離はなれないように。

　もう絶対に──離さないように。




　──これからは、ずっと一いつ緒しよだ。




（うん……！）




　澪は、涙に彩いろどられた笑えみを浮かべながら──世界に、消えていった。








終章　伸のばされた手









　人の生き死にの境目というのはひどく曖あい昧まいで、何を以もつてその人間が死んでしまったかを判断するかは、各人の判断によるだろう。

　心肺機能が停止したなら死亡と見なす者もいれば、脳の停止こそが人間の終しゆう焉えんという者もいる。意識さえ残っているならそれが入っているのが生の肉体でなくともよいという者もいるし、誰だれかの心にその人がいる限り生きている──という者さえ存在するという話だ。まあ、最後のそれは定義というよりも感傷や現実逃とう避ひに近いものかもしれなかったけれど。

　虚うつろな視界の中で、アイザック・ウェストコットはぼんやりとそんなことを考えていた。──だとするならば、自分は今果たして生きているのか、と。

　少なくとも、心肺は機能していない。身体の大半が消しよう失しつしてしまっているのだから当然ではあるが。そんなことを考える意識こそあるものの、脳が形を保っているかさえ定かではない。ただ地面に横たわって空を眺ながめながら、意識の停止を待っている──

　と、そこまで考えたところで、ウェストコットは思わず笑ってしまった。

『人の生き死に』というならば、自分はとうに死んでしまっているということに気づいて。

　そう。人間・アイザック・ウェストコットはもう既すでに死んでいる。ここにいるのは、その霊れい力りよくによって辛かろうじて存在を保っている、哀あわれな精せい霊れいの残ざん骸がいだった。こんな様相になりながらも未いまだ意識を保っていることがその証左だろう。

　天使と魔ま王おうの対つい消しよう滅めつ。至近距きよ離りでそんなものに巻き込まれたのだ。この結果は当然といえた。既に〈デウス〉の気配はない。ウェストコットよりも一足早く消滅してしまったようだ。

　心しん中じゆうまで拒きよ絶ぜつされるとは、本当に嫌きらわれたものである。そんなことを思って、ウェストコットはもう一度笑った。自分の表情が笑みの形になっているかどうかさえ、今はもうわからなかったけれど。

　とはいえ、それも時間の問題ではあった。如い何かに精霊とはいえ、もう長くは保もつまい。実際先ほどから死神に手を引かれるように、意識が微睡みつつあった。

　が──

「──アイク！」

　そのとき、ウェストコットの意識を引き戻すように、そんな声が響ひびいてきた。

　見やると、エレンが真っ青な顔をしながら駆かけ寄ってくるのがわかる。どうやら無事だったらしい。

「やあ……エレン」

「ああ、アイク──なんてことに……！　すぐに医療用顕現装置メデイカル・リアライザを──」

　エレンがそこで言葉を止める。きっと、ウェストコットを移送しようと随意領域テリトリーでその身体からだを包んだ瞬しゆん間かん、如何に顕現装置リアライザとはいえ、もう手の施ほどこしようがないと理解してしまったのだろう。

「あ、ああ……」

　エレンが、力なくその場にくずおれる。

　すると、まるでそれに合わせるようにして──

「……アイク」

　別の声が、ウェストコットの名を呼んできた。

　エレンのそれとは異なる、低い男の声。とはいえ、ウェストコットはすぐにその人物に思い当たった。──ウェストコットをその愛あい称しようで呼ぶ者など、エレンを除けばたった一人しかいなかったのだから。

「……ああ、エリオットか」

　ウェストコットが応こたえると、視界の端はしに、車くるま椅い子すに乗った男と、それを押すエレンによく似た女性が現れた。

　エリオット・ウッドマンとカレン・メイザース。ウェストコットたちのかつての同どう胞ほうにして、〈ラタトスク〉の創始者たちである。

「……！」

　エレンは弾はじかれるように顔を上げると、キッとウッドマンとカレンを睨にらみ付けた。無理もない。エレンは自分たちと道を違たがえたウッドマンを恨うらんでいた。それこそ、自分の手で殺してやらねば気が済まないとまで宣のたまうほどに。

　だが、エレンはウッドマンに飛びかかるでも呪のろいを吐はくでもなく、ぐっと奥歯を嚙かみしめてから懇こん願がんするように言った。

「お願い──エリオット。アイクを……アイクを助けて。あなたならできるでしょう？　私にできることなら何でもする……何でも言うことを聞くから──お願い……」

「…………」

　エレンの涙ながらの訴うつたえに、ウッドマンは静かに目を伏ふせた。

　拒絶しているわけでもなければ、意地悪をしているわけでもない。単に──この世の誰にも、死にゆくウェストコットを蘇そ生せいさせることなど出来はしないだけだった。

「あ、あ……」

　エレンが、ぽたぽたと涙を流しながら声を震ふるわせる。そんな姉の姿を見てか、カレンが微かすかに心苦しそうな表情を浮うかべた。

「ふ、ふ……どうしたんだい、わざわざ。私を笑いに来たかい、エリオット」

「……友の死に目に会いたいというのは、そんなに可お笑かしな話かな、アイク」

　ウェストコットが掠かすれた声で問うと、ウッドマンは静かにそう返してきた。

「ああ……そうだね。野や暮ぼな質問だった。進む道こそ違ってしまったが、君は確かに私の友人だ。それに──」

　ウェストコットは、冗じよう談だんめかすように唇くちびるを歪ゆがめた。

「──同じ女に振ふられた者同士だしね」

「────」

　ウェストコットが言うと、ウッドマンは一いつ瞬しゆん目を丸くしたのち、ふっと息を漏もらした。

「はは……違いない」

「ふ──ふ……」

　ウェストコットは小さく微笑ほほえむと、改めて霞かすむ視界の中に広がる世界を見み渡わたした。

　エレン、カレン、ウッドマン。

　数十年前、故郷を焼かれ、復ふく讐しゆうを誓ちかった盟友たち。ウェストコットの、最も旧ふるい仲間たち。そんな彼らが一様にウェストコットを見つめ、思い思いの悲ひ哀あいを表している。

（──ああ──）

　ウェストコットは、不思議な感覚を覚えた。

　幼い頃ころの記き憶おく。棺ひつぎに入れられ埋まい葬そうされる母。──そんな母の目線から、葬そう儀ぎに集まった皆みなを見るかのような感覚。

　泣きじゃくるエレン、目を伏せるカレン、静かにこちらを見つめるウッドマン。

　形こそ違えど、そこには悲しみと悼いたみと、絶望が満ちていた。

　友たちのそんな表情が。その表情を形作らせているのが自分であるということが。──その絶望の中心に自分がいるという事実が。

　──ウェストコットには、心ここ地ちよくてたまらなかったのである。

（……なん……だ、こんなにも簡単な……ことだったのか……）

　魔ま術じゆつ師しアイザック・ウェストコットは、心躍おどる恍こう惚こつの中、ゆっくりと目を閉じた。




　　　　◇




「──シドー！　大だい丈じよう夫ぶか、シドー！」

「う……、ぁ……？」

　激しく身体を揺ゆすられ、士し道どうはゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　どうやら気を失っていたらしい。ぼんやりとした意識が徐じよ々じよに覚かく醒せいしていき、周囲の光景や自分の状じよう況きようが段々と実像を帯びてくる。

　まず、身体を揺すっているのは十とお香かだ。心配そうな面おも持もちで、幾いく度ども士道の名を呼んできている。

　否いな、彼女だけではない。幾人もの精霊たちが、士道の周囲に集まっていた。

　折おり紙がみ、琴こと里り、四よ糸し乃の、耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、美み九く、七な罪つみ、二に亜あ、六む喰くろ──それに、狂くる三みまで。その後方を見やると、真ま那なやマリアたちの姿も認められる。

　そして、士道が横たわっていたのは、夜の海岸だった。空には星が瞬またたき、辺りからは、微かな波の音が聞こえてくる。随ずい分ぶんとロマンチックなロケーションである。自分は一体なぜこんなところに──

「────」

　そこまで認にん識しきしたところで、士道はバネ仕じ掛かけの玩具おもちやのように跳はね起きた。鈍にぶく痛む身体を無視して、皆の顔を見回す。

「！　シドー！」

「むん……目覚めたかの。心配したぞ」

「安あん堵ど。耶俱矢など心配し過ぎて士道の胸に縋すがり付きわんわん泣いていました」

「そこまではしてないんだけど!?」

　目を覚ました士道を見て、精霊たちが一様に安堵の息を吐く。

　けれど、それに反応を返すような余よ裕ゆうは、今の士道には残されていなかった。縋り付くように十香の肩かたに手を置く。

「十香。澪みおは──」

「……っ」

　士道の言葉に、十香が息を詰つまらせる。

　言葉よりも雄ゆう弁べんな沈ちん黙もく。それだけで──全すべてを察するには十分だった。

「そう……か──」

　士道は力なく手を下ろした。

　途と方ほうもない無力感が全身を苛さいなむ。深い絶望が肺はい腑ふを満たす。

　考え得る限りの手を尽つくした。皆も命を賭として力を貸してくれた。

　けれど、そうして摑つかみ取った新しい未来に──澪の姿が、ない。

　その事実が、士道の心をどうしようもなく締しめ付けていたのである。

　だが、士道は零こぼれそうになる涙なみだを堪こらえ、小さく息を吐いた。

「あーあ……振られちまったよ。俺より、シンがいいってさ」

　士道が言うと、精霊たちは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたのち──苦く笑しようめいた笑みを浮かべてきた。

「そっか……なら、仕方ないわね。稀き代たいのプレイボーイも、純愛カップルの前には歯が立たなかったかしら？」

　琴里が、目を赤くしながらも軽い調子で言ってくる。士道はそれに応ずるように肩をすくめた。

　と──そのときである。

　すっかり暗くなった空から、小さな光が、ゆらゆらと揺らめきながら落ちてきたのは。

「え──？」

　士道は目を丸くしながら顔を上げた。

　するとその光は、まるで士道のもとに導かれるかのように、ゆっくりと皆の前へと降りてきた。

「これは……」

　それを見て、士道は表情を驚きの色に染めた。

　とはいえ、精せい霊れいたちの反応も似たようなものである。皆その光の正体を認め、驚きよう愕がくに目を見開いている。

　しかしそれも仕方あるまい。何しろそこに浮ふ遊ゆうしていたのは、様々な色の光を灯ともす宝石のような物体──霊結晶セフイラと、

　──その上に乗った、傷だらけのクマのぬいぐるみだったのだから。

　士道がそれに気づいた瞬間、霊結晶セフイラの上からぬいぐるみがずり落ちる。士道は咄とつ嗟さに手を伸のばすと、それをキャッチした。

　間ま違ちがいない。それは、令れい音ねが肌はだ身み離はなさず身につけていたぬいぐるみであった。

　否──それだけではない。今の士道にはわかる。そのぬいぐるみは、三〇年前、真しん士じが澪に贈おくったプレゼントでもあったのだ。

　三〇年もの間、澪の心を支え続けた陰かげの功労者。きっと澪はそんなぬいぐるみをともに消してしまうのが忍しのびなく、こうして士道に遺のこしたのだろう。

　年を経へたぬいぐるみは、随分とくたびれていた。身体のあちこちに繕つくろい跡あとがあり、損傷の酷ひどい箇か所しよには色の違う当て布さえしてあった。

　澪の力があれば傷を再生することなど容易たやすかったろうに、わざわざ全て手作業で繕ったらしい。

　恐おそらく──耐たえられなかったのだ。如い何かに綺き麗れいに再生するとはいえ、真士からもらったぬいぐるみが、別のものになってしまう気がして──

「──ぁ────」

　それを認識した瞬間、士道の目から、滂ぼう沱だと涙が溢あふれた。

「あ……、あ──ッ……」

　皆をこれ以上心配させるわけにはいかないと、ギリギリのところで押しとどめていた感情が、一気に決けつ壊かいする。士道はぬいぐるみを抱だき締めるように身体からだを折ると、震える声を響ひびかせた。

「……澪……、み──お…………ッ！」

　優やさしく──悲しい、少女だった。

　歪いびつな方法で生み出され、わけもわからぬままに争いに巻き込まれ──贖あがないきれない罪を犯おかした。

　その生しよう涯がいは決して平へい穏おんなものではなかったけれど──

「おまえは……シンに、会えたんだよな……？」

　士道は掠れた声でそう言うと、涙に濡ぬれた顔を再び上げた。

　すると、まるでそれに応こたえるかのように、虹にじ色いろの光を放つ霊結晶セフイラが微かに揺れ──空気に、溶とけ消えていった。

「澪……」




　が────そのとき。




「──────────え？」

　士道は、呆ぼう然ぜんと声を発した。

　消しよう滅めつしかけた澪の霊結晶セフイラ。

　それが、不意に伸びた何者かの手によって、鷲わし摑づかみにされたのである。

　予想外の事態に、士道は息を詰まらせると、咄嗟にその手の主を見た。

「な──」

　そして、一瞬言葉を失う。

　澪の霊結晶セフイラを摑んだ者の正体が、意外に過ぎるものだったのである。

「十、香──？」

　そう。

　皆の驚愕の中、手を伸ばしていたのは──十香だったのだ。




「──悪いが、これは、私がいただく」




　十香はそう言うと、霊結晶セフイラを引き寄せ、自分の胸むな元もとに押し当てた。

　すると、狂三が二亜の霊結晶セフイラを取り込んだときのように、十香の胸に、澪の霊結晶セフイラが吸い込まれていく。

「十香、何を──」

　士道が言いかけた瞬間。

　──世界が、光に包まれた。











あとがき









　お久しぶりです。橘たちばな公こう司しです。

『デート・ア・ライブ19　澪みおトゥルーエンド』をお送りいたしました。いかがでしたでしょうか。お気に召めしたなら幸いです。17巻、18巻と同様、書きたかったシーンのオンパレードで、書いていて非常に楽しかったです。

　日常シーンを書いていると、美み九くや七な罪つみや二に亜あ、六む喰くろなどの後期登場キャラクターたちの存在の大きさを再認にん識しきします。話を上う手まく引っかき回してくれますし、彼女らと絡からむことにより、初期キャラもより輝かがやきます。もう彼女ら抜ぬきの日常は考えられません。

　となると考えてしまいます。もしも澪が普通の精せい霊れいとして登場していたら、皆みなとどんな日常を過ごしたのでしょうか。根が純じゆん粋すいなので、六喰や十とお香かと相あい性しようがいいかもしれません。美九に騙だまされないよう気を張らないといけませんし、なんでもできるので二亜なんかにも頼たよられそうです。もちろん士し道どうの情報収集に関しては琴こと里りや折おり紙がみさえも一目置きます。と、そろそろぼくのもう一つの人格、涙るい腺せんよわおが出てきそうなのでこの辺にしておきましょう。




　今巻は東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろうさんの『デート・ア・バレット４』と同時発売ですので、こちらも併あわせてお楽しみいただければ幸いです。夏だ！　海だ！　戦争だ！　巻を追うごとにひびＰが輝いていく気がするの。なにこの子すごい。

　また、アニメ新シリーズも着々と準備中ですので、ご期待いただければ幸いです！




　さて今回も、沢たく山さんの方々の尽じん力りよくによって本を出すことができました。つなこさん、担当氏、デザイナーの草くさ野のさん、編集、営業、流通、販売などに関かかわる全すべての人々に。そして今この本を手にとってくださっているあなたに、心よりの感謝を。




『デート・ア・ライブ』というお話はある意味で、崇たか宮みや澪の愛の物語でありました。

　しかし、それだけでは終わりません。もう少しの間お付き合いいただければ幸いです。

　では、また次巻でお会いいたしましょう。





二〇一八年七月　橘　公司　










橘公司

●たちばなこうし



東京都在住。第20回ファンタジア長編小説大賞準入選作『蒼穹のカルマ』でデビュー。

真那「おや澪さん、そのクマは」

澪「うん、シンに貰ったんだ。実はもう名前も付けてて」

真那「ほう、一体どんな」

澪「16日に貰ったから、イチロー」

真那「兄様のネーミングセンスうつってねーですか!?」
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